


菊池一族解軆新章　巻ノ三

序　　　　文

　菊池一族は、平安時代の後半から戦国時代の頃 (1070 年～ 1532 年)まで約

450 年もの間、菊池地方を中心に栄えた武士の一族であり、最盛期には、九州一

円に影響力を及ぼすほどの勢力を誇っていました。

　市内各地には本丸跡の菊池神社をはじめ、一族の墓碑、菩提寺が点在し、その

痕跡が色濃く残されています。また、その軌跡は九州一円から全国へとたどるこ

とができます。

　菊池市教育委員会では、菊池一族をはじめとする菊池市の歴史・風土・文化を

調査、発掘し、後世に引き継ぎ、広く市民に還元するとともに、学習活動への貢

献を行うことを目的として、令和元年度に菊池文化研究所を設置しました。

　その取り組みのひとつとして、菊池一族に関する研究の深化・蓄積と、菊池一

族に関連する分野に携わる若手研究者を広く支援するため、菊池一族に関連する

歴史・文化の調査研究事業を行っています。

　この度、令和 3 年度の研究の成果を「菊池一族解軆新章　巻ノ三」としてまと

めました。

　この論文集が、菊池市の歴史・文化、ひいては中世歴史文化の研究をさらに進

展させるとともに、その歴史的価値を一層明らかにする一助となれば幸いです。

　おわりに、菊池一族に関連する歴史・文化の調査研究事業の実施にあたり、ご

理解とご協力をいただいた各研究者並びに指導及び助言をいただいた先生方に深

く感謝申し上げます。

菊池市教育委員会　教育長　音光寺 以章
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隈府土井ノ外遺跡出土の土師器に関する研究／中山�圭

隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
出
土
の
土
師
器
に
関
す
る
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
山　

圭

は
じ
め
に

　

熊
本
県
菊
池
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
（
以
下
、
土
井

ノ
外
遺
跡
）
は
、
県
立
菊
池
高
校
の
校
舎
改
築
に
伴
い
平
成
一
七
～
一
八
年
に

か
け
て
、
約
四
四
〇
〇
㎡
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
方
形
に

区
画
さ
れ
た
溝
の
内
外
に
掘
立
柱
建
物
跡
、
柵
列
跡
が
検
出
さ
れ
、
中
世
後
期

の
大
量
の
土
師
器
皿
や
輸
入
陶
磁
器
が
出
土
し
た
（
熊
本
県
教
委
二
〇
〇
九
）。

当
該
地
近
辺
は
、
南
北
朝
期
に
南
朝
を
支
え
、
戦
国
期
に
は
肥
後
国
守
護
と
し

て
君
臨
し
た
菊
池
氏
の
本
拠
地
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
東
端
の
菊
池

神
社
・
菊
池
公
園
を
有
す
る
丘
陵
「
城
山
」
を
起
点
に
、
東
西
軸
の
守
護
城
下

町
が
展
開
し
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
字
界
を
見
て
も
、「
御
所
小
路
」

等
数
本
の
軸
的
街
路
に
面
し
て
方
形
区
画
が
整
然
と
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
名

残
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

菊
池
氏
の
居
城
は
、
元
来
、
城
山
上
の
「
菊
池
城
跡
（
隈
府
城
）」
と
理
解

さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
八
年
に
青
木
勝
士
氏
が
、
全
国
で
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た
中

世
都
市
研
究
の
成
果
を
基
に
、
隈
府
町
内
に
残
る
字
名
「
屋
敷
」
に
着
目
、
平

地
の
守
護
館
有
力
地
と
し
て
比
定
し
た
（
青
木
一
九
九
六
）。
こ
の
「
屋
敷
」
に

東
接
す
る
字
が
「
土
井
ノ
外
」
で
あ
り
、
南
北
朝
期
に
下
向
し
て
い
た
懐
良
親

王
が
手
植
え
し
た
と
さ
れ
る
「
将
軍
木
」
も
そ
の
区
画
に
含
む
。
そ
の
後
に
行

わ
れ
た
土
井
ノ
外
遺
跡
発
掘
で
上
記
成
果
が
見
ら
れ
た
た
め
、
当
然
、
菊
池
氏

居
館
と
し
て
の
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
調
査
報
告

書
内
で
は
そ
の
比
定
に
つ
い
て
は
慎
重
な
見
方
を
し
て
お
り
、
一
方
、
青
木
氏
は

同
遺
跡
を
守
護
館
の
一
部
と
評
価
し
て
い
る
（
青
木
二
〇
二
〇
）。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
筆
者
は
、
報
告
書
の
実
測
図
等
か
ら
青
磁
琮
形
瓶
な
ど
輸

入
陶
磁
器
の
奢
侈
品
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
ら
遺
物
は
土
井
ノ

外
遺
跡
の
空
間
特
性
の
復
元
上
、大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
の
認
識
を
持
っ

た
が
、
そ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
先
行
研
究
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

菊
池
市
教
育
委
員
会
が
進
め
て
い
る
「
菊
池
一
族
の
歴
史
文
化
資
料
の
調
査
研

究
」
事
業
の
採
択
を
受
け
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
が
所
蔵
す
る
土
井
ノ
外
遺
跡

の
輸
入
陶
磁
器
の
研
究
を
行
い
、成
果
を
前
稿
に
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
中

山
二
〇
二
一
Ａ
）。

結
果
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
の
輸
入
陶
磁
器
に
つ
い
て
、
未
報
告
資
料
の
抽
出
・

図
化
提
示
を
出
発
点
と
し
て
、
青
磁
の
優
品
で
あ
る
各
種
瓶
類
や
酒
海
壺
他
の

奢
侈
品
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
青
磁
器
台
・
青
磁
擂
鉢
・
法
花
壺
・
褐

釉
磁
器
等
全
国
的
に
見
て
も
希
少
な
輸
入
陶
磁
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
天

目
茶
碗
以
外
に
も
、
風
炉
・
茶
臼
・
茶
入
等
の
茶
道
具
が
過
不
足
な
く
揃
っ
て

い
る
状
況
等
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
遺
跡
出
土
破
片
を
、
各
地

の
美
術
館
伝
世
品
や
他
遺
跡
出
土
遺
物
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
希
少

性
・
重
要
性
が
把
握
さ
れ
た
。
特
に
首
里
城
跡
京
の
内
の
一
括
資
料
の
組
成
と

近
い
遺
物
を
抽
出
で
き
た
点
は
、
今
後
の
比
較
研
究
への
進
展
や
南
方
と
の
交
易

交
流
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
基
礎
資
料
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
て
い
る
。
出
土
し
た
青
磁
瓶
（
花
生
）・
水
注
類
や
茶
道
具
等
の
使
用
状
況
に
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図 1　隈府土井ノ外遺跡位置図

図 2　隈府土井ノ外遺跡調査区・遺構配置図



つ
い
て
、
中
世
段
階
の
花
飾
り
の
故
実
書
『
立
花
図
巻
』
や
座
敷
飾
り
の
規
定
書

『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
記
録
と
対
比
し
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
に
は
、
守
護

館
ク
ラ
ス
の
会
所
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
、
課
題
と
し
て
「
輸
入
陶
磁
器
破
片
の
点
数
計
測
に
よ
る
、
碗
皿
の
出

土
状
況
を
通
し
た
遺
跡
の
存
続
年
代
の
見
直
し
、
盛
期
の
捕
捉
」
を
掲
げ
、
こ

れ
に
つ
い
て
も
、
一
応
の
見
通
し
を
別
稿
で
論
じ
た
（
中
山
二
〇
二
一
Ｂ
）。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
課
題
と
し
て
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
出
土
遺
物
の
大
部

分
を
占
め
る
、
土
師
器
の
分
析
の
必
要
性
も
掲
げ
た
。
土
師
器
は
、
硬
質
で
長

期
間
の
使
用
に
耐
え
る
輸
入
陶
磁
器
に
比
べ
、
耐
久
性
が
低
く
、
在
地
で
生
産

さ
れ
る
特
性
か
ら
大
量
消
費
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
結
果
と
し
て
モ
デ
ル
更
新

の
間
隔
が
短
い
。
こ
の
た
め
編
年
の
基
準
資
料
と
し
て
優
れ
て
い
る
が
、
そ
の
形

態
変
遷
を
追
求
す
る
た
め
に
は
、
大
量
の
破
片
資
料
が
必
要
と
な
る
。
隈
府
土

井
ノ
外
遺
跡
で
は
出
土
量
が
多
く
、
そ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。
ま
た
、
土
師
器
は
様
々
な
用
途
に
使
用
さ
れ
る
が
、
特
に
主
殿
空
間
等
に

お
け
る
献
杯
儀
礼
で
の
消
費
が
特
徴
づ
け
ら
れ
て
も
い
る
た
め
、
輸
入
陶
磁
器

と
併
せ
て
、
出
土
地
点
周
辺
の
空
間
復
元
に
有
効
な
資
料
と
な
り
得
る
。
本
稿

で
は
、
引
き
続
き
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
の
特
質
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

出
土
土
師
器
の
分
析
か
ら
、
遺
跡
の
時
代
変
遷
や
出
土
空
間
の
再
構
成
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。

一　
輸
入
陶
磁
器
の
出
土
状
況
か
ら
み
る
土
井
ノ
外
遺
跡
の
年
代
観

（
一
）報
告
書
の
輸
入
陶
磁
器
評
価
に
関
す
る
問
題
点
と
未
報
告
資
料
の
抽
出

　

土
師
器
の
分
析
の
前
に
、
ま
ず
輸
入
陶
磁
器
供
膳
具
（
碗
・
皿
）
の
出
土
状

況
と
沖
縄
編
年
に
照
ら
し
た
年
代
観
の
確
認
作
業
を
行
っ
て
お
く
。

　

調
査
報
告
書
で
は
、
龍
泉
窯
系
青
磁
に
つ
い
て
四
〇
点
が
図
化
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
以
外
の
輸
入
陶
磁
器
は
八
点
と
少
な
い
。
そ
の
う
ち
、
年
代
の
指
標
に
な

り
そ
う
な
青
磁
碗
を
見
る
と
、
無
文
端
反
碗
（
沖
縄
編
年′
Ⅳ
―
〇
類
も
し
く

は
Ⅴ
―
〇
類
）、
無
鎬
蓮
弁
文
碗
（
同
Ⅴ
―
一
類
）、
雷
文
帯
碗
（
同
Ⅴ
―
二
類

）、
細
線
蓮
弁
文
碗
（
Ⅵ
―
一
類
）
が
見
ら
れ
、
特
に
雷
文
帯
碗
と
細
線
蓮
弁

文
碗
が
主
体
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

近
年
、
豊
富
で
多
様
な
輸
入
陶
磁
器
の
出
土
状
況
を
基
盤
と
し
て
、
年
代
観

の
活
発
な
議
論
を
重
ね
、編
年
の
細
密
化
が
進
展
し
て
い
る
沖
縄
編
年
か
ら
（
瀬

戸
二
〇
一
七
）、
こ
れ
ら
の
年
代
観
を
位
置
付
け
る
と
、′
Ⅳ
―
〇
類
・
Ⅴ
―
〇

類
・
Ⅴ
―
一
類
は
概
ね
瀬
戸
四
期
（
一
三
五
〇
～
一
四
二
〇
年
頃
）、
Ⅴ
―
二
類

は
瀬
戸
五
古
期
（
一
四
二
〇
～
一
四
六
〇
年
頃
）
か
ら
瀬
戸
五
新
期
（
一
四
六
〇

～
一
四
八
〇
年
頃
）、Ⅵ
―
一
類
は
瀬
戸
六
期
（
一
五
世
紀
末
～
一
六
世
紀
前
半
）

の
基
準
資
料
と
し
て
該
当
す
る
。

こ
の
た
め
、
報
告
書
掲
載
の
輸
入
陶
磁
器
か
ら
み
る
と
、
少
な
く
と
も
一
四

世
紀
中
葉
か
ら
一
六
世
紀
の
前
半
ま
で
遺
跡
が
存
続
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

調
査
報
告
書
で
は
遺
構
の
切
合
い
関
係
を
基
軸
に
、
遺
構
の
消
長
を
Ⅲ
期
に

区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
Ⅰ
期
を
一
四
世
紀
後
半
～
末
、
二
期
を
一
四
世
紀
末
～

一
五
世
紀
初
頭
、
Ⅲ
期
を
一
五
世
紀
初
頭
～
前
半
と
設
定
し
て
お
り
（
熊
本
県

教
委
二
〇
〇
九
）、
こ
の
時
期
区
分
で
は
、
土
井
ノ
外
遺
跡
が
一
世
紀
に
納
ま
る

こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
各
画
期
は
三
〇
年
程
度
と
な
り
、
い
さ
さ
か
窮
屈
と
な

る
。
遺
構
の
時
期
決
定
に
関
す
る
基
準
が
不
明
瞭
で
、
本
稿
で
取
り
扱
う
土
師

器
は
、
未
だ
熊
本
地
方
で
は
中
世
後
期
の
詳
細
な
編
年
は
組
ま
れ
て
い
な
い
た

め
年
代
決
定
に
利
用
し
が
た
く
、
お
そ
ら
く
輸
入
陶
磁
器
の
既
存
の
年
代
観
を

指
標
に
年
代
を
定
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
依
拠
し
た
陶
磁
器
編
年
も
明
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ら
か
で
な
い
。
報
告
書
の
遺
構
年
代
観
と
、
先
の
沖
縄
編
年
と
の
齟
齬
は
五
〇

年
以
上
に
及
び
、
例
え
ば
Ⅰ
期
内
（
一
四
世
紀
代
）
で
廃
絶
す
る
と
さ
れ
る
溝

Ｓ
Ｄ
九
九
は
、
出
土
遺
物
の
主
体
が
Ⅴ
―
二
類
の
雷
文
帯
碗
で
あ
る
の
で
、
沖

縄
編
年
に
照
ら
せ
ば
廃
絶
は
早
く
と
も
一
五
世
紀
中
葉
以
降
と
考
え
ら
れ
、
報

告
書
内
の
画
期
と
相
当
の
ズ
レ
が
生
じ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
報
告
書
内
の
年
代
観
は
、
再
考
が
必
要
と
思
わ
れ
る
状
況

に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
お
い
て
、
未
報
告
資
料
も
含
む
全

輸
入
陶
磁
器
の
破
片
を
実
見
し
、
沖
縄
分
類
に
照
ら
し
て
、
点
数
計
測
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
青
磁
・
白
磁
の
み
な
ら
ず
、
青
花
磁
も
一
定
量
出
土
し
て
お
り
、

数
は
少
な
い
も
の
の
、
青
花
Ｅ
群
碗
や
漳
州
窯
産
青
花
磁
な
ど
一
六
世
紀
後
半

に
出
現
す
る
輸
入
陶
磁
器
の
存
在
も
確
認
で
き
た
。
こ
の
た
め
、
隈
府
土
井
ノ

外
遺
跡
の
存
続
年
代
は
、
ほ
ぼ
室
町
時
代
全
体
に
わ
た
る
可
能
性
も
出
て
き
た
。

(

二
）輸
入
陶
磁
器
の
出
土
数

　

出
土
し
て
い
る
陶
磁
器
片
に
つ
い
て
、
種
別
・
器
種
・
分
類
ご
と
、
及
び
出

土
地
区
・
遺
構
・
グ
リ
ッ
ド
ご
と
に
点
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
整
理
し
た
も
の
が
表
一
・

二
で
あ
る
。
カ
ウ
ン
ト
作
業
は
、
土
井
ノ
外
遺
跡
の
遺
物
を
収
蔵
す
る
熊
本
県

教
育
委
員
会
文
化
課
文
化
財
資
料
室
内
で
実
施
し
た
。
収
蔵
コ
ン
テ
ナ
（
未
報

告
資
料
）
は
、
出
土
地
区
ご
と
に
、
土
師
器
類
・
瓦
質
土
器
類
・
石
製
品
（
石

そ
の
も
の
も
含
む
）・
青
磁
類
（
一
箱
）・
陶
磁
器
類
（
青
花
・
近
現
代
含
、
五
・

六
箱
分
あ
り
）
に
分
類
さ
れ
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
概
ね
、
輸
入
陶
磁
器
を
含
む

と
思
わ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
を
確
認
し
た
上
で
、
破
片
の
カ
ウ
ン
ト
を
実
施
し
た
が
、

す
べ
て
の
収
蔵
コ
ン
テ
ナ
を
完
全
に
実
見
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
現
地
で

の
作
業
時
間
が
限
ら
れ
て
お
り
分
類
照
合
に
や
や
曖
昧
な
点
が
あ
っ
た
こ
と
（
特

に
青
磁
の
無
文
部
位
破
片
）
等
か
ら
完
璧
に
正
確
な
点
数
計
上
・
分
類
が
成
果

と
し
て
で
き
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
で
も
、
概
ね
の
傾
向
と
し
て
は
、
的
外
れ

な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

両
表
左
列
の
地
区
・
遺
構
名
・
グ
リ
ッ
ド
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
破
片
が
収
納
さ

れ
て
い
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
同
封
さ
れ
て
い
た
ラ
ベ
ル
の
記
述
を
第
一
の
指
標
と
し
、

ラ
ベ
ル
が
な
い
場
合
は
破
片
の
注
記
を
元
に
名
称
を
復
元
し
た
。
表
中
、「
Ⅰ
区

五
―
Ｅ
Ｇ
」
等
と
あ
る
も
の
は
、グ
リ
ッ
ド
ご
と
の
取
り
上
げ
と
推
察
さ
れ
る
が
、

報
告
書
に
グ
リ
ッ
ド
名
の
明
記
が
な
い
た
め
、
現
段
階
で
は
詳
細
な
出
土
位
置
が

不
明
で
あ
る
。
同
じ
理
由
で
、
ラ
ベル
に
遺
構
名
が
記
し
て
あ
る
も
の
の
、
報
告

書
上
、
当
該
遺
構
の
名
称
が
見
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
も
出
土
地
点
が

判
明
し
な
い
。
こ
の
た
め
、本
稿
で
は
個
別
遺
構
の
年
代
的
評
価
に
踏
み
込
め
ず
、

一
～
三
の
各
調
査
区
の
概
ね
の
出
土
傾
向
を
中
心
に
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
点
を
お
断
り
す
る
。
表
中
、
左
列
は
上
か
ら
一
区
・
三
区
・
二
区
の
順
に
配

列
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一・
三
区
が
隣
接
し
て
お
り
一
体
的
な
位
置
空
間
と
考

え
ら
れ
た
た
め
で
、
そ
れ
に
対
し
、
二
区
は
や
や
離
れ
た
調
査
区
に
な
る
た
め
、

地
域
ご
と
の
傾
向
を
見
る
上
で
都
合
が
よ
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
配
列
と
し
た
。

よ
っ
て
、
土
井
ノ
外
遺
跡
は
、
一・
三
区
と
二
区
の
大
き
く
二
エ
リ
ア
に
区
分
さ

れ
る
と
捉
え
て
い
る
。

な
お
、
分
類
の
基
準
は
沖
縄
分
類
（
瀬
戸
ほ
か
二
〇
〇
八
）、
一
部
中
世
前
期

の
遺
物
は
大
宰
府
分
類
（
太
宰
府
市
二
〇
〇
〇
）
を
適
用
し
て
い
る
。

（
三
）カ
ウ
ン
ト
結
果
の
分
析

　

輸
入
陶
磁
器
は
総
計
六
六
五
点
が
確
認
さ
れ
た
。
内
訳
は
、青
磁
四
六
五
点
、

白
磁
五
九
点
、
青
花
一
〇
四
点
、
そ
の
他
三
七
点
で
あ
り
、
主
体
は
一
五
世
紀

代
の
龍
泉
窯
系
青
磁
が
占
め
る
。
青
磁
の
組
成
で
、
最
も
多
い
種
類
は
雷
文
帯

碗
（
Ⅴ
―
二
類
）
で
四
六
点
で
あ
る
。
次
い
で
、
細
線
蓮
弁
文
碗
（
Ⅵ
―
一
類
）
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表 1　隈府土井ノ外遺跡出土　青磁分類表
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表 2　隈府土井ノ外遺跡出土　白磁・青花・他貿易陶磁分類表
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が
三
八
点
、
無
文
玉
縁
・
直
口
碗
三
四
点
（
Ⅴ
―
〇
類
）、
無
鎬
蓮
弁
文
碗
（
Ⅴ

―
一
類
）
一
八
点
と
な
る
。
明
瞭
に′
Ⅳ
―
〇
類
と
確
認
で
き
た
破
片
は
五
点
の

み
で
Ⅴ
類
破
片
よ
り
か
な
り
少
な
い
た
め
、
Ⅴ
類
段
階
か
ら
陶
磁
器
が
増
加
す

る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
主
に
端
反
口
縁
部
の
破
片
で
、
筆
者
の
同
定
力
不
足

に
よ
り
Ⅳ
・�′
Ⅳ
・
Ⅴ
類
分
類
不
可
と
し
た
も
の
も
二
六
点
あ
り
（
註
一
）、
今

少
し
Ⅳ
類
も
し
く
は′
Ⅳ
類
段
階
か
ら
の
遺
物
が
多
く
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

白
磁
は
四
都
窯
系
の
Ｄ
類
と
景
徳
鎮
窯
系
の
Ｅ
類
が
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る
。
白

磁
Ｄ
類
は
瀬
戸
四
期
・
五
古
期
・
五
新
期
（
概
ね
一
三
五
〇
～
一
四
八
〇
年
頃
）

に
使
用
さ
れ
、
白
磁
Ｅ
類
は
六
期
（
一
五
世
紀
末
～
一
六
世
紀
前
半
）
に
な
り

白
磁
の
主
流
と
な
る
。

青
花
は
Ｂ
一
群
皿
が
二
六
点
と
最
も
多
く
、
次
い
で
端
反
り
碗
一
六
点
、
Ｅ

群
碗
一
〇
点
と
な
る
。
Ｂ
一
群
碗
は
四
点
と
計
上
し
て
い
る
が
、
今
回
、
確
実

に
Ｂ
一
群
碗
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
も
の
だ
け
を
Ｂ
一
群
と
し
て
い
る
が
、「
端

反
碗
」
と
計
上
し
た
破
片
の
中
で
、
Ｂ
一
群
に
含
め
ら
れ
る
も
の
が
多
数
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
端
反
り
碗
・Ｂ
一
群
碗
は
、柴
田
圭
子
氏
の
整
理
図
に
よ
れ
ば（
柴

田
二
〇
一
一
）、
概
ね
一
五
世
紀
代
に
属
す
る
と
理
解
し
て
支
障
は
な
い
。
で
あ

れ
ば
、
青
花
類
も
、
土
井
ノ
外
遺
跡
で
は
盛
期
は
一
五
世
紀
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
白
磁
も
こ
の
様
相
に
齟
齬
は
無
い
。

瀬
戸
六
期
の
指
標
と
な
る
青
花
Ｃ
群
碗
・
皿
、
七
期
の
指
標
と
な
る
青
花
Ｅ

群
碗
・
皿
、
漳
州
窯
系
青
花
皿
類
の
出
土
も
、
未
報
告
資
料
の
抽
出
の
中
で
確

認
で
き
た
。
Ｃ
群
碗
・
皿
が
各
六
点
、
Ｅ
群
碗
が
一
〇
点
確
認
で
き
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
瀬
戸
六
期
以
降
も
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
は
機
能
し
て
い
た
こ

と
が
確
実
で
あ
る
。
遺
構
と
の
関
係
で
は
Ｃ
群
・
Ｅ
群
と
も
Ｓ
Ｄ
四
・
五
か
ら
出

土
が
み
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
同
溝
は
一
六
世
紀
後
半
ま
で
機
能
し
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
全
体
の
数
と
し
て
は
、
青
花
Ｃ
群
の
数
量
は
非
常

に
少
な
く
、
盛
期
で
あ
る
一
五
世
紀
中
葉
に
比
べ
る
と
衰
微
気
味
で
あ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

こ
れ
ら
青
磁
・
白
磁
・
青
花
各
碗
皿
の
出
土
状
況
か
ら
は
、
土
井
ノ
外
遺
跡

の
存
続
年
代
は
、
概
ね
瀬
戸
四
期
（
一
三
五
〇
～
一
四
二
〇
年
頃
）
か
ら
始
ま

り
、
瀬
戸
五
古
期
（
一
四
二
〇
～
一
四
六
〇
年
頃
）
～
五
新
期
（
一
四
六
〇
～

一
四
八
〇
年
）
に
か
け
て
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
六
期
（
一
五
世
紀
末
～
一
六
世
紀

前
半
）
以
降
は
衰
退
し
つ
つ
も
、細
々
と
継
続
す
る
、と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

さ
て
、
改
め
て
表
に
戻
る
と
、
青
磁
奢
侈
品
（
盤
・
瓶
・
壺
・
袋
物
型
物
類
）

の
数
が
七
〇
点
に
の
ぼ
り
、
全
体
の
点
数
か
ら
見
て
も
一
割
を
超
え
る
比
率
を

占
め
る
。
前
稿
（
中
山
二
〇
二
一
Ａ
）
で
確
認
し
た
よ
う
に
、そ
の
中
に
は
、瓶
・

水
注
・
鉢
な
ど
列
島
で
の
類
例
が
限
ら
れ
る
希
少
な
破
片
が
多
く
、
そ
の
特
殊

性
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
青
花
大
皿
や
法
花
壺
、
褐
釉
磁
器
、
朝
鮮
象
嵌

梅
瓶
等
も
同
じ
く
希
少
な
遺
物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
一
区

も
し
く
は
三
区
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
二
区
か
ら
は
香
炉
や
若
干
の
盤
が
出
土

し
て
い
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
一・
三
区
周
辺
に
、

会
所
等
の
室
礼
具
を
多
数
保
有
す
る
空
間
が
展
開
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

現
段
階
で
は
、
個
別
の
建
物
遺
構
の
ど
れ
が
会
所
遺
構
に
あ
た
る
か
、
等
に
つ
い

て
は
比
定
が
困
難
で
あ
る
が
、
今
後
、
個
別
の
遺
構
出
土
の
遺
物
等
か
ら
空
間

復
元
を
検
討
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

出
土
遺
物
の
多
く
が
、
包
含
層
や
カ
ク
ラ
ン
層
か
ら
の
出
土
と
さ
れ
て
い
る
の

で
、
各
奢
侈
品
が
一
時
期
に
ど
の
程
度
併
存
し
て
い
た
か
は
担
保
で
き
な
い
が
、

確
認
で
き
た
希
少
な
遺
物
群
を
見
る
と
、
一・
三
区
に
は
唐
物
奢
侈
品
を
多
数

飾
り
立
て
る
空
間
が
か
つ
て
存
在
し
た
蓋
然
性
は
高
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
土

井
ノ
外
遺
跡
は
守
護
館
レ
ベ
ル
の
居
館
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。



－ 8－

　

さ
て
、
輸
入
陶
磁
器
は
、
全
国
各
地
の
中
世
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
年

代
の
物
差
し
と
し
て
共
通
の
編
年
が
利
用
で
き
る
点
で
、
利
用
価
値
が
高
い
。

一
方
で
、
食
器
と
し
て
の
耐
久
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
入
手
か
ら
廃
棄
ま
で
の
ス

パ
ン
が
長
期
間
に
な
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
少
点
数
の
輸
入

陶
磁
器
片
に
依
拠
し
た
遺
構
年
代
は
、
往
々
に
し
て
見
誤
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
素
焼
き
の
土
器
で
あ
る
土
師
器
は
、
も
ろ
く
汚
損
し
や
す
い
。
こ

の
た
め
、
一
度
か
ら
数
度
の
利
用
で
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
生
産
か
ら
廃

棄
ま
で
の
サ
イ
ク
ル
が
短
い
。
生
産
年
代
と
廃
棄
年
代
が
ニ
ア
イ
コ
ー
ル
と
な
り
、

よ
り
正
確
な
遺
構
年
代
の
捕
捉
に
役
立
つ
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
土
師
器
を
編
年
の
参
考
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
は
、
当
該
地
域

に
お
け
る
土
師
器
の
形
式
変
遷
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
絶
対
年
代
に
当
て
は

め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
土
師
器
編
年
は
全
国
各
地
で
構
築
さ
れ
て
い

る
が
、
熊
本
県
下
に
お
い
て
は
、
中
世
前
期
こ
そ
美
濃
口
雅
朗
氏
に
よ
り
設
定

さ
れ
て
い
る
が
（
美
濃
口
一
九
九
四
）、
中
世
後
期
に
つ
い
て
は
未
編
成
で
あ
る
。

さ
ら
に
土
師
器
は
在
地
性
が
強
く
、
旧
国
単
位
（
現
在
の
県
レ
ベル
）
で
も
地
域

ご
と
の
差
異
が
顕
著
で
、
比
較
検
討
が
難
し
い
。
本
研
究
に
お
い
て
、
取
り
上

げ
た
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
の
土
師
器
の
形
状
も
、
筆
者
が
日
常
的
に
調
査
研
究

に
携
わ
っ
て
い
る
天
草
地
域
の
土
師
器
と
は
、
全
く
形
状
が
異
な
っ
て
い
る
。
お

そ
ら
く
中
世
後
期
に
お
け
る
土
師
器
の
生
産
と
流
通
は
、
支
配
勢
力
単
位
や
平

野
ご
と
な
ど
の
地
理
的
単
位
、
あ
る
い
は
都
市
・
集
落
単
位
の
、
ロ
ー
カ
ル
で
完

結
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
、出
土
土
師
器
の
検
討
を
通
じ
て
。

菊
池
地
域
に
お
け
る
中
世
後
期
の
編
年
案
を
提
示
し
た
い
。

二　

出
土
土
師
器
の
分
析

(

一
）出
土
土
師
器
坏
の
特
徴
と
分
類

　

報
告
書
（
熊
本
県
教
委
二
〇
〇
九
）
に
掲
載
さ
れ
た
土
師
器
の
点
数
は

三
七
二
点
で
、
輸
入
陶
磁
器
報
告
数
四
〇
点
の
九
倍
強
で
あ
る
。
土
師
器
は
破

片
に
な
る
と
実
測
に
耐
え
な
い
資
料
も
多
い
た
め
、
未
報
告
資
料
分
は
コ
ン
テ
ナ

に
多
数
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
収
蔵
状
況
を
瞥
見
し
た
印
象
か
ら
、
輸
入
陶
磁
器

の
総
点
数
六
六
五
点
に
対
し
て
、
土
師
器
破
片
の
点
数
総
数
は
報
告
書
比
率
で

あ
る
九
倍
以
上
、
点
数
と
し
て
一
万
点
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
他
の
出
土

遺
物
と
し
て
擂
鉢
な
ど
の
瓦
質
土
器
も
多
数
あ
る
が
、
出
土
遺
物
の
大
多
数
を

土
師
器
が
占
め
る
傾
向
は
確
か
で
あ
る
。

　

土
師
器
は
、
概
ね
口
径
一
〇
～
一
二㎝
ほ
ど
の
坏
、
口
径
七
～
九㎝
ほ
ど
の
小

皿
の
二
種
類
が
あ
り
、
中
世
後
期
の
各
地
の
傾
向
に
整
合
し
て
い
る
。
今
回
は
、

器
形
の
特
徴
が
把
握
し
や
す
い
坏
の
特
徴
を
中
心
に
分
析
を
行
い
、
遺
構
出
土
の

土
師
器
を
抽
出
し
変
化
の
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
と
す
る
。
隈
府
土
井
ノ
外
遺

跡
で
は
、
文
献
記
録
と
対
比
で
き
る
土
層
な
ど
絶
対
年
代
の
手
が
か
り
に
乏
し

い
の
が
実
状
だ
が
、
共
判
す
る
輸
入
陶
磁
器
や
広
域
流
通
品
（
備
前
焼
擂
鉢
等
）

な
ど
を
参
考
に
相
対
年
代
を
推
定
し
た
い
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
大
友
氏
館
跡
や

大
内
氏
館
跡
な
ど
の
よ
う
に
、
周
辺
地
域
も
含
め
た
多
数
の
発
掘
調
査
を
経
て
、

一
括
性
の
強
い
遺
構
か
ら
出
土
し
た
遺
物
を
素
材
に
、
器
形
の
連
続
性
や
セ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
編
年
を
構
築
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
は

一
度
の
調
査
し
か
経
て
い
な
い
た
め
、
良
好
な
遺
構
が
少
な
く
資
料
的
制
約
が

多
い
。
牽
強
付
会
と
の
批
判
は
覚
悟
の
上
で
、
そ
れ
で
も
、
一
応
の
編
年
案
を

提
示
し
て
お
く
こ
と
は
今
後
の
菊
池
一
族
に
関
係
す
る
遺
跡
調
査
の
発
展
の
た
め
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に
無
為
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
議
論
の
基
礎
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

図
三
は
、
豊
後
大
友
氏
館
跡
か
ら
出
土
し
た
土
師
器
の
系
統
分
類
図
で
あ
る

（
長
二
〇
一
一
Ａ
）。
中
世
前
期
か
ら
続
く
断
面
箱
型
の
在
地
系
土
師
器
の
Ａ
系

統
、
工
具
を
使
用
し
た
同
心
円
状
の
内
面
の
調
整
が
特
徴
的
な
Ｂ
系
統
、
さ
ら

に
京
都
の
儀
礼
受
容
を
エ
ポ
ッ
ク
と
し
て
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
回
転

台
を
用
い
な
い
手
づ
く
ね
に
よ
る
「
京
都
系
土
師
器
」
の
Ｃ
系
統
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
土
師
器
は
、
時
期
的
変
遷
に
よ
り
消
長
が
あ
り
、
一
四
世
紀

代
か
ら
一
五
世
紀
末
ま
で
Ａ
系
統
土
師
器
が
主
体
で
あ
る
が
、
一
五
世
紀
末
に

Ｂ
系
統
土
師
器
が
こ
れ
を
駆
逐
し
、
さ
ら
に
一
六
世
紀
初
頭
に
Ｃ
系
統
土
師
器

が
導
入
さ
れ
、
一
六
世
紀
代
は
Ｂ
系
統
と
Ｃ
系
統
が
併
存
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
に
器
形
を
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
図
四
・
五
）（
長

二
〇
一
五
・二
〇
一
八
ほ
か
）。
こ
れ
に
政
治
的
な
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
山
口
の
大

内
氏
関
連
地
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
大
内
式
土
師
器
が
加
わ
る
構

成
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
図
三
に
見
ら
れ
る
Ａ
系
統
土
師
器
は
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
が
多
様
だ
が
、

こ
れ
に
よ
く
類
似
し
た
も
の
が
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
そ

の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
当
時
、
地
域
を
越
え
た
土
師
器
の
普
遍
性
が
あ
っ

た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
で
も
坏

Ａ
類
と
位
置
付
け
て
お
こ
う
。
坏
Ａ
類
に
は
、
口
径
と
底
径
の
差
が
少
な
く
体
部

が
内
湾
し
て
立
ち
上
が
る
タ
イ
プ
（
Ａｅ
）、
体
部
が
直
線
的
に
開
く
タ
イ
プ
（
Ａ

ｈ
）
な
ど
が
見
ら
れ
（
図
六
上
）、
さ
ら
に
口
縁
部
形
状
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョン
が
見

ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
小
皿
も
類
型
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
菊
之
城

跡
な
ど
か
ら
出
土
し
た
中
世
前
期
土
師
器
の
系
譜
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
捉
え

ら
れ
よ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
で
特
徴
的
な
土
師
器
も
見
ら
れ
る
。
体

部
の
中
ほ
ど
が
強
く
外
へ
屈
曲
し
、
外
面
に
明
瞭
な
ナ
デ
の
痕
跡
が
残
る
土
師
器

坏
が
そ
れ
で
あ
り
、本
稿
で
は
坏
Ｂ
類
と
す
る（
図
六
下
）。
こ
の
種
の
土
師
器
は
、

土
師
器
を
一
括
廃
棄
し
た
土
器
だ
ま
り
遺
構
で
あ
る
、
Ｓ
Ｋ
八
・
九
・一
〇
、
Ｓ

Ｋ
一
一
六
・一
一
七
や
溝
遺
構
Ｓ
Ｄ
一
八
な
ど
で
数
多
く
出
土
し
て
お
り
、
隈
府

土
井
ノ
外
遺
跡
の
土
師
器
の
主
体
を
占
め
る
。
ま
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
や
焼
成
状

況
に
よ
る
変
化
も
看
取
さ
れ
る
。
器
形
が
似
て
い
る
が
細
部
に
違
い
が
あ
る
坏
Ｂ

ｒ
と
Ｂｓ
の
先
後
関
係
の
把
握
が
重
要
に
な
ろ
う
。
な
お
坏
Ｂ
ｆ
は
在
来
系
の
Ａ

類
に
位
置
付
け
る
方
が
妥
当
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、
胎
土
・
焼
成
の
状
況
、

見
込
み
の
盛
り
上
が
り
方
な
ど
に
Ｂｓ
と
の
接
点
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
た

め
、
ひ
と
ま
ず
Ｂ
類
に
位
置
付
け
て
お
き
た
い
。

(

二
）坏
Ｂ
類
の
変
化

　

坏
Ｂｒ
と
坏
Ｂｓ
は
共
に
体
部
が
大
き
く
折
れ
る
器
形
が
共
通
し
て
い
る
が
、

異
な
る
点
も
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
胎
土
・
焼
成
に
つ
い
て
、
Ｂｒ
は
硬
質
焼
成
で

堅
緻
な
が
ら
、内
外
器
面
に
凹
凸
が
び
っ
し
り
と
み
ら
れ
る
例
が
多
い
。
こ
れ
は
、

Ｂｒ
の
胎
土
が
や
や
粗
い
た
め
に
発
生
し
た
現
象
の
可
能
性
が
あ
り
、
見
込
み
に
ヒ

ビ
割
れ
や
糸
切
り
底
面
に
穴
状
の
窪
み
が
確
認
さ
れ
る
事
例
も
多
い
。
ま
た
、
外

側
屈
曲
点
に
対
応
す
る
内
器
面
の
変
化
点
に
明
確
な
稜
が
見
ら
れ
る
例
が
多
く
、

こ
の
た
め
口
縁
部
は
鍔
状
の
受
け
縁
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
見
込
み
部
分

は
、
ボ
タ
ン
状
に
盛
り
上
が
る
も
の
と
盛
り
上
が
り
が
な
い
も
の
と
そ
れ
ぞ
れ

が
あ
る
が
、
特
に
見
込
み
が
盛
り
上
が
ら
な
い
タ
イ
プ
に
、
見
込
み
部
の
焼
成
ム

ラ
が
看
取
で
き
る
。
焼
成
時
に
何
ら
か
の
物
質
を
見
込
み
に
載
せ
て
焼
い
た
た

め
に
発
生
し
た
焼
け
ム
ラ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
わ
ば
備
前
焼
の「
ボ
タ
モ
チ
」

的
な
も
の
で
あ
る
（
図
六
Ｂｒ
写
真
）。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
坏
Ｂｓ
は
、
不
純
物
の
少
な
い
胎
土
の
た
め
、
器
面
の
凹
凸
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図 3　大友氏館跡出土土師器の系統分類図図 4　大友氏館跡土師器編年と当主の関係図

図 5　大友氏館跡出土土器変遷図
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が
少
な
く
、
焼
成
は
Ｂｒ
よ
り
は
軟
質
で
橙
色
の
も
の
が
多
い
。
底
面
の
窪
み
は

少
な
く
、
見
込
み
は
ボ
タ
ン
状
に
盛
り
上
が
る
タ
イ
プ
が
多
い
。
そ
の
際
、
凸

部
の
周
縁
に
ヘ
ラ
で
刻
ん
だ
圏
線
が
二
、三
周
廻
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
特
徴
は
、

同
じ
焼
成
の
小
皿
で
も
特
徴
的
で
、
坏
Ｂｓ
と
セ
ッ
ト
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
外
側
屈
曲
部
に
対
応
す
る
内
器
面
の
屈
曲
は
な
だ
ら
か
で
、
稜
の

強
い
Ｂｒ
と
異
な
っ
て
い
る
。
器
高
は
Ｂｒ
の
方
が
全
般
的
に
低
い
。

　

坏
Ｂ
ｆ
は
、
体
部
が
朝
顔
状
に
外
に
向
か
っ
て
反
り
な
が
ら
開
く
。
器
高
が
高

い
反
面
、
底
径
は
や
や
小
さ
い
。
黒
色
の
煤
も
し
く
は
使
用
の
汚
れ
が
付
着
し

て
い
る
も
の
が
多
い
た
め
、
胎
土
や
焼
成
色
が
不
分
明
な
も
の
が
少
な
か
ら
ず

あ
る
が
、
概
ね
橙
色
も
し
く
は
褐
色
で
あ
る
も
の
が
主
流
で
あ
る
。
見
込
み
は

盛
り
上
が
る
も
の
と
フ
ラ
ッ
ト
の
も
の
が
あ
る
。
外
面
に
強
い
ナ
デ
が
見
ら
れ
る

も
の
が
あ
り
、
橙
色
の
色
調
か
ら
坏
Ｂｒ
に
類
似
し
て
お
り
、
坏
Ｂ
に
分
類
し
た
。

　

報
告
書
掲
載
の
坏
に
つ
い
て
、
出
土
遺
構
ご
と
に
各
分
類
の
平
均
値
を
表
に
し

た
も
の
が
表
三
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
参
考
例
と
し
て
菊
之
城
跡
ト
レ
ン
チ
一
包
含

層
出
土
の
平
均
値
を
付
し
た
。
菊
之
城
跡
の
ト
レ
ン
チ
出
土
土
師
器
は
、
包
含

層
で
あ
る
の
で
概
ね
一
三
世
紀
頃
と
、
お
お
ざ
っ
ぱ
な
年
代
し
か
言
及
で
き
な
い

が
、
口
径
一
二
．
九
八㎝
、
底
径
九
．
六
二㎝
、
器
高
三
．
四
五㎝
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
例
え
ば
、
Ｓ
Ｋ
一
〇
の
坏
二
六
点
の
平
均
値
は
、
口
径
一
〇
．

六
八
㎝
、
底
径
六
．
〇
九
㎝
、
器
高
二
．
六
二㎝
を
測
る
。
器
高
に
つ
い
て
は
坏

Ｂ
ｆ
の
よ
う
に
高
い
も
の
も
あ
る
の
で
、
一
概
に
言
え
な
い
が
、
中
世
後
期
の
平

均
は
前
期
の
土
師
器
よ
り
口
径
・
底
径
と
も
二
、三㎝
小
さ
く
な
る
も
の
と
理
解

で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
中
世
後
期
に
は
土
師
器
坏
は
小
型
化
の
傾
向
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
全
国
的
に
共
通
し
て
い
る
。

　

坏
Ｂｒ
は
主
に
Ｓ
Ｄ
一
八
か
ら
多
く
出
土
し
て
お
り
、
出
土
二
二
点
の
平
均
は
、

上
か
ら
口
径
・
底
径
・
器
の
順
に
そ
れ
ぞ
れ
、
一
一
．
二
一㎝
、
六
．
七
〇
㎝
、

計測点数 口径 底径 器高 備考
菊之城跡トレンチ1包含層 24点 12.98 9.62 3.45 13世紀頃・参考値
SD33　坏Ae（内湾） 8点 11.12 8.01 2.83
SD33　坏Bf（深端反） 1点 11.00 6.20 3.40
SD33　坏Br(腰折/凹凸） 1点 11.81 6.00 2.50
SD18　坏Br(腰折/凹凸） 22点 11.21 6.70 2.55
SD18　坏Ah（逆ハ字） 6点 11.41 6.95 3.06
SD121　坏Bｓ（腰折/滑らか） 15点 11.55 6.38 2.98
SD121　坏Bf（深端反） 5点 10.90 5.94 3.43
SD121　坏Ae（内湾） 1点 10.80 8.00 3.30
SD85　坏Bf（深端反） 1点 10.80 6.10 3.60
SD85　坏Ae（内湾） 6点 10.71 7.50 2.89
SK8　坏Bs（腰折/滑らか） 36点 10.37 5.91 2.66
SK9　坏Bs（腰折/滑らか） 14点 10.82 6.22 2.75
SK10　坏Bs（腰折/滑らか） 26点 10.68 6.09 2.62
SK116　坏　大内系？ 1点 12.80 4.20 3.50
SK116　坏Bs大型（腰折/滑らか） 1点 13.40 7.50 3.70
SK116　坏Bs（腰折/滑らか） 20点 10.52 5.91 2.80
SK117　坏Bs（腰折/滑らか） 1点 10.80 6.10 3.00
SD186　坏Ah（逆ハ字） 4点　 11.92 6.80 3.57
SD186　坏Bf（深端反） 9点 11.33 6.33 3.60
SD186　坏Br(腰折/凹凸） 1点 12.30 7.20 3.20
SD272　坏Ah（逆ハ字） 2点 12.65 8.45 3.15
SD99　坏Bｆ（深端反） 1点 10.80 5.50 3.10

表3　隈府土井ノ外遺跡出土土師器坏の遺構・分類ごとの平均法量値一覧　単位＝㎝表 3　隈府土井ノ外遺跡出土土師器坏の遺構・分類ごとの平均法量値一覧　単位＝㎝
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図 6　隈府土井ノ外遺跡出土土師器分類案

坏Ａ類

坏B類
Ｂr

Ae

Aeh

Ah

Ahh

Ｂs

坏Ｂr

Ｂf

・口径と底径の差が少ない
・体部が内湾気味に立ち上がり口縁部は直立
・胎土は桃色が多く、赤色粒を含む

・腰部で強く折れ曲がる
・外部は強いナデ
・見込みの中央がボタン状に盛り上がる
  か、見込みの際に沈線が入るもの多
・屈折部の内器面側はなだらか
・胎土は橙色で、焼成良好のもの多

・腰部で強く折れ曲がる
・口径は Bｓより広く、器高は高め
・外部は強いナデ
・見込みは盛り上がらずフラット
・屈折部の内器面側は稜が明瞭
・胎土は砂粒が多く、焼成が高度の
　ためか器面が荒れ、凹凸がある。

・体部は直線的に開く
・体部の器厚が一定
・器高が高い
・底径が小さい
・見込みは中央部が盛り上がるか
　際に沈線が入るものが多
・胎土は良好で、橙色系多

・逆ハ字形に開く器形
・体部が直線的に立ち上がる
・胎土は褐色形で、金雲母を含むもの多い

・逆ハ字形に開く器形
・体部は腰部でやや張り、口縁は端反
・胎土は褐色形で、金雲母を含むものあり

・口径と底径の差が少ない
・体部は端反器形になる
・胎土はベージュ系。出土数少ない。

SD33 出土

SK8 出土SD18 出土 SD121 出土

SD272 出土 SD186 出土

坏Ｂs

SD18 出土
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図 7　土師器出土主要遺構配置図
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二
．
五
五㎝
と
な
っ
て
い
る
。
坏
Ｂｓ
は
Ｓ
Ｋ
八
・
九
・一
〇
・一
一
六
・一
一
七
の
土

器
一
括
廃
棄
遺
構
か
ら
主
に
出
土
し
て
い
る
。
遺
構
と
し
て
Ｓ
Ｋ
一
一
六
は
Ｓ
Ｋ

八
に
、
Ｓ
Ｋ
一
一
七
は
Ｓ
Ｋ
九
に
そ
れ
ぞ
れ
切
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
、
Ｓ
Ｋ

一
一
六
・一
一
七
が
Ｓ
Ｋ
八
な
ど
よ
り
古
い
と
考
え
ら
れ
る
。
坏
が
一
点
し
か
出

土
し
て
い
な
い
Ｓ
Ｋ
一
一
七
以
外
の
複
数
平
均
値
は
、
Ｓ
Ｋ
八
は
三
六
点
で
一
〇
．

三
七㎝
、
五
．
九
一㎝
、
二
．
六
六㎝
。
Ｓ
Ｋ
九
は
一
四
点
で
一
〇
．
八
二㎝
、
六
．

二
二㎝
、二
．
七
五㎝
。
Ｓ
Ｋ
一
〇
で
は
二
六
点
で
一
〇
．
六
八㎝
、六
．
〇
九㎝
、二
．

六
二㎝
。
Ｓ
Ｋ
一
一
六
は
二
〇
点
で
一
〇
．
五
二㎝
、
五
．
九
一㎝
、
二
．
八
〇㎝

を
測
る
。
Ｓ
Ｋ
八
・
九
・一
〇
と
、
Ｓ
Ｋ
一
一
六
の
数
値
に
は
、
若
干
Ｓ
Ｋ
一
一
六

の
方
が
器
高
が
高
い
も
の
の
、
他
に
顕
著
な
差
は
見
ら
れ
な
い
。

　

坏
Ｂｒ
と
坏
Ｂｓ
で
は
、
口
径
・
底
径
は
坏
Ｂｒ
が
一
回
り
大
き
く
、
逆
に
高

さ
は
坏
Ｂｒ
の
方
が
や
や
低
い
と
捉
え
ら
れ
る
。
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
坏
Ｂｒ
は
、

坏
Ｂｓ
を
上
か
ら
押
し
つ
ぶ
し
た
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
と
言
え
よ
う
か
。
そ
の
先
後

関
係
の
推
定
は
、
共
伴
遺
物
も
加
味
し
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、
次
節
で
考

え
る
こ
と
と
し
よ
う
。

（
三
）共
判
事
例
の
抽
出

　

次
に
各
遺
構
の
廃
絶
年
代
の
検
討
か
ら
土
師
器
の
年
代
観
を
考
え
る
。
本
来

で
あ
れ
ば
、
短
期
間
で
遺
構
が
形
成
さ
れ
廃
絶
し
た
遺
構
を
抽
出
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
が
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
で
は
Ｓ
Ｋ
八
や
Ｓ
Ｋ
一
一
六
な
ど
に
限
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
次
い
で
土
師
器
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
各

溝
遺
構
（
Ｓ
Ｄ
）
も
対
象
と
し
て
分
析
を
進
め
た
い
。
本
来
、
溝
遺
構
は
利
用

期
間
が
数
十
年
に
も
わ
た
る
可
能
性
が
あ
り
、
廃
絶
の
作
法
も
徐
々
に
埋
ま
っ
て

い
く
場
合
と
一
気
に
埋
め
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
、
こ
の
点
は
現
地
で
土
層
の
堆

積
か
ら
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
研
究
で
は
言
及
で
き
な
い
。
各
溝
か
ら

出
土
し
た
輸
入
陶
磁
器
を
見
る
と
、
複
数
の
形
式
破
片
が
確
認
さ
れ
る
も
の
が

あ
り
、
そ
の
場
合
は
最
も
新
し
い
遺
物
を
廃
絶
年
代
の
参
考
と
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。
以
上
の
点
に
留
意
し
て
、
各
遺
構
の
土
師
器
と
共
伴
遺
物
の
関
係
を

類
推
す
る
。
遺
構
の
位
置
は
図
七
を
参
照
さ
れ
た
い
。

●
Ｓ
Ｄ
八
五
・一
二
一
（
図
八
・
九
・一
一
）

　
一
区
中
央
部
に
位
置
し
、
主
要
な
掘
立
柱
建
物
跡
群
を
区
画
す
る
よ
う
に
約

二
〇
ｍ
ほ
ど
南
北
に
走
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
八
五
・一
二
一・
二
三
九
と
三
つ
の
遺
構

番
号
に
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
一
本
の
溝
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
熊
本

県
教
委
二
〇
〇
九
）。
輸
入
陶
磁
器
は
、
Ｓ
Ｄ
八
五
か
ら
無
鎬
蓮
弁
文
碗
（
Ⅴ

―
一
類
）
と
見
込
み
に
梅
月
文
を
描
く
青
花
碗
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
種
の

青
花
碗
は
、
一
四
五
九
年
に
失
火
で
廃
絶
し
た
と
さ
れ
る
首
里
城
京
の
内
跡
Ｓ

Ｋ
〇
一
に
含
ま
れ
て
お
り
（
図
一
〇
）、
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
該
遺
構
の
廃
絶
は

一
五
世
紀
の
第
三
四
半
期
頃
と
想
定
し
て
お
き
た
い
。
土
師
器
は
深
皿
形
坏
Ｂ

ｆ
や
屈
折
良
胎
の
坏
Ｂｓ
、
内
湾
す
る
坏
Ａｅ
を
主
体
と
す
る
が
、
坏
Ｂｒ
も
数

点
含
ま
れ
て
い
る
。

●
Ｓ
Ｄ
三
三
（
図
一
二・一
三
）

　
一
区
南
西
部
の
溝
で
、
Ｓ
Ｄ
二
九
と
並
走
す
る
。
長
さ
約
四ｍ
分
が
残
っ
て
い

る
が
、
南
側
の
延
長
は
攪
乱
層
で
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

　

出
土
遺
物
は
内
湾
の
坏
Ａｅ
が
八
点
あ
り
主
体
と
な
る
。
口
径
の
平
均
値
は

一
一
．
一
二㎝
、底
径
の
平
均
値
が
八
．
〇
一㎝
で
、口
径
と
底
径
の
差
が
少
な
い
。

見
込
み
の
ボ
タ
ン
状
の
盛
り
上
が
り
が
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
他
の
坏
は
、
坏
Ｂ
ｆ

と
坏
Ｂｒ
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
確
認
で
き
る
。
共
判
遺
物
が
少
な
く
、
わ
ず

か
に
未
報
告
の
資
料
に
中
国
天
目
碗
破
片
が
あ
る
が
、
遺
構
単
体
で
の
年
代
推
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図 9　SD85 出土土師器・共伴遺物

図 10　首里城京の内跡
　　　梅月文青花碗

図 11　SD85・121 遺構図

図 12　SD33 遺構図

図 8　SD121 出土土師器・共伴遺物

図 13　SD33 出土土師器・共伴遺物

1459 年廃棄

Bf
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定
は
難
し
い
。

●
Ｓ
Ｄ
一
八
（
図
一
四
・一
五
）

　
一
区
北
西
部
に
位
置
す
る
溝
遺
構
。
約
七ｍ
分
が
残
っ
て
お
り
、
溝
の
西
側
肩

部
に
石
敷
状
の
不
明
遺
構
Ｓ
Ｘ
一
一
二
が
付
属
し
て
い
る
。

屈
折
す
る
坏
は
、
す
べ
て
坏
Ｂｒ
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、
坏
Ｂｓ
は
含
ま
れ

て
い
な
い
が
、
№
三
五
は
ボ
タ
ン
状
の
見
込
や
胎
土
が
坏
Ｂ
ｓ
に
類
似
す
る
。

№
三
一・
三
二・
三
四
・
三
六
・
三
七
は
坏
Ａ
ｈ
で
い
ず
れ
も
褐
色
系
の
胎
土
で
、

中
世
前
期
か
ら
の
系
譜
を
引
き
継
ぐ
タ
イ
プ
の
坏
で
あ
る
。
一
部
に
は
金
雲
母

を
含
む
も
の
が
あ
る
。
№
三
五
は
判
断
に
迷
っ
た
が
、
器
形
か
ら
坏
Ａ
ｈ
グ
ル
ー

プ
に
含
め
る
。

報
告
書
に
釉
だ
ま
り
を
持
つ
中
国
天
目
碗
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
未
報

告
の
遺
物
に
、
内
面
口
縁
部
に
雷
文
帯
を
有
す
る
青
花
端
反
碗
の
破
片
が
あ
る

（
写
真
）。
大
き
く
一
五
世
紀
中
葉
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

●
Ｓ
Ｋ
八
・
九
・一
〇
（
図
一
六
・一
八
～
二
一
）

　
Ｓ
Ｋ
八
と
九
・一
〇
は
、
多
数
の
土
器
が
出
土
し
た
土
器
だ
ま
り
遺
構
で
、
一

区
南
西
部
、Ｓ
Ｄ
三
三
の
付
近
で
検
出
さ
れ
て
い
る
。Ｓ
Ｋ
八
は
長
軸
〇
．八
四㎝・

短
軸
〇
．
六
八㎝
の
円
形
土
坑
で
、
よ
り
古
い
土
器
だ
ま
り
遺
構
Ｓ
Ｋ
一
一
七
を

切
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
Ｓ
Ｋ
九
・一
〇
（
同
一
の
遺
構
）
は
、
よ
り

古
い
土
器
だ
ま
り
Ｓ
Ｋ
一
一
六
を
切
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｋ
一
一
七

と
Ｓ
Ｋ
八
の
土
師
器
、
同
じ
く
Ｓ
Ｋ
一
一
六
と
Ｓ
Ｋ
九
・一
〇
の
土
師
器
に
は
先

後
関
係
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｋ
八
・
九
・
一
〇
の
い
ず
れ
も
、
坏
は
Ｂ
ｓ
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
が
、

Ｓ
Ｋ
八
で
は
三
点
（
№
四
四
・
五
七
・
六
二
）、
Ｓ
Ｋ
九
で
は
一
点
（
№
二
五
）、

Ｓ
Ｋ
一
〇
で
も
一
点
（
№
一
三
）
と
そ
れ
ぞ
れ
、
坏
Ｂｒ
が
確
認
で
き
た
。
Ｓ
Ｋ

一
一
七
の
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
い
の
が
難
点
だ
が
、
Ｓ
Ｋ
一
一
六
・一
一
七
は
す
べ

て
坏
Ｂｓ
で
、
坏
Ｂｒ
は
含
ま
れ
な
い
た
め
、
Ｓ
Ｋ
八
等
の
廃
棄
時
点
が
、
坏
Ｂｓ

か
ら
Ｂｒ
への
変
遷
の
過
渡
期
に
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

　

Ｓ
Ｋ
八
・
九
・
一
〇
出
土
遺
物
は
、
ほ
ぼ
土
師
器
で
占
め
ら
れ
る
が
、
唯
一
、

Ｓ
Ｋ
九
か
ら
龍
泉
窯
青
磁
が
一
点
出
土
し
て
い
る
（
№
三
八
）。
こ
の
青
磁
は
、

高
台
付
近
し
か
な
い
破
片
で
、
素
地
・
釉
層
と
も
分
厚
い
。
外
底
は
蛇
の
目
釉

剥
ぎ
で
、
釉
色
は
水
色
で
あ
る
。
お
お
よ
そ
一
五
世
紀
代
の
青
磁
で
あ
る
が
、

報
告
書
で
は
碗
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
器
形
か
ら
皿
と
判
断
さ
れ
る
。
見
込

み
お
よ
び
残
存
の
外
面
は
無
文
で
あ
る
。
高
台
付
近
か
ら
わ
ず
か
に
腰
折
れ
し

て
立
ち
上
が
る
屈
曲
が
認
め
ら
れ
る
。
沖
縄
分
類
で
は
皿
Ⅴ
―
〇
・
三
類
と
さ

れ
、
腰
部
部
位
の
径
が
お
お
よ
そ
一
一
．
四
㎝
を
計
測
す
る
た
め
、
大
ぶ
り
の

タ
イ
プ
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
欠
損
し
て
い
る
口
縁
付
近
で
は
八
角
形
を
呈
す

る
可
能
性
も
あ
る
。
無
文
の
腰
折
皿
Ⅴ
―
〇
類
は
、
瀬
戸
四
期
（
一
三
五
〇
～

一
四
二
〇
年
）
か
ら
現
れ
る
が
、
当
該
期
は
か
な
り
長
め
の
期
間
で
あ
り
、
実

際
に
は
、
Ｓ
Ｋ
一
一
六
と
の
関
係
か
ら
、
や
や
新
し
く
見
て
一
五
世
紀
前
半
頃
と

し
て
お
く
。

●
Ｓ
Ｋ
一
一
六
・一
一
七
（
図
一
七
・二
二・二
四
）

　
Ｓ
Ｋ
一
一
六
は
Ｓ
Ｋ
九
・一
〇
に
よ
っ
て
切
ら
れ
、
Ｓ
Ｋ
一
一
七
は
Ｓ
Ｋ
八
に
よ
っ

て
切
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
土
師
器
の
廃
棄
土
坑
で
あ
り
、
隈
府
土

井
ノ
外
遺
跡
で
は
他
に
土
器
だ
ま
り
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
土
器
の

処
分
場
所
が
定
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
Ｓ
Ｋ
一
一
六
は
小
皿
二
〇
点
、
坏
二
三
点
が
出
土
し
て
お
り
、
ま
た
一
点
の
み

口
径
三
．
二㎝
の
極
小
小
皿
が
あ
る
（
№
一
）。
坏
二
三
点
の
う
ち
、
二
一
点
は
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図 15　SD18 出土土師器・共伴遺物

図 18　SK8 出土土師器１

図 16　SK8、SK9・10 遺構図

図 17　SK116、SK117 遺構図

図 14　SD18 遺構図
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坏
Ｂｓ
で
胎
土
が
良
質
な
も
の
が
多
い
。
見
込
み
に
ボ
タ
ン
状
の
盛
り
上
が
り
が

あ
る
も
の
は
、
ボ
タ
ン
部
外
周
に
沈
線
が
廻
る
も
の
が
あ
る
。
№
二
三
は
特
徴
は

坏
Ｂｓ
に
等
し
い
が
、
口
径
一
三
．
四㎝
・
底
径
七
．
五㎝
・
器
高
三
．
七㎝
と
通

常
の
坏
Ｂｓ
よ
り
一
回
り
大
き
い
。
極
小
皿
の
存
在
と
あ
わ
せ
、
法
量
の
差
は
興

味
深
い
。
№
二
二
は
、
他
に
類
例
の
な
い
特
殊
な
器
形
で
、
口
径
は
一
二
．
八㎝

を
測
る
の
に
対
し
、
底
径
は
わ
ず
か
に
四
．
二㎝
に
過
ぎ
な
い
。
器
壁
は
薄
く
、

体
部
が
緩
や
か
に
大
き
く
開
き
、
全
体
的
に
内
湾
気
味
な
が
ら
直
線
的
に
立
ち

上
が
る
。
総
じ
て
、
ナ
デ
が
丁
寧
で
あ
る
。
色
調
は
淡
い
桃
色
で
あ
る
。
隈
府

土
井
ノ
外
遺
跡
の
土
師
器
坏
と
し
て
は
非
常
に
特
異
で
、
他
に
同
様
の
土
師
器

は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
搬
入
土
器
の
可
能
性
を
考
え
、
類
例
を

探
索
し
た
と
こ
ろ
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
山
口
県
の
大
内
館
跡
で
設
定
さ

れ
て
い
る
大
内
Ⅱ
Ａ
式
の
坏
に
も
っ
と
も
近
似
し
て
い
る
と
い
え
る
（
図
二
三
）。

た
だ
し
大
内
館
跡
の
土
師
器
皿
は
白
色
土
器
が
多
い
た
め
、
色
調
が
適
合
す
る

か
は
不
明
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
大
内
館
跡
そ
の
も
の
で
は
な
く
周
辺
の
町
家

等
で
用
い
ら
れ
た
タ
イ
プ
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
あ
た
り
未
確
認
で
、
今
後
の

課
題
で
あ
る
。
な
お
、
北
島
大
輔
氏
の
編
年
に
よ
れ
ば
、
大
内
Ⅱ
Ａ
式
は
一
四

世
紀
末
か
ら
一
五
世
紀
前
半
に
該
当
す
る
と
設
定
さ
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｋ
一
一
六

も
一
応
、
そ
の
時
期
と
し
て
お
き
た
い
。
Ｓ
Ｋ
一
一
七
か
ら
は
坏
は
Ｂｓ
一
点
の

み
の
出
土
で
、
年
代
決
定
に
資
す
る
共
伴
資
料
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
Ｓ
Ｋ

八
と
Ｓ
Ｋ
九
・一
〇
に
よ
る
遺
構
の
改
変
状
況
を
見
る
と
、
Ｓ
Ｋ
一
一
六
と
Ｓ
Ｋ

一
一
七
は
ほ
ぼ
同
一
時
期
の
遺
構
と
判
断
し
て
よ
い
も
の
と
思
う
。

●
Ｓ
Ｋ
五
八
・
五
九
（
図
二
五
・二
六
）

　

平
面
プ
ラ
ン
が
隅
丸
方
形
の
土
坑
。
い
ず
れ
も
長
片
が
東
西
に
長
く
、
Ｓ
Ｋ

五
八
は
掘
立
柱
建
物
跡
Ｓ
Ｂ
一
二
の
、
Ｓ
Ｋ
五
九
は
Ｓ
Ｂ
九
一
の
南
側
に
平
行
し

て
検
出
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
四
・
五
や
Ｓ
Ｄ
八
五
・一
二
一
な
ど
と
は
直
交
す
る

向
き
に
な
る
。
出
土
土
師
器
は
少
な
い
が
、そ
れ
ぞ
れ
に
耳
皿
が
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
、
報
告
書
で
は
Ｓ
Ｋ
五
九
で
青
磁
雷
文
碗
（
Ｖ
―
二
類
）
の
出
土
も
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
未
報
告
資
料
で
は
、
Ｓ
Ｋ
五
八
で
白
磁
Ｅ
群
皿
の
高
台
部
小

片
、
Ｓ
Ｋ
五
九
で
青
花
Ｃ
群
碗
の
破
片
（
写
真
）
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
い
ず
れ
も
瀬
戸
六
期
（
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
前
半
頃
）
の
遺
構
と

推
定
す
る
。
耳
皿
は
体
部
に
強
い
ナ
デ
痕
跡
が
線
状
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ

九
九
の
坏
Ｂ
ｆ
に
見
ら
れ
る
ナ
デ
に
類
似
す
る
よ
う
に
看
取
さ
れ
る
。

●
Ｓ
Ｄ
一
八
六
（
図
二
七
・二
八
）

　

調
査
区
二
区
で
検
出
さ
れ
た
溝
遺
構
で
、
九
〇
度
の
屈
曲
を
伴
う
溝
で
あ
る
。

出
土
土
師
器
は
、
坏
Ｂ
ｆ
が
九
点
、
胴
部
が
張
る
坏
Ａ
五
点
等
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
輸
入
陶
磁
器
で
は
、
端
反
青
磁
碗
・
雷
文
青
磁
碗
・
文
様
型
打
ち
の
雷

文
青
磁
碗
も
二
点
報
告
さ
れ
て
い
る
。
未
報
告
資
料
の
確
認
中
、
Ｓ
Ｄ
一
八
六

か
ら
出
土
し
た
備
前
焼
擂
鉢
と
青
磁
細
線
蓮
弁
文
碗
の
破
片
を
確
認
し
て
い
る

（
写
真
）。
こ
の
備
前
焼
擂
鉢
は
、
口
縁
部
が
直
立
化
し
つ
つ
「
く
」
の
字
に
内

傾
し
つ
つ
あ
る
段
階
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
乗
岡
実
氏
の
編
年
で
は
、
中
世
五

ｂ
期
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
図
二
九
）。
乗
岡
編
年
で
は
中
世
五
ｂ

期
を
一
五
世
紀
末
と
し
て
い
る
。
こ
の
年
代
は
、
瀬
戸
六
期
に
該
当
す
る
青
磁

細
線
蓮
弁
文
碗
破
片
と
矛
盾
は
な
い
。
Ｓ
Ｄ
一
八
六
は
、
一
五
世
紀
末
頃
の
廃

絶
と
推
定
し
て
お
く
。
な
お
、
Ｓ
Ｄ
一
八
六
の
坏
Ａ
ｈ
群
は
薄
手
で
灰
黄
色
に
近

い
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
図
二
八
―
№
二
四
は
、
や
や
器
高
が
高
い
が
、
器
壁

に
荒
れ
が
あ
り
、
見
込
み
が
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
り
、
坏
Ｂｒ
で
あ
る
。
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図 19　SK8 出土土師器 2

図 20　SK9 出土土師器・共伴遺物

図 21　SK10 出土土師器

Br

Br

Br

Br

Br

Bs ( 点線以外）

Bs ( 点線以外）

Bs ( 点線以外）

青磁皿
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図 22　SK116 出土土師器

類似

北島 2010 より
図 24　SK117 出土土師器

図 26　SK58、SK59 出土土師器・共伴遺物

SK59 出土

青花稜花皿 青花C群碗

図 27　SD186 遺構図

図 23　大内ⅡA式土師器

図 25　SK58、SK59 遺構図

Bs

Bs

Bs（大口径）大内系か
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図 28　SD186 出土土師器・共伴遺物

図 29　備前焼擂鉢編年図

図 30　SD99 遺構図 /出土土師器・共伴遺物図 31　SD272 遺構図 /出土土師器・共伴遺物

乗岡 2000 より

Br

Bf

Aeh

Ahh

Bf

備前焼擂鉢

李朝雑釉

大内系

A系 A系
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●
Ｓ
Ｄ
九
九
（
図
三
〇
）

　

調
査
区
二
区
を
東
西
に
貫
く
大
型
の
溝
遺
構
。
報
告
書
で
は
、
一
区
を
南
北

に
走
る
Ｓ
Ｄ
四
・
五
と
接
続
す
る
と
確
認
さ
れ
て
お
り
、
屋
敷
地
を
区
画
す
る
大

溝
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
輸
入
陶
磁
器
は
青
磁
盤
や
朝
鮮
半
島
系
雑
釉
陶
器
、石
硯
等
と
と
も
に
、

端
反
の
青
花
Ｂ
一
群
皿
、
青
磁
Ⅵ
類
と
さ
れ
る
腰
折
稜
花
皿
が
出
土
し
て
い
る
。

遺
構
の
廃
絶
は
瀬
戸
六
期
（
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
前
半
頃
）
と
推
定
さ

れ
る
。
未
報
告
資
料
は
こ
れ
よ
り
古
い
年
代
の
破
片
が
多
い
。
ま
た
、
こ
の
溝

か
ら
は
前
稿
で
報
告
し
た
茶
臼
が
出
土
し
て
い
る
。

　

出
土
土
師
器
は
少
な
い
が
、
一
点
確
認
さ
れ
て
い
る
坏
は
、
橙
色
系
で
外
面

に
強
い
ナ
デ
が
あ
る
。
体
部
は
直
線
的
に
立
ち
上
が
る
。
見
込
み
は
盛
り
上
が

り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
中
央
部
は
渦
巻
状
の
回
転
痕
跡
が
あ
る
。
器
高
が
低

い
が
、
坏
Ｂ
ｆ
に
位
置
付
け
て
お
き
た
い
。
な
お
、
薄
手
で
体
部
が
開
き
、
器

高
が
き
わ
め
て
低
い
小
皿
№
一
は
、
類
例
の
少
な
い
白
色
系
の
胎
土
で
、
大
内
系

な
ど
搬
入
品
の
可
能
性
が
高
い
。
大
内
Ⅲ
Ｂ
式
に
実
測
図
が
類
似
す
る
小
皿
が

確
認
で
き
る
（
北
島
二
〇
一
〇
）。
大
内
Ⅲ
Ｂ
式
は
一
五
世
紀
末
に
位
置
付
け
ら

れ
て
お
り
、
矛
盾
が
な
い
。

●
Ｓ
Ｄ
二
七
二
（
図
三
一
）

　

二
区
の
北
西
に
南
北
に
走
る
溝
で
、
延
長
は
約
七ｍ
。
南
側
を
Ｓ
Ｄ
九
九
に
切

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
中
央
部
を
Ｓ
Ｋ
一
六
二
に
切
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
九
九
は
、
Ｓ
Ｄ

四
・
五
と
並
ん
で
、
屋
敷
地
の
基
盤
と
な
る
区
画
の
大
型
溝
で
あ
る
の
で
、
か
な

り
長
期
間
使
用
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
Ｓ
Ｄ
二
七
二
は
隈
府

土
井
ノ
外
遺
跡
の
中
で
も
、
初
期
に
位
置
付
け
ら
れ
る
遺
構
の
可
能
性
が
あ
る
。

出
土
し
た
坏
二
点
は
、
坏
Ａ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
坏
Ａｅ
ｈ
と
位
置
付

け
た
が
、
二
点
の
法
量
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
二
．
八
㎝
・
八
．
一㎝
・
三
．
〇
㎝
、

一
二
．
五㎝
・
八
．
八㎝
・
三
．
三㎝
で
あ
る
。
大
き
さ
か
ら
は
中
世
前
期
に
近

い
サ
イ
ズ
で
、
ま
た
唯
一
共
伴
す
る
輸
入
陶
磁
器
が
、
華
南
系
の
青
磁
で
兜
巾

状
の
高
台
の
破
片
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
同
安
窯
系
青
磁
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
状
況
か
ら
は
Ｓ
Ｄ
二
七
二
の
土
師
器
は
一
四
世
紀
以
前
に
位
置
付
け
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
四
）土
師
器
編
年
の
設
定

　
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
溝
と
土
器
だ
ま
り
の
共
伴
遺
物
年
代
か
ら
、
土
師
器
編

年
を
図
三
二
の
と
お
り
設
定
し
た
。
重
ね
て
言
う
が
、
年
代
設
定
に
用
い
た
資

料
の
限
界
か
ら
、あ
く
ま
で
暫
定
的
な
も
の
で
、今
後
、新
資
料
の
増
加
と
共
に
、

全
く
様
相
が
変
容
す
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。

　

基
本
的
に
は
、
一
四
世
紀
代
お
よ
び
一
六
世
紀
代
の
確
実
な
遺
構
が
確
認
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
ほ
ぼ
一
五
世
紀
代
の
中
で
の
変
遷
と
捉
え
た
。

　

在
来
系
土
師
器
で
あ
る
坏
Ａ
類
は
、
類
似
す
る
器
形
が
散
見
さ
れ
る
大
友

氏
館
跡
の
Ａ
系
統
土
器
を
参
考
に
す
べ
き
だ
が
、
長
直
信
氏
が
「
一
四
・
一
五

世
紀
の
坏
Ａ
の
形
態
は
極
め
て
多
様
性
に
富
」
み
、「
Ａ
期
中
頃
と
後
半
の
土
器

群
の
時
期
区
分
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検
討
が
必
要
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
長

二
〇
一
五
）。
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
の
坏
Ａ
類
で
も
、
連
続
性
な
ど
の
把
握
に
至

ら
な
か
っ
た
た
め
、
本
稿
で
は
坏
Ｂ
類
を
主
体
と
し
て
設
定
し
た
。

　

未
報
告
資
料
も
含
め
て
、
土
師
器
の
破
片
は
大
多
数
を
通
覧
し
た
が
、
手
づ

く
ね
生
産
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
京
都
系
土
師
器
」
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
で
は
、
大
内
氏
や
大
友
氏
で
京
都
系
土
師
器
を
導

入
し
た
時
期
に
該
当
す
る
一
五
〇
〇
年
以
降
の
確
実
な
遺
構
が
無
い
こ
と
、
あ

る
い
は
菊
池
氏
が
京
都
系
土
師
器
の
導
入
に
積
極
的
で
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
の
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図 33　『宗五大艸紙』に見る式三献の配膳図

図 32　隈府土井ノ外遺跡土師器編年案
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理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
想
像
の
範
疇
で
あ
る
。
輸
入
陶
磁
器
に
は

一
六
世
紀
代
の
遺
物
が
い
く
ら
か
確
認
で
き
た
と
は
言
え
、
当
該
期
の
遺
構
の

存
在
が
全
く
不
明
で
あ
り
、
ま
た
一
六
世
紀
代
に
設
定
で
き
る
土
師
器
の
形
式

が
見
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
主
殿
・
会
所
の
機
能
が
別
の
空
間
に
移
転
し
た
こ

と
を
想
起
さ
せ
る
。
一
六
世
紀
に
入
る
と
、
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
の
菊
池

能
運
の
島
原
亡
命
か
ら
、
阿
蘇
武
経
や
大
友
重
治
ら
の
相
次
ぐ
家
督
継
承
な
ど

変
転
す
る
中
で
、
豪
奢
な
青
磁
唐
物
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
饗
応
に
よ
る
多
量
の
土

師
器
消
費
な
ど
で
殷
賑
を
極
め
た
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
も
、
政
治
中
枢
と
し
て

の
機
能
を
喪
失
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

三　

文
献
史
料
か
ら
み
る
土
師
器
使
用

（
一
）武
家
儀
礼
・
饗
宴
と
土
師
器

土
師
器
の
皿
や
坏
は
、戦
国
期
の
武
家
儀
礼
に
主
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
故
実
書
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
（
脇
田
一
九
九
七
）。
全
国
の
守
護

居
館
遺
跡
、
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
遺
跡
で
よ
く
見
ら
れ
る
土
師
器
の
大
量

出
土
、
と
り
わ
け
一
括
廃
棄
遺
構
の
存
在
は
、
こ
の
故
実
書
の
内
容
を
裏
付
け

て
い
る
。
居
館
の
主
殿
で
催
さ
れ
る
君
臣
の
身
分
確
認
儀
礼
「
式
三
献
」
か
ら
、

そ
れ
に
続
く
会
所
で
の
饗
応
・
酒
宴
に
至
る
ま
で
、
一
連
の
儀
礼
に
あ
っ
て
は
、

酒
の
器
と
し
て
も
肴
の
皿
と
し
て
も
、
主
に
土
師
器
皿
坏
が
使
用
さ
れ
て
お
り

（
図
三
三
）、
そ
の
使
用
実
態
は
、
特
に
朝
倉
氏
や
三
好
氏
な
ど
の
大
名
屋
敷
へ

の
将
軍
御
成
時
に
詳
細
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

（
塙
二
〇
一
三
）。
守
護
居
館
は
、
幕
府
の
御
所
空
間
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
建
物

の
配
置
や
機
能
を
寄
せ
た
造
り
に
な
っ
て
お
り
、ま
た
、そ
こ
で
行
わ
れ
る
儀
礼
・

行
事
も
セ
ッ
ト
で
模
倣
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
ひ
っ
く
る
め
て
空
間
ご
と
導
入
を
図
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
れ
に
よ
り
武
家
棟
梁
の
権
威
を
自
地
域
に
重
ね
、
領

国
経
営
を
正
当
化
す
る
依
り
代
と
し
た
の
で
あ
る
。

破
損
や
汚
れ
の
付
着
な
ど
に
よ
り
役
割
を
終
え
た
土
師
器
は
、
居
館
内
も
し

く
は
そ
の
周
辺
の
土
坑
な
ど
に
ま
と
め
て
廃
棄
さ
れ
、
こ
れ
が
土
器
だ
ま
り
と

し
て
発
掘
調
査
に
よ
り
検
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
場
に
お
い
て
、
土
師
器
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
背
景
と
し
て
、
か

つ
て
は
「
一
度
き
り
の
使
用
で
処
分
し
、
清
浄
さ
を
強
調
し
た
」
と
考
え
ら

れ
て
き
た
が
（
藤
原
一
九
九
七
）、
酒
が
し
み
た
時
に
交
換
す
る
給
仕
作
法
や

肴
を
載
せ
る
際
に
「
か
い
し
き
（
掻
敷
）」
を
敷
い
て
載
せ
る
こ
と
が
『
酌
并

記
』
等
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
井
淳
史
氏
は
あ
る
程
度
の
回
数
を

使
用
し
た
う
え
で
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
中
井

二
〇
一
一
）。
こ
の
た
め
、
可
能
な
限
り
は
繰
り
返
し
の
使
用
が
な
さ
れ
た
も
の

と
も
認
め
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
日
常
の
飲
食
器
を
担
っ
た
漆
器
、
中
国
陶
磁

器
や
瀬
戸
美
濃
系
陶
器
等
の
什
器
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
寿
命
は
著
し
く
短
く
、

せ
い
ぜ
い
数
回
の
利
用
で
汚
損
し
、
そ
の
都
度
、
新
し
く
補
充
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

先
に
い
さ
さ
か
触
れ
た
が
、
将
軍
家
の
御
座
所
が
あ
っ
た
京
洛
で
は
、
京
都
系

土
師
器
と
呼
ば
れ
る
手
づ
く
ね
土
師
器
が
出
土
す
る
が
、
一
六
世
紀
頃
に
な
る

と
大
内
氏
館
跡
や
大
友
氏
館
跡
で
も
こ
れ
を
模
倣
し
た
非
ロ
ク
ロ
成
形
の
土
師

器
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
室
町
幕
府
に
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
両
氏
が
将
軍
家
に

由
来
す
る
武
家
儀
礼
を
自
家
で
も
実
践
す
る
こ
と
で
、
幕
府
の
権
威
に
接
近
し

た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
京
都
系
土
師
器
の
生
産
・
消
費
の
開
始
時
期
は
、

両
遺
跡
の
土
師
器
編
年
か
ら
、
大
内
氏
で
は
一
五
一
〇
年
前
後
、
大
友
氏
で
は

一
五
三
〇
年
頃
と
想
定
さ
れ
、
二
〇
年
ほ
ど
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
以
て
大
内
氏
が
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先
行
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
長
二
〇
一
八
）。
法
量
の
細
分
化
と
共
に
、

式
三
献
な
ど
の
儀
礼
を
少
し
で
も
将
軍
家
の
ス
タ
イ
ル
に
寄
せ
、
そ
の
権
威
を
再

生
産
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

式
三
献
に
関
す
る
文
献
史
料
を
確
認
し
た
小
野
貴
史
氏
は
、
大
内
氏
に
関
し

て
、
大
内
政
弘
が
伊
勢
貞
藤
か
ら
作
法
を
教
示
さ
れ
た
『
御
成
次
第
故
実
』、

永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
に
、
大
内
義
興
が
や
は
り
伊
勢
氏
か
ら
礼
法
故
実
の

指
南
を
受
け
た『
大
内
問
答
』の
存
在
を
挙
げ
る
。
ま
た
、大
友
氏
に
関
し
て
は
、

同
じ
く
永
正
六
年
に
大
館
氏
か
ら
伝
え
ら
れ
た
『
殿
中
年
中
行
事
』
と
大
永
三

年（
一
五
二
四
）に
小
笠
原
光
清
か
ら
伝
え
ら
れ
た『
小
笠
原
光
清
秘
聞
書
条
々
』

の
入
手
を
例
示
す
る
（
小
野
二
〇
〇
一
）。
概
ね
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀

前
第
一
四
半
期
に
お
さ
ま
り
、
な
お
、
大
内
氏
が
大
友
氏
よ
り
先
行
す
る
流
れ

は
、
両
氏
の
京
都
系
土
師
器
の
導
入
と
大
き
く
齟
齬
は
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
で
は
、
今
回
確
認
し
た
限
り
で
は
、

京
都
系
土
師
器
の
出
土
は
確
認
で
き
ず
、
出
土
土
師
器
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
回
転
台

土
師
器
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
土
井
ノ
外
遺
跡
で

は
一
六
世
紀
の
遺
構
は
皆
無
で
あ
る
の
で
、
京
都
系
土
師
器
の
導
入
前
に
居
館

が
終
焉
を
迎
え
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
が
、
菊
池
氏
側
か
ら
の
足
利
幕
府
に

対
す
る
距
離
感
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
、
今
後
、
検
討
を
重
ね
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
二
）絵
巻
に
表
現
さ
れ
た
土
師
器

　

次
に
、
中
世
に
描
か
れ
た
絵
画
資
料
か
ら
、
土
師
器
使
用
の
様
子
に
つ
い
て
確

認
し
て
お
き
た
い
。

　

図
三
四
は
、『
前
九
年
合
戦
絵
巻
』（
写
本
）
の
酒
宴
場
面
で
あ
る
。
絵
巻
自

体
は
一
一
世
紀
中
葉
の
陸
奥
守
源
頼
義
と
安
倍
氏
と
の
合
戦
を
描
い
た
も
の
で
、

絵
巻
の
成
立
は
一
三
世
紀
末
頃
と
さ
れ
て
い
る
。「
将
軍
」
と
記
さ
れ
る
頼
義
を

中
心
に
、
子
息
義
家
や
大
宅
光
房
、
藤
原
景
通
な
ど
主
従
が
車
座
に
な
っ
て
飲

食
に
興
じ
て
い
る
場
面
を
描
く
が
、
正
面
感
で
確
認
で
き
る
頼
義
・
義
家
・
光

任
ら
の
膳
を
見
る
と
、
食
器
・
酒
器
共
に
土
師
器
皿
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
箸
置
も
土
師
器
皿
と
思
わ
れ
る
。
頼
義
の
膳
は
、
肴
と
箸
が
足
付
の
膳
、
酒

の
膳
は
足
の
無
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
義
家
の
膳
は
足
付
だ
が
、
膳
は
ひ
と
つ

の
み
し
か
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。
光
任
も
ま
た
単
膳
で
、
こ
ち
ら
は
足
の
無
い
膳

の
み
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
主
従
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
膳
の
数
と
足
の
有
無
で

表
現
さ
れ
て
お
り
、
飲
食
器
が
い
ず
れ
も
土
師
器
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

頼
義
の
対
面
に
は
、
酒
容
器
を
持
っ
た
小
姓
が
控
え
て
い
る
。

こ
の
絵
巻
の
姿
は
一
一
世
紀
の
姿
と
い
う
よ
り
も
、
一
三
世
紀
末
の
食
膳
状
況

を
適
用
さ
せ
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

図
三
五
は
『
慕
帰
絵
詞
』（
写
本
）に
見
ら
れ
る
食
事
及
び
調
理
の
風
景
。『
慕

帰
絵
詞
』
は
、
西
本
願
寺
三
世
の
覚
如
上
人
の
伝
記
を
絵
巻
と
し
た
も
の
で
、

室
町
時
代
初
期
に
あ
た
る
正
平
六
年
・
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
作
と
さ
れ

る
。
僧
の
前
に
置
か
れ
た
二
膳
は
そ
れ
ぞ
れ
足
付
の
大
小
が
あ
り
、
奥
側
の
膳

に
は
料
理
が
盛
ら
れ
、
箸
置
の
上
に
箸
が
置
か
れ
る
。
土
師
器
皿
に
は
大
中
小

の
法
量
差
が
確
認
で
き
る
。
手
前
の
膳
は
土
師
器
が
二
点
配
さ
れ
る
。
い
ず
れ

も
、
膳
の
器
は
土
師
器
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
対
面
す
る
客
人
の
膳
は
全

景
が
窺
え
な
い
も
の
の
、
や
は
り
土
師
器
が
確
認
で
き
る
。
台
所
か
ら
従
僧
が

対
面
の
間
へ
と
、
足
付
折
敷
を
運
ん
で
お
り
、
そ
の
膳
に
は
肴
が
盛
ら
れ
た
土

師
器
が
三
点
載
る
。
台
所
で
は
四
名
の
僧
侶
が
調
理
に
励
ん
で
い
る
模
様
が
描

か
れ
、
料
理
を
盛
る
鉢
・
大
皿
類
は
、
黒
色
と
緑
色
の
も
の
が
確
認
で
き
る
の

で
、
こ
れ
は
青
磁
と
漆
器
な
の
で
あ
ろ
う
。
液
体
を
入
れ
る
壺
類
も
青
磁
で
あ

る
。
調
理
し
て
い
る
僧
た
ち
の
奥
に
は
、
配
膳
済
の
折
敷
類
が
三
セ
ッ
ト
用
意
さ
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図 34　『前九年絵巻』の飲食風景

図 35　『慕帰絵詞』の飲食風景

図 36　『酒飯論絵巻』の飲食風景

1　青花皿２　飯好きの人々

3　酒好きの人々４　飯・酒両方を嗜む人々
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れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
土
師
器
に
盛
ら
れ
て
い
る
。
箸
の
中
央
に
は
や
は
り
土
師

器
小
皿
を
使
っ
た
箸
置
が
置
か
れ
て
い
る
。
周
囲
に
は
重
ね
ら
れ
た
土
師
器
類

が
乱
雑
に
積
ま
れ
、
一
つ
一
つ
の
皿
に
料
理
を
よ
そ
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
こ
と

が
理
解
で
き
る
。
武
家
で
は
な
く
寺
院
の
様
子
で
あ
る
が
、
や
は
り
食
器
の
主

体
を
土
師
器
類
が
担
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
表
現
で
あ
る
。

図
三
六
の
各
絵
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
酒
飯
論
絵
巻
』
に
描
か
れ
た
飲
食
の
様
子

で
あ
る
。
下
戸
で
飯
好
き
の
僧
、
酒
好
き
の
公
家
、
両
方
を
嗜
む
武
家
の
三
者

が
対
比
さ
れ
て
描
か
れ
、
三
者
の
主
張
が
、
実
際
は
仏
教
宗
派
の
あ
り
方
を
な

ぞ
ら
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
三
瓶
二
〇
〇
八
）。
成
立
は
一
六
世
紀
中

葉
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
絵
巻
で
描
か
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
中
国
青

花
皿
の
表
現
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
（
図
三
六
―
一
）、
一
五
世
紀
後
半
以
降

の
青
花
の
普
及
と
い
う
時
代
背
景
と
整
合
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

三
者
の
膳
に
使
用
さ
れ
た
飲
食
器
も
そ
れ
ぞ
れ
に
対
比
的
で
、図
三
六
―
二
の

「
飯
好
き
の
人
々
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
足
付
折
敷
二
膳
を
前
に
し
、
い
ず
れ
も

赤
漆
の
食
器
に
飯
・
肴
が
山
盛
り
に
盛
ら
れ
た
描
写
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
、
図
三
六
―
三
の
「
酒
好
き
の
人
々
」
は
、
赤
ら
顔
で
酩
酊
の
只
中
と
い
う

様
相
だ
が
、
食
器
類
は
質
素
で
、
足
付
も
し
く
は
平
置
の
折
敷
に
、
そ
れ
ぞ
れ

土
師
器
一
皿
分
の
つ
ま
み
が
載
っ
て
い
る
だ
け
の
状
況
で
あ
る
。
左
手
の
武
家
は
、

明
ら
か
に
食
べ
物
の
土
師
器
よ
り
二
回
り
ほ
ど
大
き
な
土
師
器
大
盃
で
、
酒
を

あ
お
っ
て
い
る
。
座
に
は
青
磁
香
炉
が
置
か
れ
、部
屋
の
棚
部
に
は
、青
磁
の
花
生
、

鉢
が
調
度
品
と
し
て
飾
っ
て
あ
る
。
図
三
六
―
四
の「
酒
・
飯
両
方
を
嗜
む
人
々
」

は
、
各
々
の
前
に
三
つ
の
膳
が
配
さ
れ
、
や
や
低
め
の
四
方
足
付
の
折
敷
二
膳
と

平
置
折
敷
一
膳
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
。
料
理
・
食
器
と
も
多
彩
で
、
赤

漆
の
汁
椀
と
青
磁
の
皿
類
が
主
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
座
の
中
央
に
は
、
お
そ
ら

く
酒
器
で
あ
る
土
師
器
が
一
点
の
み
置
か
れ
、
柄
付
の
酒
容
器
を
手
に
し
た
侍

女
が
気
を
配
っ
て
い
る
。
奥
の
棚
に
は
、
軸
物
と
青
磁
の
花
生
が
飾
ら
れ
る
。

『
前
九
年
合
戦
絵
巻
』『
慕
帰
絵
詞
』
で
は
、
膳
に
使
用
さ
れ
た
飲
食
器
が
す

べ
て
土
師
器
で
あ
る
の
に
対
し
、『
酒
飯
論
絵
巻
』
で
は
、食
器
類
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
豊
富
で
、
漆
器
・
磁
器
類
の
使
用
も
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
時
代
に
よ
る
差

も
あ
る
だ
ろ
う
が
、そ
れ
以
上
に
、中
世
で
は
空
間
の
あ
り
方
や
違
い
に
よ
っ
て
、

飲
食
器
の
使
い
分
け
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
捉
え
る
方

が
的
確
で
あ
ろ
う
。

(

三
）式
三
献
・
酒
宴
の
内
実

　

室
町
時
代
の
武
家
儀
礼
は
、
ま
ず
主
殿
で
の
式
三
献
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、

会
所
に
場
所
を
替
え
、
夜
を
徹
し
て
酒
宴
を
行
う
と
い
う
の
が
通
例
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。
酔
い
が
回
る
と
、
ま
さ
に
『
酒
飯
論
絵
巻
』
に
描
か
れ
た
「
酒
好
き

の
人
々
」
の
よ
う
な
饗
宴
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

将
軍
の
御
成
の
栄
に
浴
し
た
大
名
た
ち
は
、
こ
ぞ
っ
て
豪
奢
な
も
て
な
し
を
競

い
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
に
足
利
義
輝
を
迎
え
た
三
好
義
長
は
十
七
献
、

永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
に
足
利
義
昭
を
迎
え
た
朝
倉
義
景
も
同
じ
く
十
七

献
、明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
に
足
利
義
稙
を
山
口
に
迎
え
た
大
内
義
興
に
至
っ

て
は
『
明
応
九
年
三
月
五
日
将
軍
御
成
雑
掌
注
文
』
か
ら
二
十
五
献
以
上
の
肴

と
酒
を
供
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
（
江
後
二
〇
二
一
）。
単
に
飲
食
を
重
ね
る

だ
け
で
は
な
く
、
合
間
合
間
に
は
、
双
方
か
ら
の
進
物
の
応
酬
、
御
馬
御
覧
、

能
の
観
劇
等
が
催
さ
れ
て
い
た
。
か
よ
う
な
様
々
な
趣
向
を
実
施
す
る
に
恥
ず

か
し
く
な
い
舞
台
装
置
が
、
守
護
館
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
は
永
禄
十
一
年
に
、
石
見
の
益
田
藤
兼
・
元
祥
親
子
が
、
毛

利
元
就
を
饗
応
し
た
「
益
田
藤
兼
・
同
元
祥
安
芸
吉
田
一
献
手
組
注
文
」（
東

大
史
編
二
〇
〇
三
）
か
ら
饗
応
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
藤
兼
は
、
元
就
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と
の
関
係
強
化
を
図
る
た
め
、
次
子
次
郎
の
元
服
に
際
し
、
元
就
か
ら
一
文
字

拝
領
を
受
け
「
元
祥
」
と
名
乗
ら
せ
た
。
そ
し
て
貴
重
な
品
々
の
献
上
と
祝
宴

の
主
催
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
祝
宴
に
関
す
る
料
理
の
献
立
が
当
該
文
書
に

記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

宴
の
最
初
は
「
御
引
渡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
具
体
的
な
料
理
内
容

が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
式
三
献
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
宗
五
大
艸
紙
』
で
は

式
三
献
の
膳
内
容
を
図
指
す
る
中
で
、「
此
う
ち
あ
わ
は
び
を
ひ
き
わ
た
り
と

云
」
と
述
べ
て
い
る
（
塙
二
〇
一
三
）。
武
家
の
式
三
献
で
は
、「
敵
に
打
ち
勝
ち
、

喜
ぶ
」
の
語
呂
合
わ
せ
か
ら
、「
打
鮑
」「
勝
栗
」「
昆
布
」
を
並
べ
る
こ
と
が
通

例
で
、「
梅
干
し
」「
海
月
」
に
替
わ
る
場
合
も
あ
っ
た
（
二
木
一
九
九
九
）。『
宗

五
大
艸
紙
』
の
図
で
は
、
白
か
わ
ら
け
三
点
、へ
そ
か
わ
ら
け
二
点
、
大
中
二
点
、

み
み
か
わ
ら
け
（
耳
皿
）
一
点
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
初
献
だ
け
で
八
点
の
土
師

器
が
利
用
さ
れ
て
い
る
（
図
三
三
）。

郡
山
饗
宴
で
は
、
次
に
、「
御
湯
漬
」
と
し
て
、
鹽
引
・
覆
面
鯛
・
貝
鮑
・
酒

浸
（
さ
か
ひ
て
）・
香
の
物
・
は
む
（
は
ん
ぺ
ん
）・
蒲
鉾
が
出
さ
れ
て
い
る
。
同

年
の
朝
倉
邸
への
義
昭
御
成
の
場
合
は
、
式
三
献
後
に
、
会
所
へ
移
動
し
て
、
三

膳
ほ
ど
飲
食
を
し
て
か
ら
湯
漬
に
至
っ
て
お
り
、
饗
宴
に
よ
り
膳
の
順
序
や
献
数

に
は
差
が
あ
っ
た
。

湯
漬
二
献
目
は
鮨
・
雉
・
螺
貝
・
汁
（
集
煮
）・
烏
賊
・
鮭
。
三
献
目
は
鯟
子
（
か

ど
の
こ
）・
海
鼠
腸
（
こ
の
わ
た
）・
汁
（
羹
・か
わ
う
そ
）・
海
月
が
供
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
箸
休
め
も
兼
ね
た
の
で
あ
ろ
う
、
御
菓
子
七
種
が
出
さ
れ
て
い
る
（
内

容
は
不
明
）。
再
び
膳
に
戻
り
「
御
肴
」
と
し
て
、
小
串
・
雑
煮
・
削
り
物
（
鮑

な
ど
を
小
さ
く
削
っ
た
物
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。
二
献
目
と
し
て
「
む
し
む
き
」

に
白
鳥
を
添
え
た
も
の
が
出
さ
れ
、三
献
目
は
さ
し
く
ら
げ
・
鯛
・こ
う
る
か
（
子

鱁
鮧
？
）
で
あ
っ
た
。
四
献
目
は
鳥
の
足
・
鼈
羹
・
刺
身
、
五
献
目
は
塩
ひ
き
・

雉
・
烏
賊
、
六
献
目
は
草
片
・
饅
頭
・「
は
る
も
」
と
続
く
。
終
い
に
は
ん
（
は

ん
ぺ
ん
）・
鮎
・
か
ら
す
み
が
七
献
目
と
し
て
出
さ
れ
、
献
立
が
終
わ
っ
て
い
る
。

地
方
領
主
が
大
名
を
饗
応
し
た
例
の
た
め
か
、
膳
の
数
か
ら
す
る
と
将
軍
御
成

に
比
べ
控
え
め
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
海
か
ら
遠
い
吉
田
郡
山
城
に
あ
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
山
海
の
珍
味
を
手
を
尽
く
し
て
準
備
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

石
見
益
田
か
ら
運
ん
だ
物
も
多
く
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

益
田
元
兼
の
饗
応
で
興
味
深
い
点
は
、
準
備
物
を
記
し
た
も
の
の
記
録
が
残
っ

て
い
る
こ
と
で
、
特
に
「
御
か
わ
ら
け
の
物
三
せ
ん
」
と
い
う
文
言
が
注
目
に
値

す
る
。
一
回
の
饗
応
に
三
千
点
の
土
師
器
が
用
意
さ
れ
て
い
た
事
実
を
物
語
る
こ

の
記
述
は
、
居
館
遺
跡
に
お
け
る
大
量
の
土
師
器
出
土
に
対
し
、
一
定
の
裏
付

け
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
記
し
た
肴
の
合
計
は
四
十
四
種

を
数
え
る
が
、
御
引
渡
の
肴
数
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
酒
の
盃
も
相
当

数
を
必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
四
十
四
に
こ
れ
ら
を

適
当
に
加
え
、ひ
と
り
あ
た
り
七
〇
枚
の
土
師
器
を
使
用
し
た
と
仮
定
す
る
と
、

三
千
枚
の
土
師
器
で
四
〇
名
ほ
ど
が
ま
か
な
え
る
計
算
に
な
る
。
少
な
く
と
も

一
五
・一
六
世
紀
頃
に
お
い
て
は
、
廃
棄
土
師
器
の
数
量
と
、
そ
の
空
間
に
お
け

る
武
家
儀
礼
の
頻
度
は
比
例
す
る
も
の
と
考
え
て
大
過
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
四
）耳
皿
に
つ
い
て

す
で
に
少
し
触
れ
た
が
、
式
三
献
や
饗
宴
に
お
け
る
膳
の
配
置
法
に
つ
い
て
言

及
し
た
各
種
の
故
実
書
、
例
え
ば
『
奉
公
覺
悟
之
事
』『
宗
五
大
艸
紙
』（
塙

二
〇
一
三
）
や
『
山
内
料
理
書
』（
倉
林
一
九
八
五
）
等
に
お
い
て
、箸
置
は
「
み

み
か
わ
ら
け
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
み
み
か
わ
ら
け
」
は
無
論
、「
耳
皿
」
の

こ
と
で
あ
り
、
土
師
器
の
小
皿
の
両
端
を
折
り
曲
げ
、
箸
置
と
し
て
妥
当
な
形

状
に
あ
つ
ら
え
た
土
師
器
で
あ
る
。
大
内
氏
館
跡
、
大
友
氏
館
跡
、
い
ず
れ
の
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土
師
器
編
年
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、
編
年
図
か
ら
わ
か
る
の
で
（
北

島
二
〇
一
〇
・
長
二
〇
一
八
）、
守
護
館
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
な
両
遺
跡
か
ら

一
定
量
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
熊
本
県
内
で
は
山
都
町
浜
の

館
跡
の
出
土
遺
物
に
耳
皿
を
一
点
確
認
し
て
い
る
（
未
報
告
）。
浜
の
館
跡
は
戦

国
期
の
阿
蘇
大
宮
司
居
館
跡
で
あ
る
。

隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
の
出
土
例
と
し
て
は
、
管
見
の
限
り
、
先
述
の
Ｓ
Ｋ

五
八
・
五
九
の
二
点
の
み
で
あ
っ
た
。
全
て
の
土
師
器
破
片
を
確
認
で
き
た
わ
け

で
は
な
い
も
の
の
、
未
報
告
資
料
も
含
め
、
大
部
分
は
通
覧
し
た
の
で
、
仮
に

未
見
資
料
に
耳
皿
が
含
ま
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
劇
的
に
数
が
増
え
る
も
の
で
は
あ

る
ま
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
耳
皿
は
極
め
て
出
土
数
の
少
な
い
希
少
器
種
と
推
測

さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
山
内
料
理
書
』
の
次
の
記
述
が
参
考
に
な
る
。

一　
は
し
台
は
み
ゝ
か
わ
ら
け
を
く
事
大
名
さ
ま
の
外
あ
る
へ
か
ら
す
。み
ゝ

か
わ
ら
け
の
う
へに
紙
か
い
し
き
の
や
う
に
か
み
を
を
く
。

箸
台
と
し
て
の
「
み
み
か
わ
ら
け
」
は
大
名
以
外
に
は
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
、
と
の
し
き
た
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
山
内
料
理
書
』
は
明
和
六
年

（
一
四
九
六
年
）
に
は
す
で
に
成
立
し
て
お
り
、
料
理
内
容
を
相
伝
し
た
山
内

三
郎
左
衛
門
尉
は
管
領
斯
波
氏
の
家
中
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
幕
府
中
枢
で
適

用
さ
れ
て
い
た
し
き
た
り
と
み
て
問
題
な
い
。
考
古
学
で
は「
無
い
こ
と
の
証
明
」

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
が
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
で
の
、
全
体
の
土
師
器
出
土
量

（
お
そ
ら
く
破
片
数
と
し
て
は
一
万
点
前
後
）
に
お
け
る
、
二
点
と
い
う
出
土

例
の
少
な
さ
は
、
必
ず
し
も
大
名
と
は
限
ら
な
い
が
、
耳
皿
が
貴
人
向
け
に
の

み
限
定
さ
れ
て
供
さ
れ
て
い
た
可
能
性
と
矛
盾
し
な
い
も
の
と
言
え
る
。

そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
耳
皿
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｋ
五
八
・
五
九
は
、
い
ず
れ
も
主
要

建
物
（
Ｓ
Ｂ
一
二
・
同
九
一
）
に
南
接
す
る
隅
丸
方
形
の
土
坑
で
、
規
格
性
が

高
く
建
物
に
付
随
す
る
遺
構
と
み
ら
れ
る
（
図
七
）。
共
伴
遺
物
は
、
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
少
な
く
、
わ
ず
か
に
青
磁
雷
文
碗
の
破
片
（
報
告
書
掲
載
）、
青
花

Ｃ
群
皿
・
白
磁
Ｅ
群
皿
の
小
破
片
（
未
報
告
）
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
式
三
献

に
類
す
る
献
盃
儀
礼
も
し
く
は
饗
宴
の
膳
に
お
い
て
、
貴
人
が
使
用
し
た
箸
置

が
廃
棄
さ
れ
た
も
の
の
可
能
性
が
あ
り
、
土
師
器
資
料
の
中
で
も
注
目
に
値
す

る
資
料
で
あ
る
。

た
だ
し
、
肥
前
で
は
、
島
原
半
島
の
有
馬
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
日
野
江
城
跡
で

大
量
の
土
師
器
皿
・
坏
の
報
告
の
中
に
約
四
〇
点
も
の
耳
皿
が
見
ら
れ
、
ま
と

ま
っ
た
量
の
耳
皿
出
土
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
南
島
原
市
二
〇
一
一
）。
こ
の
事

例
か
ら
は
、
耳
皿
の
貴
人
向
け
限
定
が
絶
対
的
な
も
の
、
と
は
断
言
で
き
な
い
。

地
域
差
や
時
期
差
に
よ
り
、
そ
の
価
値
感
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。お

わ
り
に

　

本
稿
で
は
ま
ず
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
輸
入
陶
磁
器
の
破
片
点

数
の
カ
ウ
ン
ト
と
分
類
か
ら
、
遺
跡
の
存
続
時
期
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
日
常
に

利
用
さ
れ
た
碗
皿
類
の
出
土
数
か
ら
、
精
緻
な
陶
磁
器
編
年
が
設
定
さ
れ
つ
つ

あ
る
沖
縄
編
年
に
あ
て
は
め
て
、
遺
跡
の
存
続
年
代
を
再
検
討
し
た
結
果
、
調

査
報
告
書
で
示
さ
れ
た
一
四
世
紀
後
半
～
一
五
世
紀
前
半
と
い
う
遺
跡
の
年
代

観
に
大
き
く
修
正
を
迫
る
こ
と
と
な
り
、
一
四
世
紀
後
半
～
一
六
世
紀
後
半
ま

で
継
続
し
て
い
た
こ
と
、
中
で
も
遺
跡
と
し
て
の
ピ
ー
ク
は
一
五
世
紀
中
葉
か
ら

後
半
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
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次
に
、大
量
に
出
土
し
た
土
師
器
に
つ
い
て
、器
形
か
ら
個
別
分
類
を
設
定
し
、

そ
の
う
ち
坏
Ｂ
群
の
形
態
変
化
を
追
う
こ
と
で
、
主
に
一
五
世
紀
代
の
土
師
器

の
変
遷
案
を
提
示
し
た
。
不
十
分
な
面
も
多
い
が
、
こ
れ
ま
で
全
く
提
示
さ
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
熊
本
県
下
で
の
中
世
後
期
の
土
師
器
編
年
に
一
定
の
道
筋
を

示
す
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
出
土
し
た
土
師
器
類
の
用
途
に
つ
い
て
、
故
実
書
や
絵
巻
の
事
例
な

ど
を
引
用
し
、
式
三
献
や
会
所
で
の
宴
会
に
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

を
示
し
た
。
特
に
益
田
元
兼
と
毛
利
元
就
の
饗
宴
で
、
多
数
の
料
理
が
供
さ
れ
、

そ
の
際
に
土
師
器
皿
三
千
枚
が
発
注
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
地
方
大
名
の

ひ
と
つ
の
饗
宴
に
お
い
て
ど
の
程
度
の
土
師
器
が
利
用
さ
れ
た
か
の
裏
付
け
と
考

え
た
。
ま
た
、
箸
置
と
し
て
の
耳
皿
の
希
少
性
に
も
言
及
し
、
Ｓ
Ｋ
五
八
・
五
九

に
お
け
る
耳
皿
の
出
土
と
関
連
付
け
た
。

土
師
器
の
大
量
出
土
は
、
必
ず
し
も
、
儀
礼
的
空
間
に
の
み
限
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
各
地
の
都
市
遺
跡
や
小
領
主
の
城
館
な
ど
で
も
散
見
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
に
関
し
て
は
、
前
提
と
し
て
、
全
国

的
に
見
て
も
相
当
の
優
品
た
る
青
磁
唐
物
を
備
え
た
空
間
が
一
区
周
辺
に
存
在

し
た
こ
と
が
重
要
で
、
こ
の
よ
う
な
会
所
や
主
殿
と
思
わ
れ
る
建
物
が
配
置
さ

れ
て
い
た
空
間
構
成
の
中
に
お
い
て
、
多
数
の
土
師
器
の
消
費
が
あ
っ
た
点
は
、

ま
ず
式
三
献
や
宴
会
の
痕
跡
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
輸
入
陶
磁

器
の
出
土
状
況
か
ら
、
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
を
会
所
等
が
存
在
し
た
空
間
と
み

な
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
前
稿
（
中
山
二
〇
二
一
Ａ
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

前
稿
と
本
稿
に
よ
り
、
概
ね
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
に
つ
い
て
出
土
遺
物
を
通
し

た
究
明
は
、
一
定
の
役
割
を
果
た
せ
た
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
発
掘
調
査
の

限
定
的
な
範
囲
か
ら
、
居
館
跡
の
全
体
像
、
と
り
わ
け
各
建
物
遺
構
の
性
格
や

そ
の
他
遺
構
の
配
置
状
況
、
土
塁
・
堀
等
で
区
画
さ
れ
た
居
館
範
囲
等
は
ベ
ー
ル

に
包
ま
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
今
後
、
遺
構
面
か
ら
も
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
の
研

究
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。ま
た
、さ
ら
に
広
範
に
、中
世
守
護
都
市「
隈
府
」

の
各
地
に
お
い
て
、
発
掘
調
査
の
成
果
に
よ
る
新
知
見
を
得
て
、
よ
り
ク
リ
ア
に

中
世
守
護
都
市
「
隈
府
」
像
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
も
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

註一�

Ⅳ
類
・′
Ⅳ
類
・
Ⅴ
―
一
類
の
青
磁
碗
は
、
い
ず
れ
も
体
部
無
文
の
端
反
タ
イ
プ
で
あ
り
、
口
縁

部
の
形
状
で
同
定
を
行
う
。
こ
の
う
ち
、
Ⅳ
類
は
口
縁
端
部
が
尖
り
気
味
で
薄
釉
で
、
Ⅴ
―
一

類
は
玉
縁
状
の
端
部
で
釉
層
も
厚
く
な
る
と
特
徴
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
小

破
片
で
見
る
と
、
そ
の
判
断
に
迷
う
も
の
が
多
く
あ
り
、
こ
の
た
め
、
判
断
に
迷
っ
た
も
の
は
Ⅳ

～
Ⅴ
―
一
類
の
範
疇
で
同
定
不
可
、
と
し
て
表
に
反
映
し
た
。
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図
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図
一　
　
　
　

右
＝
筆
者
作
成　

左
＝open�street�m

ap

を
使
用

図
二　
　
　
　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九　

図
三　
　
　
　

長
二
〇
一
一
Ａ

図
四　
　
　
　

長
二
〇
一
五

図
五　
　
　
　

長
二
〇
一
八

図
六
～
九　
　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九
の
実
測
図
を
元
に
筆
者
作
成

図
一
〇　
　
　

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
一　

図
一
一・一
二　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九　

図
一
三　
　
　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九
の
実
測
図
を
元
に
筆
者
作
成

図
一
四　
　
　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九　

図
一
五　
　
　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九
の
実
測
図
を
元
に
筆
者
作
成

図
一
六
～
一
八　
熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九　

図
一
九
～
二
二　
熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九
の
実
測
図
を
元
に
筆
者
作
成

図
二
三　
　
　

北
島
二
〇
一
〇
の
実
測
図
を
元
に
筆
者
作
成

図
二
四・二
五　
熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九　
　

図
二
六　
　
　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九
の
実
測
図
を
元
に
筆
者
作
成

図
二
七　
　
　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九　

図
二
八　
　
　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九
の
実
測
図
を
元
に
筆
者
作
成

図
二
九　
　
　

乗
岡
二
〇
〇
〇
の
実
測
図
を
元
に
筆
者
作
成

図
三
〇・三
一　
熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九
の
実
測
図
を
元
に
筆
者
作
成

図
三
二　
　
　

筆
者
作
成

図
三
三　
　
　

塙
二
〇
一
三

図
三
四　
　
　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョン
『
前
九
年
絵
巻
物
』
巻
一

　
　
　
　
　
　

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2573531?tocO
pened=1

図
三
五　
　
　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョン
『
慕
帰
繪
々
詞
』
巻
二

　
　
　
　
　
　

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2590849?tocO
pened=1��

図
三
六　
　
　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョン
『
酒
飯
論
』

　
　
　
　
　
　

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542602

表
一・二・
三　

筆
者
作
成

引
用
・
参
考
文
献

青�

木
勝
士
一
九
九
六
「
肥
後
菊
池
氏
の
守
護
町
「
隈
府
」
の
成
立
」『
熊
本
史
学
』
七
二・
七
三
合

併
号　

熊
本
史
学
会

青�

木
勝
士
二
〇
二
〇
「
菊
池
氏
の
拠
点　

北
宮
・
隈
府
」『
九
州
の
中
世
Ⅱ　

武
士
の
拠
点　

鎌
倉
・

室
町
時
代
』
高
志
書
院

五�

十
川
雄
也
二
〇
一
九
「
大
内
館
と
大
友
館
」『
室
町
戦
国
日
本
の
覇
者　

大
内
氏
の
世
界
を
さ

ぐ
る
」
勉
誠
出
版

江�

後
迪
子
二
〇
二
一
「
大
内
氏
遺
跡
で
の
宴
料
理
等
「
歴
食
」
再
現
と
地
域
性
」『
歴
史
的
脈
絡
に

因
む
遺
跡
の
活
用
―
儀
式
・
行
事
の
再
現
と
地
域
間
交
流
の
再
構
築
―　
令
和
二
年
度　

遺

跡
整
備
・
活
用
研
究
集
会
』
奈
良
文
化
財
研
究
所

大
分
市
教
育
委
員
会
二
〇
一
五
『
大
友
氏
館
跡
一
』

沖
縄
県
教
育
委
員
会
一
九
九
八
『
首
里
城
跡　

―
京
の
内
跡
発
掘
調
査
報
告
書
（
Ⅰ
）
―
』

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
五
『
首
里
城
跡
―
二
階
殿
地
区
発
掘
調
査
報
告
書
―
』

小�

野
貴
史
二
〇
〇
一
「
大
友
氏
に
お
け
る
「
式
三
献
」
に
つ
い
て
」『
大
分
・
大
友
土
器
研
究
会
論
集
』

大
分
・
大
友
土
器
研
究
会

小
野
正
敏
一
九
九
七
『
戦
国
城
下
町
の
考
古
学
』
講
談
社

小�

野
正
敏
二
〇
〇
三
「
威
信
財
と
し
て
の
貿
易
陶
磁
と
場
―
戦
国
期
東
国
を
例
に
―
」『
戦
国
時

代
の
考
古
学
』
高
志
書
院

小�

野
正
敏
・
五
味
文
彦
・
萩
原
三
雄
編
二
〇
〇
八
『
考
古
学
と
中
世
史
研
究
Ⅴ　

宴
の
中
世
―
場
・
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か
わ
ら
け
・
権
力
―
』
高
志
書
院

鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
一
九
七
九
『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
前
編
二
』
鹿
児
島
県

亀
井
明
德
編
二
〇
〇
二
『
明
代
前
半
陶
瓷
器
の
研
究　

―
首
里
城
京
の
内
Ｓ
Ｋ
〇
一
出
土
品
―
』

菊�

池
市
教
育
委
員
会
二
〇
二
〇
『
中
世
菊
池
一
族
関
連
遺
跡
群
確
認
調
査
概
要
報
告
書
「
菊
之
城

跡
」「
守
山
城
跡
及
び
内
裏
尾
」「
隈
府
城
下
遺
跡
」』

北�

島
大
輔
二
〇
一
〇
「
Ⅸ
章　

大
内
式
の
設
定
―
中
世
山
口
に
お
け
る
遺
物
編
年
の
細
分
と
再
編
」

『
大
内
氏
館
跡
Ⅺ
』
山
口
市
教
育
委
員
会

北�

島
大
輔
二
〇
一
九
「
大
内
氏
の
宴
―
そ
の
器
と
配
膳
方
法
―
」『
室
町
戦
国
日
本
の
覇
者　

大

内
氏
の
世
界
を
さ
ぐ
る
」
勉
誠
出
版

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
九『
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
二
四
八
集　

隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
』

熊�

本
県
立
美
術
館
二
〇
一
九
『
日
本
遺
産
認
定
記
念　

菊
池
川
二
千
年
の
歴
史　

菊
池
一
族
の
戦

い
と
信
仰
』
菊
池
川
二
千
年
の
歴
史
展
実
行
委
員
会

熊
本
市
教
育
委
員
会
二
〇
一
四
『
二
本
木
遺
跡
群
二
三
』

楠�

瀬
慶
太
二
〇
〇
七
Ａ
「
土
師
器
食
膳
具
か
ら
見
た
中
世
博
多
の
土
器
様
相
―
博
多
遺
跡
群
の
土

師
器
編
年
―
」『
九
州
考
古
学
』
第
八
二
号　

九
州
考
古
学
会

楠�

瀬
慶
太
二
〇
〇
七
Ｂ
「
戦
国
期
島
津
氏
に
お
け
る
酒
食
饗
応
儀
礼　

―
式
三
献
と
か
わ
ら
け
―
」

『
比
較
社
会
文
化
研
究
』
第
二
二
号　

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科

久
米
島
町
教
育
委
員
会
二
〇
〇
八
『
宇
江
城
城
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅰ
』

倉�

林
政
次
一
九
八
五
『
日
本
料
理
秘
伝
集
成　

第
一
八
巻　

日
本
料
理
の
起
源　

食
物
・
食
事
雑

篇
』
同
朋
舎
出
版

三�

瓶
は
る
み
二
〇
〇
八「
日
中
の
酒
に
ま
つ
わ
る
論
争
に
つ
い
て　

―「
酒
飯
論
」を
中
心
に
―
」『
大

学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
文
化
研
究
の
国
際
的
情
報
伝
達
ス
キ
ル
の
育
成
」
活
動

報
告
書
』
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
文
化
研
究
の
国
際

的
情
報
伝
達
ス
キ
ル
の
育
成
」
事
務
局

柴�

田
圭
子
二
〇
一
一
「
第
一
章　

今
帰
仁
城
跡
出
土
明
代
青
花
瓷
の
研
究
」『
今
帰
仁
城
跡
発
掘

調
査
報
告
Ⅴ
』
今
帰
仁
村
教
育
委
員
会

鈴�

木
康
之
二
〇
〇
二
「
中
世
土
器
の
象
徴
性
―
「
か
り
そ
め
」
の
器
と
し
て
の
か
わ
ら
け
―
」『
日

本
考
古
学
』
第
一
四
号

瀬�

戸
哲
也
・
仁
王
浩
司
ほ
か
二
〇
〇
八
「
沖
縄
に
お
け
る
貿
易
陶
磁
」『
沖
縄
埋
文
研
究
』
Ⅴ　

沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

瀬�

戸
哲
也
二
〇
一
五
Ａ「
一
四
・一
五
世
紀
の
沖
縄
出
土
中
国
産
青
磁
に
つ
い
て
」『
貿
易
陶
磁
研
究
』

№
三
五　

日
本
貿
易
陶
磁
研
究
会

瀬�

戸
哲
也
二
〇
一
五
Ｂ「
一
四
～
一
六
世
紀
の
沖
縄
出
土
龍
泉
窯
系
青
磁
に
お
け
る
生
産
地
の
模
索
」

『
中
近
世
陶
磁
器
の
考
古
学
』
第
一
巻　

雄
山
閣

瀬�

戸
哲
也
二
〇
一
六
「
一
四
～
一
六
世
紀
の
沖
縄
出
土
龍
泉
窯
系
青
磁
に
お
け
る
生
産
地
の
模
索

（
二
）」『
亀
井
明
德
氏
追
悼
・
貿
易
陶
磁
研
究
等
論
文
集
』
亀
井
明
德
さ
ん
追
悼
文
集
刊
行
会

瀬�

戸
哲
也
二
〇
一
七
「
沖
縄
出
土
貿
易
陶
磁
器
の
時
期
と
様
相
」『
第
三
五
回
中
世
土
器
研
究
会　

貿
易
陶
磁
研
究
の
現
状
と
土
器
研
究
』
日
本
中
世
土
器
研
究
会

太
宰
府
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
〇
『
大
宰
府
条
坊
跡
Ⅹ
Ⅴ　

―
陶
磁
器
分
類
編
―
』

長�

直
信
二
〇
一
一
Ａ
「
豊
後
府
内
に
お
け
る
京
都
系
土
師
器
導
入
前
後
の
土
器
様
相　

大
友
館
跡

の
形
成
過
程
解
明
に
む
け
て
―
そ
の
一
―
」『
古
文
化
談
叢
』
第
六
五
集
四
分
冊
目　

九
州
古

文
化
研
究
会

長�

直
信
二
〇
一
一
Ｂ
「
大
友
氏
館
跡
調
査
研
究
の
現
状
と
課
題
―
考
古
学
的
成
果
を
中
心
に
」『
福

岡
大
学
考
古
学
研
究
室
調
査
研
究
報
告
第
一
〇
冊　

福
岡
大
学
考
古
資
料
集
成
四
』
福
岡
大
学

考
古
学
研
究
室

長�

直
信
二
〇
一
五
「
第
Ⅳ
章　

大
友
氏
館
跡
基
準
資
料
に
つ
い
て
」『
大
友
氏
館
跡
一
』
大
分
市
教

育
委
員
会

長�
直
信
二
〇
一
八
「
第
二
章　

大
友
氏
館
跡
出
土
の
土
器
と
権
力
―
そ
の
様
相
と
特
質
―
」『
戦

国
大
名
大
友
氏
の
館
と
権
力
』
吉
川
弘
文
館

坪�

根
伸
也
・
塩
地
潤
一
二
〇
〇
一「
豊
後
国
の
土
器
編
年
」『
大
分
・
大
友
土
器
研
究
会
論
集
』
大
分
・
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大
友
土
器
研
究
会

坪�

根
伸
也
二
〇
〇
八「
大
友
館
の
変
遷
と
府
内
周
辺
の
方
形
館
」『
戦
国
大
名
大
友
氏
と
豊
後
府
内
』

高
志
書
院

東�

京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
掛
一
九
一
七
『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
五
ノ
一　

相
良
家
文
書
之
一
』

東
京
帝
国
大
学

東�

京
大
学
史
料
編
纂
所
二
〇
〇
三
『
大
日
本
古
文
書　

益
田
家
文
書
之
二
』
東
京
大
学
出
版
会

中
井
淳
史
二
〇
一
一
『
日
本
中
世
土
器
の
研
究
』
中
央
公
論
美
術
出
版

中
井
淳
史
二
〇
二
二
『
中
世
か
わ
ら
け
物
語　

も
っ
と
も
身
近
な
日
用
品
の
考
古
学
』
吉
川
弘
文
館

長�

堂
綾
・
島
弘
二
〇
一
四
「
渡
地
村
跡
の
概
要
と
青
磁
集
中
部
」『
第
三
五
回
日
本
貿
易
陶
磁
研

究
集
会
発
表
要
旨
・
資
料
集　

琉
球
列
島
の
貿
易
陶
磁
』
日
本
貿
易
陶
磁
研
究
会

中�

山
圭
二
〇
一
九
「
熊
本
県
南
部
の
様
相
―
沿
岸
部
を
中
心
に
―
」『
第
四
〇
回
日
本
貿
易
陶
磁

研
究
会
研
究
集
会　

南
九
州
か
ら
奄
美
群
島
の
貿
易
陶
磁　

発
表
要
旨
・
資
料
集
』
日
本
貿
易

陶
磁
研
究
会

中�

山
圭
二
〇
二
一
Ａ「
菊
池
氏
関
連
遺
跡「
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
」の
輸
入
陶
磁
器
に
関
す
る
研
究
」

『
菊
池
一
族
解
體
新
章
』
巻
ノ
二　

菊
池
市
教
育
委
員
会
・
菊
池
文
化
研
究
所

中�

山
圭
二
〇
二
一
Ｂ
「
菊
池
氏
関
連
遺
跡
「
隈
府
土
井
ノ
外
遺
跡
の
貿
易
陶
磁
器
」『
第
四
一
回
日

本
貿
易
陶
磁
研
究
集
会
発
表
資
料
集
「
最
近
の
話
題
の
遺
跡
・
注
目
さ
れ
る
研
究
か
ら
」』
日

本
貿
易
陶
磁
研
究
会

那
覇
市
教
育
委
員
会
二
〇
一
二
『
渡
地
村
跡
』

並�

木
誠
士
二
〇
一
七
『
日
本
絵
画
の
転
換
点　

酒
飯
論
絵
巻
―
「
絵
巻
」
の
時
代
か
ら
「
風
俗
画
」

への
時
代
へ
』
昭
和
堂

二
木
謙
一
一
九
九
九
『
中
世
武
家
の
作
法
』
吉
川
弘
文
館

乗�

岡
実
二
〇
〇
〇
「
備
前
」『
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

中
世
窯
業
の
諸
相
～
生
産
技
術
の
展
開
と
編

年
～
資
料
集
』全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
中
世
窯
業
の
諸
相
～
生
産
技
術
の
展
開
と
編
年
～
資
料
集
」

実
行
委
員
会

塙
保
己
一
二
〇
一
三
『
群
書
類
従
第
二
二
輯　

武
家
部
』
八
木
書
店

藤�

原
良
章
一
九
九
七
「
中
世
の
食
器
・
考
―
〈
か
わ
ら
け
〉
ノ
ー
ト
―
」『
全
集　

日
本
の
食
文
化　

第
九
巻　

台
所
・
食
器
・
食
卓
』
雄
山
閣
出
版

南
島
原
市
教
育
委
員
会
二
〇
一
一
『
日
野
江
城
跡
総
集
編
一
』

美�

濃
口
雅
朗
一
九
九
四
「
熊
本
県
に
お
け
る
中
世
前
期
の
土
師
器
に
つ
い
て
」『
中
近
世
土
器
の
基

礎
研
究
』
Ⅹ　

日
本
中
世
土
器
研
究
会

吉
岡
康
暢
・
門
上
秀
叡
二
〇
一
一
『
琉
球
出
土
陶
磁
社
会
史
研
究
』
真
陽
社

脇�

田
晴
子
一
九
九
七「
文
献
か
ら
み
た
中
世
の
土
器
と
食
事
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

第
七
一
集　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館



－ 34－



墓
石
類
か
ら
み
た
江
戸
時
代
に
お
け
る
菊
池
氏
の
顕
彰　
　
　
　
　
　
　

野
村 

俊
之
・
美
濃
口 

雅
朗

は
じ
め
に

　

菊
池
市
内
に
は
、
南
北
朝
期
に
活
躍
し
た
菊
池
氏
当
主
の
も
の
を
は
じ
め
、

菊
池
氏
に
関
わ
る
墓
石
・
供
養
塔
・
顕
彰
碑
が
各
所
に
点
在
し
、
そ
の
数
は
県

内
他
地
域
に
比
べ
て
多
い
。
南
朝
の
忠
臣
た
る
菊
池
氏
の
本
貫
・
本
拠
地
で
あ
る

か
ら
当
然
の
こ
と
と
も
い
え
る
が
、
筆
者
の
管
見
に
よ
れ
ば
、
本
市
の
よ
う
に

中
世
、
特
に
南
北
朝
期
の
領
主
層
・
武
将
の
そ
れ
が
こ
れ
ほ
ど
に
多
い
こ
と
は
稀

で
あ
る
。

本
稿
は
、
そ
の
「
多
さ
・
稀
さ
」
の
実
態
に
つ
い
て
、
考
古
学
的
手
法
を
用
い

な
が
ら
九
州
内
の
関
連
資
料
と
の
比
較
を
も
と
に
相
対
化
し
、
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
な
か
で
も
注
目
し
た
い
の
は
一
五
代
武
光
碑
な
ど
、
江

戸
時
代
後
期
に
造
立
さ
れ
た
亀
趺
碑
・
墓
で
あ
る
。
こ
れ
は
贔
屓
と
い
う
亀
形

の
基
礎
を
持
つ
石
碑
で
あ
る
が
、
熊
本
県
内
で
は
、
現
代
作
を
除
き
本
市
だ
け

に
存
在
し
て
お
り
、
菊
池
氏
関
連
資
料
の
特
徴
を
如
実
に
示
す
も
の
と
い
え
る
。

そ
の
形
態
的
特
徴
や
造
立
の
経
緯
に
つ
い
て
、
文
献
資
料
に
も
拠
り
な
が
ら
探

り
た
い
と
思
う
。

な
お
、
本
稿
で
扱
う
石
造
資
料
（
表
１
～
３
に
列
記
し
た
資
料
、
本
文
中
で

触
れ
た
九
州
の
資
料
）（１
）
は
、
い
ず
れ
も
筆
者
が
踏
査
・
実
見
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
中
世
領
主
層
・
武
将
の
墓
、
特
に
旧
鹿
児
島
藩
領
内
に
つ
い
て
は
遺
漏

も
多
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

一
．
中
世
領
主
・
武
将
の
墓
石
類
と
し
て
の
菊
池
氏
資
料

　

本
章
で
は
、
中
世
九
州
に
お
け
る
領
主
・
武
将
と
い
わ
れ
る
人
物
に
関
わ
る

墓
石
類
（
個
々
資
料
に
つ
い
て
墓
石
・
供
養
塔
・
碑
等
の
性
格
の
弁
別
は
難
し
く
、

こ
れ
ら
を
総
称
す
る
場
合
「
墓
石
類
」
と
仮
称
す
る
）
を
概
観
し
、
そ
の
う
え

で
菊
池
氏
関
連
資
料
の
位
置
づ
け
を
行
な
う
。
な
お
、
個
々
資
料
の
観
察
は
第

1
表
に
譲
る
。

ａ
．中
世
領
主
・
武
将
の
墓
石
類
の
現
状

　

歴
史
上
、
中
世
領
主
・
武
将
と
い
わ
れ
る
人
物
は
数
多
い
る
が
、
全
国
的
に

見
て
そ
の
対
象
者
個
人
が
特
定
で
き
る
（
伝
承
を
含
め
）
墓
石
類
は
多
く
な
い
。

そ
の
大
き
な
理
由
は
、
中
世
か
ら
近
世
（
江
戸
時
代
）
への
転
換
期
に
お
い
て
在

地
領
主
層
の
墓
・
墓
所
が
荒
廃
し
た
た
め
で
あ
り
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
以
下

二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

中
世
に
お
い
て
は
、墓
石
・
供
養
塔
の
造
立
は
作
善
こ
そ
が
目
的
で
あ
り
、通
常
、

こ
れ
を
維
持
管
理
し
続
け
る
と
い
う
意
識
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
を
経

た
現
代
人
が
持
つ
墓
（
墓
石
）
に
先
祖
が
宿
る
と
い
う
招
魂
復
魄
の
意
識
は
、

江
戸
時
代
に
普
及
し
た
儒
教
の
影
響
で
あ
り
、
中
世
人
に
は
乏
し
か
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
世
の
墓
石
類
が
多
く
の
近
世
城
郭
の
石
垣
築

石
・
裏
込
め
に
、
ま
た
寺
社
の
建
築
材
等
に
転
用
さ
れ
た
事
例
が
示
し
て
い
る
。

前
者
は
福
知
山
城
・
大
和
郡
山
城
、
後
者
は
根
来
寺
が
そ
の
代
表
と
い
え
る
（
中
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世
葬
送
墓
制
研
究
会
二
〇
一
六
）。

近
世
（
江
戸
時
代
）
への
転
換
期
に
お
い
て
、
在
地
領
主
層
が
没
落
、
あ
る
い

は
幕
藩
体
制
に
取
り
込
ま
れ
被
官
化
す
る
な
か
で
、
本
貫
地
・
本
拠
地
か
ら
遊

離
し
た
（
白
石
一
九
九
三
）。

　
こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
一
般
層
で
は
寺
檀
制
度
の

確
立
に
よ
り
地
域
に
形
成
さ
れ
た
墓
地
の
保
持
が
明
確
と
な
る
。
藩
主
家
や
上

級
武
士
層
に
つ
い
て
は
、
墓
域
・
墓
石
類
の
形
態
や
規
模
が
他
と
は
隔
絶
し
た

墓
所
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
墓
所
が
当
主
や
家
の
権
威
・
継

承
を
視
覚
化
す
る
装
置
と
な
り
、
ま
た
、
墓
前
で
の
宗
教
儀
礼
が
主
催
者
の
正

統
性
を
裏
付
け
る
行
為
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
（
野
村
・

美
濃
口
二
〇
一
三
）。

　

中
世
領
主
・
武
将
の
墓
石
類
が
不
明
な
場
合
が
多
い
理
由
に
つ
い
て
、
今
ひ
と

つ
挙
げ
て
お
く
。
近
代
に
お
け
る
神
仏
分
離
令
に
よ
り
寺
院
が
荒
廃
す
る
な
ど

仏
塔
形
式
の
墓
石
類
が
粗
略
に
扱
わ
れ
た
こ
と
、
そ
の
後
の
戦
災
復
興
に
伴
う

都
市
部
開
発
に
よ
り
寺
社
が
縮
小
、
移
転
す
る
な
ど
し
て
散
逸
あ
る
い
は
消
滅

し
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
よ
う
。

ｂ
．九
州
に
お
け
る
中
世
領
主
・
武
将
の
墓
石
類

前
節
を
踏
ま
え
、
九
州
に
お
け
る
中
世
領
主
・
武
将
の
墓
石
類
を
概
観
す
る
。

仮
に
関
が
原
の
戦
い
（
一
六
〇
〇
年
）
以
前
に
没
し
た
人
物
の
も
の
を
扱
う
こ
と

と
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
筆
者
が
踏
査
・
実
見
し
た
資
料
を
も
と
に
す
る
が
、

熊
本
県
外
に
つ
い
て
は
遺
漏
が
多
い
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
お
断
り
し
て
お
く
。

　

墓
石
類
の
造
立
時
期
・
場
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
を
反
映
し
て
極
め
て
多
様
で
あ

る
が
、
江
戸
時
代
以
降
に
供
養
・
顕
彰
さ
れ
、
維
持
管
理
さ
れ
て
き
た
形
跡
が
見
ら

れ
る
も
の
が
殆
ど
を
占
め
て
い
る
。
概
ね
、
以
下
の
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

江
戸
時
代
に
お
け
る
新
規
造
立

ま
ず
、
指
摘
で
き
る
の
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
新
規
に
造
立
さ
れ
た
墓
石

類
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
戦
国
期
の
領
主
・
武
将
の
も
の
が
目
立
ち
、
そ
の
経

緯
か
ら
三
大
別
で
き
る
。

近
世
大
名
や
交
代
寄
合
へ
と
継
続
す
る
家
の
先
祖
（
藩
祖
・
家
祖
な
ど
）
の

も
の
が
、
後
に
藩
主
家
の
墓
所
や
菩
提
寺
、
あ
る
い
は
縁
の
地
に
造
立
さ
れ
る

事
例
で
、
数
も
多
い
。
以
下
、
そ
の
代
表
例
を
列
記
す
る
（
第
1
図
1
～
12
）。

○
福
岡
藩
：
藩
祖
黒
田
孝
高
（
如
水
）
祖
父
の
小
寺
重
隆
塔
（
享
和
二
年
―

一
八
〇
二
造
）、
○
柳
川
藩
：
初
代
立
花
宗
茂
父
の
高
橋
紹
雲
塔
（
江
戸
時
代

前
期
の
型
式
）・
同
義
父
の
戸
次
道
雪
塔
（
延
宝
二
年
―
一
六
七
四
造
か
）、

○
三
池
藩
：
藩
祖
立
花
直
次
父
の
高
橋
紹
雲
塔
（
寛
政
元
年
―
一
七
八
九
造
か
）、

○
佐
賀
藩
：
藩
祖
鍋
島
直
茂
父
の
清
房
塔
（
一
七
世
紀
中
頃
の
型
式
）、
○
平
戸

藩
：
松
浦
二
一
代
義
（
江
戸
時
代
後
期
の
型
式
）・
同
二
三
代
弘
定
（
江
戸
時
代

後
期
の
型
式
）
の
墓
石
類
（
２
）、
○
岡
藩
：
初
代
中
川
秀
成
父
の
清
秀
・
兄
の
秀

政
遥
拝
塔
（
と
も
に
一
七
世
紀
前
半
の
型
式
）、
○
飫
肥
藩
：
伊
東
六
代
祐
国
・

七
代
尹
祐
塔
（
と
も
に
江
戸
時
代
後
期
の
型
式
）、
○
交
代
寄
合
米
良
領
：
米
良

初
代
重
次
（
嘉
永
四
年
―
一
八
五
一
銘
）・
同
二
代
重
種
（
江
戸
時
代
後
期
の

型
式
）・
同
四
代
重
鑑
（
江
戸
時
代
末
の
型
式
）
の
墓
石
類
、
○
人
吉
藩
：
下
相

良
一
八
代
義
陽
塔
（
標
柱
形
、
延
宝
七
年
―
一
六
七
九
銘
）

小
寺
重
隆
塔
は
居
城
の
姫
路
市
御
着
城
跡
に
あ
る
が
、
福
岡
藩
が
主
体
と
な
っ

て
造
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
扱
っ
た
（
福
岡
市
二
〇
一
一
）。
型
式
・
石
材
と
も

筑
前
型
の
有
角
五
輪
塔
を
採
っ
て
い
る
（
野
村
・
美
濃
口
二
〇
一
九
）。

　

江
戸
時
代
に
大
名
家
に
仕
官
し
た
家
、
あ
る
い
は
戦
国
期
か
ら
江
戸
時
代
への

転
換
期
に
お
い
て
武
家
と
し
て
は
没
落
す
る
も
の
の
、
そ
の
後
、
旧
領
内
に
留
ま

り
惣
庄
屋
・
大
庄
屋
な
ど
富
農
層
と
し
て
存
続
し
た
家
の
も
の
で
あ
る
。
熊
本
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県
内
の
事
例
を
紹
介
す
る
（
第
1
図
13
～
16
）。

○
和
水
町
：
由
布
大
炊
助
墓
石
類
（
江
戸
時
代
後
期
の
型
式
）、
○
山
鹿
市
：
内

古
閑
重
房
墓
石
類
（
江
戸
時
代
中
後
期
の
型
式
）、
○
高
森
町
：
高
森
惟
直
塔

（
一
八
世
紀
の
型
式
）、
○
熊
本
市
：
内
田
頼
勝
墓
石
類
（
一
七
世
紀
の
型
式
）、

内
古
閑
基
貞
塔
（
一
八
世
紀
の
型
式
）、
城�

親
賢
（
江
戸
時
代
後
期
の
型
式
）、

鹿
子
木
寂
心
墓
石
類
（
弘
化
四
年
―
一
八
四
七
銘
）、
○
天
草
市
：
木
山
弾
正
塔

（
江
戸
時
代
後
期
の
型
式
）

由
布
大
炊
助
は
立
花
宗
茂
に
従
い
肥
後
国
衆
一
揆
に
て
戦
死
し
た
が
、
子
孫

は
柳
川
藩
重
臣
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
墓
石
類
は
民
間
信
仰

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
内
古
閑
氏
に
つ
い
て
は
、
肥
後
国
衆
一
揆
後
、
子
孫

が
母
方
の
麻
生
姓
を
名
乗
り
、
正
院
手
永
の
総
庄
屋
を
務
め
て
い
る
（
原
口

一
九
八
一
）。
同
手
永
に
は
内
古
閑
鎮
資
塔
（
没
年
か
ら
大
過
無
い
型
式
）
も
あ

る
。
形
態
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
高
森
惟
直
塔
で
、
一
八
世
紀
代
に
肥
前

地
方
で
製
作
し
た
有
角
五
輪
塔
を
高
森
町
含
蔵
寺
に
ま
で
搬
入
し
た
も
の
で
あ

る
。
子
孫
の
高
森
家
は
高
森
手
永
の
惣
庄
屋
で
、
そ
の
支
流
は
当
地
の
豪
商
と

し
て
栄
え
て
お
り
（
圭
室
一
九
九
五
）、
肥
前
産
有
角
五
輪
塔
の
選
択
は
、
惣
庄

屋
と
し
て
の
権
威
、
経
済
的
威
勢
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。

今
一
つ
は
、
戦
国
期
か
ら
江
戸
時
代
への
転
換
期
に
お
い
て
没
落
し
、
後
に
家

系
は
存
続
す
る
も
の
の
、
子
孫
が
領
内
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
家
の
も
の
で
、
下
記

二
名
の
資
料
を
確
認
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
と
も
に
著
名
な
大
名
で
あ
る
（
第
2

図
17
・
18
）。

○
大
分
県
：
大
友
宗
麟
二
基
（
と
も
に
津
久
見
市
）、○
熊
本
県
：
小
西
行
長
二
基

（
山
鹿
市
・
熊
本
市
）

大
友
宗
麟
の
墓
石
類
に
は
、
寛
政
期
に
遺
臣
の
子
孫
が
造
立
し
た
笠
付
方
柱
塔

と
、
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
に
地
元
顕
彰
会
が
同
所
に
造
立
し
た
キ
リ
ス
ト

教
墓
石
が
あ
る
。
小
西
行
長
の
墓
石
類
に
は
、
遺
臣
や
キ
リ
ス
ト
教
信
者
が
そ
の

居
住
地
に
造
立
し
た
と
伝
わ
る
も
の
（
一
七
世
紀
の
型
式
）
と
、
遺
臣
の
子
孫

と
伝
わ
る
家
が
造
立
し
た
笠
塔
婆
（
昭
和
二
八
年
―
一
九
五
三
銘
）
と
が
あ
る
。

地
生
え
大
名
家
に
よ
る
中
世
墓
石
類
の
整
備

地
生
え
大
名
家
が
、
領
内
各
地
に
あ
っ
た
先
祖
の
中
世
墓
石
類
を
菩
提
寺
に

集
め
て
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
（
第
2
図
19
・
20
）。
佐
賀
藩
高
伝
寺
・
鹿
児

島
藩
福
昌
寺
跡
・
人
吉
藩
願
成
寺
墓
所
に
見
ら
れ
、
個
々
の
没
年
と
大
過
無
い

型
式
の
石
塔
を
、
新
た
に
形
成
し
た
墓
域
に
配
置
し
て
い
る
。
高
伝
寺
墓
所
に
お

い
て
は
、
か
つ
て
の
主
君
龍
造
寺
家
の
も
の
を
集
め
て
お
り
、
こ
れ
は
廃
藩
置
県

が
あ
っ
た
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）、
藩
主
鍋
島
直
大
が
行
な
っ
た
事
業
で
あ
る
。

福
昌
寺
跡
・
願
成
寺
墓
所
に
つ
い
て
は
、
と
も
に
藩
主
家
に
繋
が
る
系
譜
の
島
津

宗
家
・
下
相
良
家
の
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
三
代
相
良
頼
喬
が
、
元
禄
年
間
頃
、

藩
主
家
の
権
威
高
揚
を
図
っ
て
墓
所
を
整
備
し
た
事
業
の
一
環
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

江
戸
時
代
に
お
け
る
中
世
墓
石
類
の
供
養
・
顕
彰

中
世
の
型
式
（
個
々
の
没
年
と
大
過
無
い
型
式
、
あ
る
い
は
没
年
か
ら
時
間
を

経
過
し
て
い
る
も
の
の
中
世
期
に
収
ま
る
型
式
の
墓
石
類
）
で
あ
っ
て
も
、
江
戸

時
代
以
降
に
供
養
・
顕
彰
行
為
の
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
灯
籠
を
奉

献
す
る
、
顕
彰
碑
を
造
立
す
る
、
囲
繞
施
設
・
大
形
基
壇
・
覆
屋
な
ど
の
設
え

を
造
作
す
る
な
ど
で
、
多
く
の
事
例
が
あ
り
、
そ
の
経
緯
か
ら
三
大
別
で
き
る
。

江
戸
時
代
に
大
名
家
・
上
級
武
士
と
し
て
存
続
し
た
家
の
も
の
で
あ
る
（
第

2
図
21
～
24
）。
鹿
児
島
県
に
お
い
て
は
、
管
見
の
他
に
も
多
数
の
事
例
が
あ
り
、

こ
れ
は
鹿
児
島
藩
が
中
世
以
来
の
在
地
領
主
に
よ
る
土
地
支
配
（
外
城
制
度
）
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を
継
続
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

○
福
岡
藩
：
小
寺
職
隆
塔
（
天
正
一
三
年
―
一
五
八
五
没
頃
の
型
式
）、
○
鹿

児
島
藩
：
姶
良
市
豊
州
島
津
初
代
季
久
塔
（
文
明
九
年
―
一
四
七
七
没
頃
の
型

式
）・
同
六
代
朝
久
塔
（
文
禄
二
年
―
一
五
九
三
没
頃
の
型
式
）、
出
水
市
薩
州

島
津
初
代
用
久
～
七
代
忠
辰
塔
（
長
禄
三
年
―
一
四
五
九
没
～
慶
長
二
年
か
―

一
五
九
七
没
頃
の
型
式
）・
同
忠
兼
塔
（
永
禄
八
年
―
一
五
六
五
没
頃
の
型
式
）、

鹿
児
島
市
川
田
義
朗
塔
（
文
禄
二
年
―
一
五
九
三
没
頃
の
型
式
）

小
寺
職
隆
塔
に
つ
い
て
補
記
し
て
お
く
。
福
岡
藩
祖
黒
田
如
水
の
父
で
、
二
百
年

忌
に
あ
た
る
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）、
居
城
の
姫
路
市
功
山
城
近
く
に
お
い
て

福
岡
藩
が
整
備
し
て
い
る
（
福
岡
市
二
〇
一
一
）。
覆
屋
も
設
え
ら
れ
、
灯
籠
・

石
柵
は
肉
眼
観
察
に
よ
れ
ば
石
材
は
糸
島
花
崗
閃
緑
岩
で
、
灯
籠
は
竿
に
大
き

く
偈
を
刻
し
て
お
り
、
そ
の
特
徴
は
、
福
岡
藩
主
家
墓
所
に
お
い
て
通
用
さ
れ

る
も
の
に
共
通
す
る
。

武
家
と
し
て
は
没
落
し
た
が
、
領
内
に
お
い
て
惣
庄
屋
と
し
て
存
続
し
た
家
の

も
の
、
子
孫
が
神
官
と
し
て
存
続
し
た
家
の
も
の
で
あ
る
。
熊
本
県
の
事
例
を

紹
介
す
る
（
第
2
図
25
・
26
）。

○
熊
本
市
：
内
古
閑
鎮
資
塔
（
元
亀
二
年
―
一
五
七
一
没
頃
の
型
式
）、
○
山
都

町
：
阿
蘇
惟
種
塔
（
天
正
一
二
年
―
一
五
八
四
没
頃
の
型
式
）

阿
蘇
惟
種
塔
に
つ
い
て
は
、
石
柵
の
記
銘
が
注
目
さ
れ
る
。「
村
役
人
世
話
人
／

氏
子
中
」
と
し
て
名
字
の
無
い
四
人
の
名
前
が
連
記
さ
れ
て
お
り
、
地
元
の
村
人

が
造
っ
た
こ
と
が
判
る
。
江
戸
時
代
以
降
、
領
民
の
階
層
や
居
住
地
が
固
定
化

さ
れ
時
間
が
経
過
す
る
な
か
で
、
彼
ら
の
郷
土
意
識
が
高
ま
り
、
か
つ
て
の
「
お

ら
が
村
の
殿
様
」・「
縁
の
殿
様
」
を
供
養
・
顕
彰
す
る
行
為
が
あ
り
、
本
例
は

こ
れ
を
如
実
に
示
す
も
の
と
捉
え
た
い
。

　

中
世
に
お
い
て
没
落
し
、
か
つ
、
そ
の
子
孫
が
領
内
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
氏
族

の
も
の
で
、
数
は
僅
か
で
あ
る
（
第
2
図
27
・
28
）。

○
大
分
県
：
大
分
市
長
宗
我
部
信
親
塔
（
天
正
一
四
年
―
一
五
八
六
没
頃
の
型

式
）、
○
熊
本
県
：
山
鹿
市
宇
野
親
治
塔
（
一
四
世
紀
の
型
式
）

長
宗
我
部
信
親
塔
は
、
戦
死
地
近
く
（
戸
次
川
の
戦
い
）
に
あ
り
、
四
国
地
方
に

は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
管
見
の
限
り
当
該
地
に
類
例
を
見
な
い
摩
尼
輪
塔
で
あ
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
以
降
の
供
養
・
顕
彰
の
形
跡
と
し
て
は
、
大

形
の
自
然
石
を
積
ん
だ
塚
状
の
基
壇
、
鉄
製
鳥
居
、
明
治
二
二
年
銘
・
四
百
年

忌
な
ど
二
基
の
慰
霊
碑
が
あ
る
。
宇
野
親
治
塔
に
は
近
現
代
に
設
え
た
石
柵
が

見
ら
れ
る
。
長
宗
我
部
氏
は
大
坂
の
陣
後
、
信
親
弟
の
盛
親
の
家
系
が
存
続
し

た
と
さ
れ
、
宇
野
氏
は
隈
部
氏
の
祖
で
、
隈
部
氏
は
肥
後
国
衆
一
揆
後
に
傍
流

が
存
続
し
た
と
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
領
内
に
は
留
ま
っ
て
い
な
い
。
信
親
は
著

名
な
悲
運
の
武
将
と
し
て
、
親
治
は
山
鹿
温
泉
を
発
見
し
た
と
の
伝
承
か
ら
温
泉

（
地
域
振
興
）
の
祖
と
し
て
、
地
元
民
が
主
体
と
な
っ
た
造
作
と
考
え
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
に
お
け
る
墓
石
類
の
想
定
・
見
立
て

中
世
石
塔
を
中
世
領
主
・
武
将
の
そ
れ
と
想
定
、
あ
る
い
は
見
立
て
て
供
養

対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
熊
本
県
に
お
け
る
代
表
例
を
挙
げ
る
（
第

2
図
29
・
30
）。

多
良
木
町
蓮
花
寺
跡
に
は
一
五
世
紀
中
頃
に
没
落
す
る
上
相
良
氏
の
五
輪

塔
群
が
あ
り
、
二
～
六
代
の
地
輪
背
面
に
は
俗
名
・
没
年
銘
が
認
め
ら
れ
る
。

俗
名
で
あ
る
こ
と
、
彫
り
方
に
竹
彫
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
江
戸
時
代
以

降
の
追
刻
と
考
え
ら
れ
る
。
う
ち
、
四
代
経
頼
（
延
文
三
年
―
一
三
五
八
没

か
）・
五
代
頼
仲
（
応
永
七
年
―
一
四
〇
〇
没
か
）・
六
代
頼
忠
（
正
長
元
年
―

一
四
二
八
没
か
）
塔
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
没
年
よ
り
半
世
紀
以
上
先
行
す
る
型
式

で
あ
り
、
逆
修
塔
の
可
能
性
を
含
め
、
本
来
、
彼
ら
を
対
象
と
し
た
も
の
と
は
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言
い
難
い
。
時
代
を
経
、
そ
の
正
否
も
判
ら
な
く
な
っ
た
江
戸
時
代
に
、
改
め

て
供
養
す
る
う
え
で
追
刻
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

八
代
市
泰
勝
院
跡
に
は
、
細
川
忠
興
の
供
養
に
よ
る
織
田
信
長
塔
が
あ
る
。

後
家
合
せ
で
は
あ
る
が
一
四
世
紀
代
の
在
地
型
式
の
大
形
五
輪
塔
で
、
そ
の
地

輪
に「
織
田
将
軍
／
去
遊
四
十
九
才
／
天
正
十
年
六
月
三
日
／
□
四
十
八
」・「
寛

永
十
八
年
六
月
三
日
／
細
川
参
議
敬
建
」
の
追
刻
が
あ
る
。
中
世
五
輪
塔
を
信

長
の
供
養
塔
と
見
立
て
た
も
の
で
、
茶
人
忠
興
ら
し
い
仕
業
と
い
え
る
。

以
上
、
現
存
す
る
中
世
領
主
・
武
将
の
墓
石
類
は
戦
国
期
の
も
の
が
圧
倒
的

に
多
い
。
ま
た
、
地
生
え
大
名
家
が
先
祖
の
そ
れ
を
墓
所
に
ま
と
め
て
整
備
し

た
も
の
の
他
、
新
規
に
造
立
し
た
も
の
、
中
世
の
墓
石
類
を
そ
れ
と
想
定
・
見

立
て
た
も
の
、
奉
献
灯
籠
や
石
柵
な
ど
の
付
帯
施
設
を
造
作
し
た
も
の
な
ど
、

江
戸
時
代
以
降
に
供
養
・
顕
彰
の
対
象
と
な
っ
た
資
料
が
多
く
、
そ
れ
故
、
現

在
に
い
た
る
ま
で
維
持
管
理
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

ｃ
．菊
池
氏
の
墓
石
類

　

前
節
を
踏
ま
え
、
菊
池
氏
の
墓
石
類
に
つ
い
て
位
置
づ
け
を
行
な
う
。
中
世

期
に
没
落
し
、
か
つ
、
江
戸
時
代
以
降
に
子
孫
と
伝
わ
る
家
は
存
続
す
る
も
の

の
領
内
に
は
留
ま
ら
な
か
っ
た
氏
族
と
し
て
は
、
そ
の
数
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
子
孫
と
し
て
著
名
な
家
に
は
、
二
二
代
能
運
か
ら
の
系
譜

と
伝
わ
る
米
良
家
・
石
坂
家
が
あ
る
。

以
下
、
前
節
の
類
型
に
倣
い
、
主
な
事
例
を
紹
介
す
る
。

江
戸
時
代
以
降
に
お
け
る
新
規
造
立

　

本
項
で
は
、
墓
石
類
に
加
え
、
個
人
を
祭
神
と
す
る
神
社
、
廟
と
さ
れ
る
神

社
を
取
上
げ
る
。

顕
著
な
事
例
と
し
て
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
亀
趺
碑
・
墓
で
あ
る
。
中
世

領
主
・
武
将
に
対
し
て
こ
れ
が
用
い
ら
れ
る
の
は
九
州
で
は
菊
池
氏
に
お
い
て
の

み
で
あ
り
、
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。
一
三
代
武
重
・
一
五
代
武
光
・
一
七
代

武
朝
・
二
三
代
政
隆
の
碑
・
墓
が
あ
り
、
菊
池
市
内
、
そ
れ
ぞ
れ
の
縁
の
地
に

点
在
す
る
。
詳
細
は
次
章
に
譲
る
が
、
こ
こ
で
は
、
何
故
、
位
階
制
に
お
い
て
高

位
を
表
徴
す
る
亀
趺
形
態
が
、
彼
ら
の
碑
・
墓
に
選
択
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
触

れ
て
お
く
。
武
光
は
、
懐
良
親
王
を
奉
じ
て
九
州
に
お
け
る
南
朝
勢
力
の
最
盛

期
を
築
き
、百
戦
百
勝
の
将
と
称
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、楠
木
正
成
碑
に
倣
っ
て
、

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）、
菊
池
氏
と
し
て
は
最
初
に
亀
趺
碑
を
も
っ
て
顕
彰
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
武
重
・
政
隆
・
武
朝
の
順
で
造
ら
れ
、
武
重
は
後
醍
醐
天
皇

に
近
侍
し
肥
後
守
護
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
、
政
隆
は
本
家
の
系
譜
と
し
て
は
最

後
の
当
主
で
あ
っ
た
こ
と
、
武
朝
は
南
朝
退
勢
期
に
あ
っ
て
託
麻
原
の
戦
い
に
勝

利
し
、
南
北
朝
合
一
後
に
改
め
て
肥
後
国
守
護
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。　

初
代
則
隆
・二
〇
代
為
邦
に
つ
い
て
は
、有
角
五
輪
塔
が
選
択
さ
れ
て
い
る
（
第

3
図
31
・
32
）。
有
角
五
輪
塔
は
火
輪
の
軒
端
が
角
状
に
伸
び
る
、
通
常
よ
り

も
派
手
な
形
状
の
異
形
五
輪
塔
で
、
則
隆
塔
は
文
化
一
五
年
（
一
八
一
八
）
の

造
立
、
為
邦
塔
は
一
八
世
紀
中
葉
～
後
半
の
型
式
で
あ
る
。
と
も
に
肥
前
地
方

で
発
生
・
隆
盛
し
た
型
式
の
系
譜
上
に
あ
る
在
地
産
塔
で
あ
る
が
、
肥
後
に
お

い
て
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
有
角
五
輪
塔
は
衰
退
し
現
存
数
も
少
な
い
（
野

村
・
美
濃
口
二
〇
一
九
）。
そ
の
当
時
に
あ
っ
て
、
通
常
の
五
輪
塔
で
は
な
く
、

あ
え
て
こ
れ
を
選
択
し
た
の
は
、
よ
り
荘
厳
化
さ
れ
た
形
態
を
も
っ
て
顕
彰
す

る
意
図
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
則
隆
塔
は
渋
江
公
正
『
菊
池

風
土
記
』（
今
坂
一
九
九
六
）（
３
）
に
お
い
て
居
館
と
さ
れ
た
菊
池
市
「
菊
之
城
」

推
定
地
に
、
為
那
塔
は
菊
池
市
玉
祥
寺
墓
の
分
墓
と
さ
れ
、
隠
居
し
て
禅
の
語
録
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「
碧
巌
録
」
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
同
市
碧
巌
寺
に
あ
る
。

一
七
代
武
朝
に
つ
い
て
は
、
亀
趺
碑
の
ほ
か
、
菊
池
本
城
北
西
の
防
衛
拠
点
と

さ
れ
る
菊
池
市
稗
方
城
跡
に
方
柱
形
の
小
形
墓
石
（
笠
消
失
）
が
あ
る
（
第
3

図
33
）。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
城
北
村
大
字
稗
方
の
地
元
民
が
造
立
し
た

も
の
で
あ
る
。
二
三
代
政
隆
に
つ
い
て
も
、
菊
池
市
安
国
寺
の
亀
趺
墓
と
同
じ

石
柵
区
画
内
に
も
う
一
つ
の
墓
石
（
小
形
の
笠
塔
婆
形
）
が
あ
る
（
第
3
図
34
）。

一
八
世
紀
前
半
の
型
式
で
、
主
銘
に
戒
名
が
刻
さ
れ
る
仏
式
塔
で
あ
る
。
江
戸

時
代
に
お
け
る
菊
池
氏
への
供
養
・
顕
彰
が
武
光
碑
造
立
前
か
ら
行
な
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
す
事
例
と
い
え
る
。

一
二
代
武
時
に
つ
い
て
は
、
彼
を
祭
神
と
す
る
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
創

建
の
福
岡
市
菊
池
神
社
（
胴
塚
）、
昭
和
７
年
（
一
九
三
二
）
創
建
の
同
市
菊

池
霊
社
（
首
塚
）
が
あ
る
（
第
3
図
35
）。
両
社
と
も
葬
地
と
さ
れ
、
神
体
と

し
て
自
然
石
の
墓
石
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
武
時
が
再
興
し
た
熊
本
県

山
鹿
市
日
輪
寺
に
供
養
塔
（
大
形
五
輪
塔
）
が
あ
る
（
第
3
図
36
）。
一
九
世

紀
代
の
型
式
で
、
記
銘
に
は
「
肥
後
守
武
時
入
道
」
と
俗
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

武
時
を
祀
る
神
社
や
供
養
塔
が
三
箇
所
（
合
祀
さ
れ
た
隈
府
菊
池
神
社
を
含

め
れ
ば
四
箇
所
）
も
あ
る
の
は
、
鎮
西
探
題
襲
撃
に
み
る
忠
誠
や
袖
ヶ
浦
の
別

れ
の
ド
ラ
マ
、
楠
木
正
成
に
よ
る
賞
賛
な
ど
が
、
こ
れ
ら
の
創
建
・
造
立
当
時
、

彼
を
し
て
南
朝
忠
臣
の
象
徴
と
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
以
降
に
お
け
る
中
世
墓
石
類
の
供
養
・
顕
彰

菊
池
市
玉
祥
寺
に
は
、
二
〇
代
為
邦
・
二
一
代
重
朝
の
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
二

基
が
あ
る
（
第
3
図
37
～
41
）。
塔
身
に
段
形
を
有
し
、
当
該
地
域
を
主
分
布

域
と
す
る
型
式
で
（
前
川
一
九
九
五
）、
為
邦
（
長
享
二
年
―
一
四
八
八
）・
重

朝
（
明
応
二
年
―
一
四
九
三
）
の
没
年
と
大
過
無
い
時
期
の
造
立
と
考
え
ら
れ

る
。
二
基
は
同
一
の
石
塀
区
画
に
あ
り
、
こ
の
石
塀
に
は
「
天
明
七
年
丁
未
仲

春
日
」・「
石
工
荒
木
治
兵
衛
…
」
の
銘
が
あ
る
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
は

為
邦
三
百
年
忌
法
要
が
執
り
行
わ
れ
た
年
で
あ
る
。「
宗�

伝
次
日
記
」（『
嶋
屋

日
記
』
収
録
、
花
岡
一
九
八
七
）
の
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
記
事
に
は
、
武

光
亀
趺
碑
が
完
成
し
、
そ
の
石
工
が
「
玉
祥
寺
村
次
平
」
と
あ
り
、「
石
工
荒

木
治
兵
衛
」
銘
は
こ
れ
と
同
一
人
物
の
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

菊
池
氏
家
紋
「
並
び
鷹
の
羽
」
を
陽
刻
し
た
灯
籠
一
対
に
は
「
宗
氏
」・「
岡
山
氏
」

の
奉
献
者
銘
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
隈
府
町
衆
の
宗�

伝
次
・
岡
山
仙
助
と
み
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
墓
所
整
備
は
三
百
年
忌
を
期
し
て
の
事
業
と
捉
え
ら
れ
る
。

一
八
代
兼
朝
・
一
九
代
持
朝
、
一
族
の
赤
星
有
隆
・
城�

武
岑
の
石
塔
は
、
球

心
宝
篋
印
塔
と
い
わ
れ
る
形
態
で
（
石
田
一
九
六
九
）、
小
異
は
あ
る
も
の
の
塔

身
が
球
形
、
基
礎
に
蓮
華
座
を
持
つ
こ
と
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
（
第
3
図
42
～

第
4
図
46
）。
九
州
に
お
い
て
は
鹿
児
島
県
霧
島
神
社
の
二
例
が
知
ら
れ
て
お
り
、

管
見
の
限
り
、
熊
本
県
内
で
は
明
確
な
も
の
は
菊
池
市
域
に
の
み
認
め
ら
れ
る
。

兼
朝
塔
に
つ
い
て
は
後
家
合
せ
と
も
み
ら
れ
る
が
、
四
基
と
も
中
世
期
の
造
立

と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
以
降
の
付
帯
施
設
と
し
て
は
、
兼
朝
塔
に
は
石
塀
・

灯
籠
・
水
盤
（
灯
籠
・
水
盤
は
明
治
二
八
年
―
一
八
九
五
銘
）、持
朝
塔
に
は
石
塀
・

供
台（
供
台
は「
皇
紀
二
千
五
百
九
十
五
年
」―
一
九
三
五
銘
）、赤
星
・
城
塔（
同

一
区
画
内
）
に
は
石
塀
（「
文
政
七
甲
申
春
」
―
一
八
二
四
銘
）
が
見
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
に
お
け
る
墓
石
類
の
想
定
・
見
立
て

菊
池
市
正
観
寺
に
は
、一
六
代
武
政
（
文
中
三
年
―
一
三
七
四
没
）・
武
澄
（
正

平
一
二
年
―
一
三
五
七
没
）・
武
国
（
一
四
世
紀
後
半
没
か
）
の
菊
鹿
型
宝
篋
印

塔
が
あ
る
（
第
4
図
47
～
50
）。
い
ず
れ
も
後
家
合
せ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
没
年
か

ら
時
間
が
経
過
し
た
一
五
・一
六
世
紀
の
型
式
で
あ
る
。
武
政
塔
・
武
国
塔
の
塔
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身
に
は
江
戸
時
代
以
降
の
俗
名
追
刻
が
あ
る
。
武
政
塔
は
、
天
明
年
間
、
正
観

寺
の
「
卵
塔
場
」
で
多
く
の
石
塔
群
の
な
か
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
い
う
（
後
藤

一
九
一
六
・
今
坂
一
九
九
六
）。
当
時
、
何
故
そ
れ
を
武
政
の
も
の
と
認
識
し
得

た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
こ
の
時
、
改
め
て
供
養
す
る
う
え
で
俗

名
を
追
刻
し
、
ま
た
、
字
形
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
武
国
塔
に
つ
い
て
も
同

時
期
に
追
刻
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
武
政
・
武
澄
・
武
国
塔
と
も
、
そ

れ
ぞ
れ
に
石
塀
が
設
え
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
後
期
以
降
の
造
作
で
あ
る
。

二
二
代
能
運
塔
は
、
正
観
寺
実
相
院
跡
に
あ
る
後
家
合
せ
の
大
形
五
輪
塔
二

基
が
並
ぶ
も
の
で
、記
銘
が
無
い
た
め
、ど
ち
ら
が
能
運
塔
か
は
不
明
で
あ
る
（
第

4
図
51
～
54
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
空
風
輪
・
火
輪
に
つ
い
て
は
没
年
（
永
正
元
年

―
一
五
〇
四
）
と
大
過
無
い
型
式
で
は
あ
る
も
の
の
、
後
家
合
せ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
後
世
に
そ
れ
と
想
定
し
見
立
て
た
こ
と
は
明
ら
か
と
い
え
る
。
想
定
の

時
期
は
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
刊
の
『
菊
池
風
土
記
』
で
は
所
在
不
明
と

し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
降
、
囲
繞
す
る
石
塀
銘
「
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

丁
巳
十
月
建
／
菊
池
公
祭
連
中
／
世
話
人
水
田
長
左
衛
門
」、塔
前
の
顕
彰
碑
銘

「
安
政
四
年
五
月
」
か
ら
、そ
れ
以
前
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、「
見
聞
録
」

（『
嶋
屋
日
記
』
収
録
、
花
岡
一
九
八
七
）
に
よ
れ
ば
、
安
政
四
年
は
、
能
運

の
法
要
が
執
り
行
な
わ
れ
て
お
り
、
石
塀
や
碑
の
設
え
は
、
こ
れ
を
期
し
て
の

事
業
と
考
え
ら
れ
る
。

神
社
を
廟
と
す
る
事
例

二
代
経
隆
に
つ
い
て
は
、
菊
池
市
若
宮
神
社
の
社
殿
が
廟
と
伝
わ
る
（
第
4

図
55
～
57
）。
中
世
領
主
の
廟
と
し
て
は
、
西
南
戦
争
に
よ
り
焼
失
し
た
下
相
良

初
代
長
頼
の
金
堂
が
知
ら
れ
る
が
、
熊
本
県
内
で
は
他
に
は
本
例
の
み
で
あ
る
。

社
殿
脇
に
文
化
八
年（
一
八
一
一
）銘
の
渋
江
公
正
撰
文
に
よ
る
顕
彰
碑
が
あ
り
、

こ
れ
に
は
「
惟
菊
池
二
代
藤
原
經
隆
公
之
墳
塋
也
邑
人
尊
崇
之
厚
□
奉
祭
祈
豐

登
穰
疫
疾
當
水
旱
災
禍
變
奉
齊
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
碑
文
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、
儒
者
公
正
が
顕
彰
す
る
以
前
か
ら
、
地
元
民
に
お
い
て
菊
池
氏
が

民
間
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
他
の
供
養
・
顕
彰

前
項
ま
で
に
指
摘
し
た
他
に
も
、
供
養
・
顕
彰
の
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
事
例

が
あ
る
。
奉
献
灯
籠
・
顕
彰
碑
な
ど
に
注
目
す
る
（
第
4
図
58
～
62
）。

奉
献
灯
籠
に
は
、
初
代
則
隆
塔
前
（
文
政
八
年
―
一
八
二
五
銘
一
対
）、
一
五

代
武
光
碑
前
（
天
明
八
年
―
一
七
八
八
銘
一
対
）、
二
三
代
政
隆
墓
前
（
嘉
永

四
年
―
一
八
五
一
銘
）
が
あ
る
。
一
三
代
武
重
の
墓
域
に
は
、
と
も
に
地
元
民

に
よ
る
明
治
三
七
年
銘
（
一
九
〇
四
）
と
昭
和
四
〇
年
造
（
一
九
六
五
）
の
顕

彰
碑
二
基
が
あ
る
。
前
者
は
、
将
軍
木
や
歴
代
墓
の
整
備
な
ど
菊
池
氏
の
顕
彰

に
努
め
た
片
岡
家
善
が
、
初
代
則
隆
の
下
向
八
三
五
年
（
と
伝
わ
る
）
を
期

し
て
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
正
観
寺
実
相
院
跡
の
二
二
代
能
運
塔
脇
に
は
一
二

代
武
時
・
一
四
代
武
士
・
一
七
代
武
朝
の
三
名
を
対
象
と
し
た
明
治
二
七
年
銘

（
一
八
九
四
）
の
「
遥
拝
所
」
碑
が
あ
る
。
そ
の
他
、
初
代
則
隆
を
は
じ
め
、

武
重
・
武
光
・
武
政
・
兼
朝
・
持
朝
・
能
運
・
政
隆
な
ど
の
墓
石
類
の
前
に
は
、「
明

治
二
十
七
年
」（
一
八
九
四
）・「
菊
池
社
前
百
石
有
志
…
周
旋
人
片
岡
家
善
」、「
明

治
卅
六
年
」（
一
九
〇
三
）・「
菊
池
文
化
顕
彰
會
」
銘
の
標
柱
が
建
て
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
挙
げ
て
お
く
。

以
上
、
菊
池
氏
の
墓
石
類
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
近
現
代
に
至

る
ま
で
、
地
元
民
に
よ
る
供
養
・
顕
彰
を
示
す
石
造
物
が
多
い
こ
と
が
、
他
地

域
と
は
異
な
る
特
徴
と
い
え
る
。
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二
．
菊
池
氏
の
亀
趺
碑
・
墓

菊
池
氏
の
亀
趺
碑
・
墓
を
相
対
化
す
る
う
え
で
、
ま
ず
は
九
州
の
状
況
を
概

観
す
る
。
原
則
、
江
戸
時
代
の
亀
趺
碑
・
墓
・
塔
を
扱
い
、
個
々
資
料
の
観
察

は
第
2
表
に
譲
る
。
な
お
、
名
称
「
碑
」・「
墓
」・「
塔
」
の
弁
別
は
、
現
物
に

刻
さ
れ
た
題
字（
篆
額
・
主
銘
な
ど
）に
従
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
を
総
称
す
る
場
合
、

本
稿
で
は
「
亀
趺
碑
類
」
と
仮
称
す
る
。

ａ
．亀
趺
碑
と
は

　

既
往
研
究
の
成
果
を
も
と
に
概
述
す
る
（
平
勢
一
九
九
三
・二
〇
〇
四
）。
亀

趺
碑
は
中
国
に
起
源
を
持
ち
、
韓
半
島
で
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、

日
本
で
は
江
戸
時
代
に
発
生
す
る
。
碑
の
基
礎
（
趺
）
を
贔
屓
と
す
る
の
が
特

徴
で
、
贔
屓
と
は
龍
の
子
と
さ
れ
（
龍
生
九
子
）、
形
状
は
亀
蛇
で
、
重
き
を

支
え
る
こ
と
を
好
む
と
さ
れ
る
霊
獣
で
あ
る
。

　

亀
趺
は
、
形
態
に
よ
り
文
字
通
り
の
亀
首
と
、
一
般
に
耳
・
牙
を
持
ち
頸
を

明
確
に
も
た
げ
る
獣
首
と
が
あ
り
、
後
者
は
新
羅
後
期
か
ら
高
麗
期
の
韓
半
島
、

江
戸
時
代
以
降
の
日
本
に
見
ら
れ
る
。
尾
部
は
主
に
蛇
尾
形
と
蓑
尾
形
が
あ
り
、

表
現
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
碑
石
に
は
原
則
篆
額
を
伴
い
、
碑
身
と
は
画
さ

れ
た
碑
首
を
持
つ
も
の
も
多
く
見
ら
れ
る
。

　

本
来
は
、
墓
前
に
設
え
ら
れ
る
官
位
三
品
（
唐
代
で
は
五
品
）
以
上
の
被
葬

者
の
事
績
を
伝
え
る
も
の
で
、
墓
石
そ
れ
自
体
で
は
な
い
。
墓
前
で
は
な
く
墓

道
に
設
置
さ
れ
た
も
の
を
特
に
神
道
碑
と
呼
ぶ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
墓
所
に
あ
っ
て

は
、
被
葬
者
を
顕
彰
す
る
附
属
施
設
と
し
て
み
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

中
国
を
起
源
と
す
る
儒
式
の
施
設
で
あ
り
、
儒
教
の
葬
制
に
お
い
て
形
状
や

あ
り
方
が
規
定
さ
れ
る
が
、
一
方
、
仏
教
に
お
い
て
は
水
天
や
妙
見
菩
薩
等
の

乗
騎
と
し
て
亀
趺
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

日
本
に
お
け
る
亀
趺
碑
の
嚆
矢
は
、
と
も
に
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
銘
の

山
口
重
信
碑
・
永
井
月
旦
碑
が
大
名
家
の
も
の
と
し
て
最
古
例
と
さ
れ
、
碑
文

は
と
も
に
林
羅
山
の
撰
で
あ
る
（
藤
井
一
九
九
二・
三
好
二
〇
一
一
）。
大
名
家

の
亀
趺
碑
に
お
い
て
は
林
家
が
関
わ
る
事
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。

ｂ
．九
州
に
お
け
る
亀
趺
類
の
概
観

亀
趺
碑
類
出
現
前
の
資
料

ま
ず
は
、
亀
趺
は
持
た
な
い
も
の
の
、
そ
の
出
現
前
に
お
け
る
関
連
事
例
二

基
を
紹
介
し
て
お
く
（
第
5
図
63
・
64
）。
と
も
に
大
名
藩
主
家
当
主
の
碑
文

を
伴
う
大
形
墓
石
で
、
没
後
間
も
な
い
時
期
の
造
立
と
考
え
ら
れ
る
。

福
岡
市
崇
福
寺
の
福
岡
藩
祖
黒
田
如
水
墓
石
（
慶
長
九
年
―
一
六
〇
四
没
）

は
、
碑
文
を
伴
う
形
態
の
墓
石
と
し
て
は
九
州
最
古
の
事
例
で
あ
る
。
碑
文
の

撰
者
景
轍
玄
蘇
は
、
宗
家
に
仕
え
、
文
禄
の
役
か
ら
そ
の
後
の
己
酉
約
条
な
ど

朝
鮮
外
交
に
お
い
て
活
躍
し
、
朝
鮮
王
朝
か
ら
銅
印
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
禅

僧
で
（
長
一
九
八
五
）、
本
例
は
韓
半
島
の
文
化
に
精
通
し
た
彼
の
知
見
・
指
導

に
よ
る
造
立
と
考
え
ら
れ
る
。

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
没
の
小
倉
藩
初
代
小
笠
原
忠
真
墓
石
は
、
忠
真
開

基
に
よ
る
臨
済
宗
黄
檗
派
（
以
下
「
黄
檗
宗
」）
の
北
九
州
市
福
聚
寺
に
あ
り
、

篆
額
と
弧
状
（
竹
管
半
裁
形
）
の
笠
が
つ
く
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
弧
状
の

笠
は
、
碑
身
頭
部
の
形
状
（
円
首
）
に
合
わ
せ
た
も
の
で
、
同
形
態
は
、
後
述

す
る
九
州
の
事
例
の
ほ
か
、
永
井
月
旦
碑
・
摂
州
伊
勢
寺
碑
な
ど
関
西
の
亀
趺

碑
（
三
好
二
〇
一
一
）
に
類
例
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
二
例
は
、
九
州
に
お
け
る
亀
趺
出
現
前
か
ら
、
葬
制
に
お
い
て
朝
鮮
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半
島
を
含
め
大
陸
文
化
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

亀
趺
碑
類
の
形
態

　

九
州
の
亀
趺
碑
類
に
お
け
る
造
立
の
目
的
・
性
格
は
様
々
で
あ
る
。
以
下
、

列
記
す
る
。

○
藩
主
家
・
上
級
武
士
層
の
事
績
顕
彰
碑
、
○
墓
石
（
黄
檗
宗
寺
院
に
あ
る

な
ど
）、
○
儒
教
的
要
素
の
強
い
碑
（
聖
堂
記
念
、
儒
者
の
事
績
顕
彰
な
ど
）、

○
仏
教
的
要
素
の
強
い
碑
・
塔
（
開
山
僧
の
事
績
顕
彰
、
寺
堂
創
建
や
中
興
の

記
念
、
法
華
経
等
の
読
誦
成
就
記
念
、
一
字
一
石
経
埋
納
に
伴
う
地
上
標
徴
な

ど
）、
○
墾
田
事
業
の
記
念
碑
、
○
奉
献
灯
籠
・
水
盤

形
状
は
個
体
差
が
著
し
い
も
の
の
、
藩
主
家
・
上
級
武
士
層
の
碑
に
つ
い
て
は

総
じ
て
大
形
か
つ
丁
寧
な
つ
く
り
で
、
篆
額
・
双
龍
の
表
現
を
伴
う
な
ど
亀
趺

碑
本
来
の
形
態
を
踏
ま
え
て
お
り
、
そ
の
権
威
を
象
徴
し
て
い
る
（
第
5
図
65
、

第
6
図
82
・
84
な
ど
）。

そ
の
他
、
以
下
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
亀
趺
に
つ
い
て
は
、
長
崎
県
五
島

市
毘
盧
蔵
閣
碑・佐
賀
県
武
雄
市
焼
山
の
墾
田
碑（
頭
部
が
碑
身
の
側
面
を
向
く
）

（
第
5
図
78
、
第
6
図
80
）
を
除
き
、
頭
部
の
向
き
は
全
て
碑
身
・
塔
身
正
面

と
同
方
向
で
あ
る
。
頭
頸
は
獣
首
が
殆
ど
で
、
顎
部
の
形
状
か
ら
亀
首
と
し
た

も
の
で
も
鹿
児
島
県
姶
良
市
鳳
山
軒
碑
（
第
5
図
69
）
の
他
は
全
て
耳
や
牙
等

を
表
現
し
て
い
る
。
尾
部
は
鹿
児
島
県
資
料
に
数
例
の
蛇
尾
が
認
め
ら
れ
る
他
、

全
て
蓑
尾
で
あ
る
。
碑
首
に
つ
い
て
は
、
碑
身
と
の
区
画
が
不
明
瞭
な
も
の
、
碑

首
が
無
い
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
が
、
鹿
児
島
県
姶
良
市
に
お
い
て
は
、
碑
首
を

明
確
に
画
し
、
棺
を
吊
り
降
ろ
す
際
に
縄
を
通
す
た
め
と
さ
れ
る
方
孔
（
方
穿
）

を
伴
う
資
料
が
多
い
（
第
5
図
65
～
68
）。
同
市
能
仁
寺
跡
加
治
木
島
津
家
墓

所
に
は
、
亀
趺
は
伴
わ
な
い
も
の
の
、
塔
身
に
同
様
の
方
孔
を
穿
つ
墓
石
（「
嗚

呼
兦
女
道
之
墓
」
銘
な
ど
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

最
後
に
異
形
例
を
紹
介
す
る
。
唐
津
藩
大
久
保
初
代
忠
職
碑
・
佐
賀
鹿
島
支

藩
二
代
鍋
島
直
條
碑
で
、
と
も
に
立
方
形
の
基
礎
に
贔
屓
・
波
濤
を
刻
む
も
の

で
あ
る
（
第
5
図
70
～
73
）。
贔
屓
の
造
形
は
立
体
物
で
は
な
い
も
の
の
、
碑
文
・

篆
額
等
を
伴
う
こ
と
、
前
述
の
よ
う
に
関
西
の
事
例
に
共
通
す
る
弧
状
（
竹
管

半
裁
形
）
の
笠
が
つ
く
こ
と
か
ら
亀
趺
碑
と
捉
え
ら
れ
る
。

亀
趺
碑
類
の
時
期

寛
文
一
二
年
（
一
六
七
二
）
銘
の
唐
津
藩
大
久
保
初
代
忠
職
碑
が
初
現
で
、

造
立
者
の
二
代
忠
朝
が
後
に
転
封
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
を
領
し
た
功
績

を
碑
と
し
て
留
め
る
意
図
に
よ
る
造
立
と
み
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
の
年
記
銘
を

持
つ
も
の
で
は
、
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
の
鹿
児
島
藩
八
代
島
津
重
豪
碑
・

武
雄
市
焼
山
の
墾
田
碑
が
最
新
で
、
概
ね
一
八
世
紀
前
半
に
増
加
す
る
傾
向
が

認
め
ら
れ
、
一
九
世
紀
の
作
例
も
多
い
。

亀
趺
碑
類
の
分
布
と
要
因

九
州
に
お
け
る
亀
趺
碑
類
の
分
布
に
は
、
明
ら
か
な
偏
在
性
が
認
め
ら
れ
る
。

佐
賀
県
・
長
崎
県
（
肥
前
）
と
鹿
児
島
県
（
薩
摩
・
大
隅
西
部
）
に
多
く
、
福

岡
県
・
大
分
県
・
熊
本
県
に
は
少
数
が
存
在
し
、
宮
崎
県
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

以
下
、
多
く
存
在
す
る
県
に
つ
い
て
、
そ
の
要
因
を
述
べ
る
。

佐
賀
県
・
長
崎
県
に
つ
い
て
は
、
長
崎
貿
易
を
通
し
た
中
国
文
化
の
浸
透
、

葬
制
の
導
入
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
（
第
5
図
72
～
第
6
図
81
）。
佐
賀

鹿
島
支
藩
二
代
鍋
島
直
條
碑
が
あ
る
普
明
寺
、
小
城
支
藩
六
代
直
員
室
墓
石
が

あ
る
玉
毫
寺
が
黄
檗
宗
寺
院
で
あ
る
こ
と
が
顕
著
な
事
例
で
あ
り
、
両
寺
に
は

黄
檗
形
式
の
「
寿
塔
」
墓
石
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
京
都
万
福
寺
回
廊



－ 44－

に
掲
示
さ
れ
て
い
る
各
県
の
黄
檗
寺
院
を
見
る
と
、
佐
賀
県
二
一
箇
寺
・
長
崎

県
七
箇
寺
と
九
州
で
は
肥
前
地
方
に
多
く
（
４
）、
こ
れ
ら
が
長
崎
街
道
沿
い
に
分

布
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
黄
檗
宗
の
教
線
拡
大
の
な
か
で
、
寺
院
に
限

ら
ず
中
国
文
化
総
体
が
地
域
に
浸
透
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
造
立
の
目
的
・

性
格
が
藩
主
家
に
関
わ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
聖
堂
記
念
、
寺
堂
記
念
、
寺
院

中
興
記
念
、
経
塔
、
墾
田
事
業
記
念
・
水
盤
の
奉
献
な
ど
、
他
地
域
に
比
べ
て

多
岐
に
及
ぶ
こ
と
は
、
そ
の
表
れ
と
い
え
よ
う
。
浄
土
宗
の
長
崎
市
大
音
寺
伝

誉
上
人
碑
の
造
立
年
銘
に
「
大
清
乾
隆
四
十
一
年
」
と
中
国
年
号
が
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
諫
早
市
市
杵
島
神
社
の
水
盤
に
お
け
る
亀
趺
の
顔
の
造
形
、
特
に

顎
部
に
髭
の
表
現
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
中
国
か
ら
の
直
接
的
な
情
報
が
看
取
さ

れ
る
事
例
も
認
め
ら
れ
る
。

鹿
児
島
県
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
藩
が
江
戸
時
代
初
期
よ
り
財
政
難
解
消
の
た

め
琉
球
を
通
じ
て
中
国
・
朝
鮮
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
と
行
な
っ
て
き
た
琉
球
口
貿

易
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
（
第
6
図
82
～
86
）。
特
に
、
好
奇
心
旺
盛
な
知
識

人
で
あ
っ
た
八
代
重
豪
が
対
外
交
渉
の
実
用
書
と
い
え
る
南
部
方
言
の
中
国
語

辞
書
を
編
纂
す
る
な
ど
積
極
的
に
開
化
政
策
を
推
進
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
（
５
）。
こ
う
し
た
藩
が
主
体
と
な
っ
た
、
中
国
か
ら
の
文
物
だ
け
で
は
な

い
文
化
・
情
報
の
導
入
は
、
亀
趺
に
お
い
て
は
さ
つ
ま
町
の
宮
之
城
島
津
家
四
代

久
通
碑
に
お
け
る
甲
羅
の
骨
状
帯
や
手
足
の
水
か
き
表
現
に
お
い
て
看
取
さ
れ
る

と
い
う
（
松
原
二
〇
一
八
）。
こ
の
他
に
も
、
本
藩
八
代
重
豪
亀
趺
碑
の
基
台
碑

文
（
碑
陰
）
に
お
い
て
、
藩
儒
五
代
秀
堯
が
造
立
に
際
し
て
北
京
と
福
州
の
進
士

に
問
い
合
わ
せ
、「
爲
石
碑
図
様
以
其
制
」、
す
な
わ
ち
亀
趺
の
図
面
を
取
り
寄

せ
、
そ
の
位
階
制
度
や
形
態
を
学
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
成
果
が
、

特
に
碑
首
に
お
け
る
形
状
や
双
龍
・
瑞
雲
の
浮
彫
り
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

特
筆
で
き
よ
う
。

鹿
児
島
県
に
お
け
る
中
国
文
化
の
影
響
は
亀
趺
碑
類
だ
け
で
は
な
い
。
円
柱

に
龍
・
瑞
雲
を
象
し
た
龍
柱
は
、
直
接
的
に
は
琉
球
か
ら
導
入
さ
れ
た
可
能
性

も
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
を
良
く
表
す
も
の
で
あ
る
。
全
国
的
に
見
て
も
本
県
に

は
多
く
、
建
築
物
と
し
て
は
著
名
な
霧
島
神
社
や
鹿
児
島
神
宮
の
社
殿
柱
例
を

は
じ
め
一
五
例
が
あ
る
と
い
う
（
橋
口
二
〇
一
二
）。
こ
こ
で
は
、
墓
所
等
に
見

ら
れ
る
石
造
龍
柱
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
（
第
6
図
87
・
88
）。
好
例
は

霧
島
市
金
剛
寺
跡
に
あ
る
。
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
銘
の
西
南
戦
争
「
慰

霊
燈
」
で
は
あ
る
が
、
亀
趺
の
上
に
龍
柱
を
立
て
て
お
り
、
二
つ
の
中
国
的
要
素

が
合
一
し
た
も
の
と
い
え
る
。
類
例
と
し
て
、
灯
籠
の
竿
石
に
龍
柱
形
が
用
い
ら

れ
る
も
の
を
下
記
に
挙
げ
る
。

○
霧
島
市
金
剛
寺
跡
真
応
上
人
の
入
定
石
室
前
例
、
○
鹿
児
島
市
福
昌
寺
跡
の

本
藩
主
家
墓
所
に
あ
る
二
代
光
久
世
嗣
綱
久
・
五
代
継
豊
・
六
代
宗
信
の
そ
れ

ぞ
れ
墓
前
例
、
○
日
置
市
に
あ
る
日
置
島
津
家
菩
提
寺
の
大
乗
寺
跡
例
、
○
伊

佐
市
南
方
神
社
例
（
寛
延
元
年
―
一
七
四
八
銘
）、
○
同
市
箱
崎
神
社
例
（
明

和
元
年
―
一
七
六
四
銘
）（
６
）

前
三
者
に
年
記
銘
は
無
い
が
、
没
年
は
真
応
上
人
が
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）、

綱
久
が
寛
文
一
三
年
（
一
六
七
三
）、
継
豊
が
宝
暦
一
〇
年
（
一
七
六
〇
）、
宗

信
が
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
で
、
特
に
福
昌
寺
例
に
つ
い
て
は
墓
石
と
の
位
置

や
並
立
す
る
他
の
年
記
銘
を
持
つ
灯
籠
と
の
位
置
関
係
か
ら
、
没
年
と
大
過
無

い
時
期
の
造
立
と
み
ら
れ
る
。
一
八
世
紀
に
増
加
す
る
傾
向
は
亀
趺
碑
類
と
同

じ
で
あ
る
。
そ
の
他
、
灯
籠
竿
石
と
同
様
の
龍
柱
形
の
水
盤
が
、
日
置
市
大
乗

寺
跡
の
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
造
の
島
津
歳
久
墓
前
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
は
龍
柱
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
情
報
が
灯
籠
・
水
盤
に
取
り
込
ま
れ
、

鹿
児
島
独
自
の
中
国
的
形
態
を
発
生
さ
せ
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
鹿

児
島
市
磯
菅
原
神
社
に
あ
る
亀
趺
を
伴
う
灯
籠
に
つ
い
て
も
、
上
記
と
同
様
の
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成
因
と
考
え
ら
れ
る
（
第
6
図
89
）。

碑
文
に
見
る
儒
者
と
の
関
係
性

碑
文
に
は
儒
者
が
撰
じ
た
も
の
が
多
い
。
こ
こ
で
は
亀
趺
碑
に
加
え
藩
主
家
・

上
級
武
士
層
の
事
績
碑
や
碑
文
を
伴
う
墓
石
の
撰
者
か
ら
、
造
立
の
背
景
を
考

え
た
い
（
第
3
表
、
第
6
図
90
～
94
）。

江
戸
時
代
前
期
に
お
い
て
は
、
林
家
（
鵞
峰
・
鳳
岡
）
の
撰
が
見
ら
れ
る
。

松
原
典
明
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
対
象
者
・
造
立
者
の
個
人
的
な
思
惟
や
林
家

と
の
交
流
を
示
す
も
の
と
い
え
る
（
松
原
二
〇
一
八
）。
九
州
で
は
唐
津
市
大
久

保
忠
職
碑
・
鹿
島
市
鍋
島
直
篠
碑
・
さ
つ
ま
町
島
津
久
通
碑
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、江
戸
時
代
中
期
以
降
は
藩
儒
の
撰
に
よ
る
例
が
多
く
な
る
（
美

濃
口
・
野
村
二
〇
一
七
）。
各
藩
が
四
書
五
経
の
教
育
に
基
づ
く
藩
校
を
創
設
す

る
な
ど
、
藩
士
等
の
教
育
制
度
を
整
備
す
る
な
か
で
、
教
授
た
る
藩
儒
が
碑
の

造
立
に
も
関
わ
っ
た
た
め
で
、
一
八
世
紀
以
降
の
事
例
が
増
加
す
る
の
は
そ
の
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。

ｃ
．菊
池
氏
の
亀
趺
碑
類
に
つ
い
て

　

菊
池
市
内
に
は
、
一
三
代
武
重
・
一
五
代
武
光
・
一
七
代
武
朝
・
二
三
代
政

隆
の
四
基
が
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
原
則
、
江
戸
時
代
の
資
料
を
対
象
と
し
て

い
る
が
、
形
態
比
較
の
た
め
、
昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）
銘
の
武
朝
碑
も
扱

う
こ
と
と
す
る
。

前
節
を
踏
ま
え
れ
ば
、
菊
池
氏
の
亀
趺
碑
類
は
、
上
級
武
士
層
と
し
て
も
中

世
（
主
に
南
北
朝
期
）
の
領
主
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
際
だ
っ
た

特
徴
と
い
え
る
。
以
下
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
造
立
さ
れ
、
菊
池
氏
に

お
け
る
亀
趺
碑
類
の
嚆
矢
と
な
っ
た
正
観
寺
の
武
光
碑
を
中
心
に
述
べ
る
。

武
光
碑
造
立
の
契
機

ま
ず
は
、
武
光
碑
に
亀
趺
が
採
用
さ
れ
た
、
そ
の
範
と
な
っ
た
楠
木
正
成
碑

に
つ
い
て
略
記
し
て
お
く
（
７
）。
正
成
縁
の
広
厳
寺
の
請
願
を
受
け
た
徳
川
光
圀

が
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）、
戦
死
地
の
湊
川
に
て
造
立
し
た
も
の
で
、
主

銘
「
嗚
呼
忠
臣
楠
子
之
墓
」
は
光
圀
自
身
の
揮
毫
に
よ
る
。
光
圀
は
明
暦
三
年

（
一
六
五
七
）、『
大
日
本
史
』
編
纂
に
着
手
し
て
お
り
、
建
碑
は
そ
の
思
想
を

実
践
し
た
事
業
と
捉
え
ら
れ
る
。

武
光
碑
造
立
の
契
機
は
、
碑
文
に
明
記
さ
れ
て
い
る
（
８
）。
以
下
、
抜
粋
の
う

え
意
訳
す
る
。

「
菊
池
氏
則
自
寂
阿
公
首
死
王
事
二
子
繼
興
能
復
君
父
之
讎
…
宗
族
子
弟
無
不

同
心
協
力
以
勤
皇
事
…
楠
公
歿
後
三
百
餘
年
常
藩
義
公
聞
而
慕
之
乃
建
碑
於
其

所
戰
歿
湊
川
…
而
菊
池
氏
之
墟
則
寥
々
莫
聞
焉
正
觀
公
之
墳
在
于
墟
之
西
南
禪

寺
院
中
歳
年
遼
遠
無
佗
表
識
墳
上
獨
有
一
大
栴
樹
耳
邑
人
澁
江
氏
父
子
痛
之
喟

然
嘆
曰
菊
池
氏
忠
烈
如
彼
而
使
楠
氏
獨
專
其
美
乎
謀
之
豪
族
宗
氏
宗
氏
奮
曰
是

我
罪
也
我
先
世
皆
事
菊
池
氏
而
被
恩
舊
矣
乃
捐
財
建
碑
」

楠
木
正
成
の
亀
趺
碑
が
造
立
さ
れ
顕
彰
さ
れ
て
い
る
一
方
（
９
）、
こ
れ
に
劣
ら
な

い
南
朝
の
忠
臣
で
あ
る
菊
池
氏
の
墓
は
荒
廃
し
て
お
り
、
武
光
に
お
い
て
す
ら
、

た
だ
墓
標
と
さ
れ
る
一
本
の
楠
の
大
樹
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
在
野
の
儒
者
渋

江
公
豊
父
子
は
こ
れ
を
嘆
き
、
宗�

伝
次
に
諮
っ
た
。
素
封
家
で
あ
り
、
先
祖
が

菊
池
氏
に
仕
え
て
い
た
伝
次
は
、
そ
の
旧
恩
に
報
い
る
た
め
財
を
投
じ
て
碑
を
建

て
る
こ
と
と
し
た
。

こ
こ
で
、
渋
江
公
豊
・
公
正
親
子
と
宗�

伝
次
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。

公
豊
は
菊
池
文
教
の
祖
と
さ
れ
、
家
塾
「
集
玄
亭
」
に
お
い
て
郷
党
の
子
弟
約

三
〇
〇
人
を
教
導
し
、
後
年
、
そ
の
功
を
も
っ
て
藩
か
ら
士
席
浪
人
格
を
与
え
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ら
れ
て
い
る
。
公
正
は
藩
校
時
習
館
教
官
達
に
学
び
、
父
の
公
豊
の
遺
業
を
継

ぐ
と
と
も
に
、
後
年
、
菊
池
氏
を
顕
彰
す
る
『
菊
池
風
土
記
』
を
著
し
て
い
る
。

武
光
碑
造
立
の
際
に
は
、
楠
木
正
成
碑
の
「
寸
法
」
に
範
を
求
め
た
と
い
う
（
山

口
一
九
四
八
・
今
坂
一
九
九
六
）。一
方
、宗�

伝
次
は
、在
町
隈
府
の
町
衆
を
努
め
、

地
域
振
興
や
慈
善
活
動
に
積
極
的
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
公
豊
に
師
事
し
儒

教
・
俳
諧
に
造
詣
が
深
か
っ
た
（
角
田
一
九
二
八
）。
彼
ら
は
、
当
時
の
教
養
人

と
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
『
神
皇
正
統
記
』
や
『
大
日
本
史
』
に
精
通
し
、

南
朝
正
統
論
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
も
に
菊
池
氏
の
顕
彰
事
業
に
務

め
て
お
り
、
公
豊
親
子
と
伝
次
の
親
交
が
武
光
碑
造
立
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
と
い
え
る
。

武
光
碑
に
お
け
る
亀
趺
形
態

亀
趺
の
形
状
は
個
体
差
が
著
し
く
、通
常
、型
式
的
特
徴
を
見
出
し
に
く
い
が
、

菊
池
氏
の
亀
趺
碑
類
四
基
に
つ
い
て
は
共
通
性
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
他
と
は

画
さ
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
蓑
尾
が
大
き
く
、
高
く
跳
ね
上
が
り
、
後

方
か
ら
見
る
と
目
立
つ
尾
部
下
面
に
花
弁
状
の
蓑
毛
表
現
が
あ
る
こ
と
で
、
武

光
碑
・
武
重
墓
の
も
の
は
特
に
大
き
く
、
別
石
に
て
作
ら
れ
て
い
る
（
第
7
図

97
～
102
）。

こ
う
し
た
特
徴
の
理
由
は
以
下
の
史
料
か
ら
想
定
さ
れ
る
。「
永
代
御
用
實

録
日
記
」（『
嶋
屋
日
記
』
収
録
、花
岡
一
九
八
七
）
に
、天
明
二
年
（
一
七
八
二
）

三
月
一
五
日
、
武
光
碑
の
完
成
記
念
法
要
が
正
観
寺
に
て
執
り
行
わ
れ
た
と
あ

り
、
次
い
で
造
立
の
経
緯
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
試
行
錯
誤

が
あ
っ
て
制
作
に
は
六
・
七
年
も
の
時
間
が
か
か
っ
た
と
い
う
。

「
最
初
の
亀
首
短
く
、
恰
好
不
宜
候
故
、
よ
こ
町
庄
兵
衛
、
下
町
市
左
衛
門
、

右
両
人
八
代
宮
ノ
地
妙
見
社
へ
、
至
極
能
出
来
候
亀
首
有
之
候
よ
し
ニ
て
、
写
ニ

参
候
処
、
夫
ほ
と
よ
ろ
し
く
無
候
よ
し
ニ
て
、
引
取
居
候
処
、
國
分
寺
之
亀
、

石
作
之
由
、
か
の
地
に
て
承
候
故
、
國
分
寺
之
様
ニ
参
、
か
の
寺
亀
写
取
参
、

只
今
の
亀
ニ
切
直
ス
…
諸
雑
用
終
始
七
十
文
銭
三
〆
目
程
」

当
初
の
「
亀
首
」
が
短
か
っ
た
た
め
、
八
代
妙
見
宮
の
「
亀
首
」（
亀
蛇
）
を
参

考
に
写
し
た
が
、
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
の
で
、
次
い
で
国
分
寺
に
あ
る
石
製
の

亀
を
写
し
、
こ
れ
を
も
と
に
「
亀
首
」
を
刻
み
直
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
国

分
寺
の
「
亀
」
と
い
え
ば
思
い
付
く
の
は
周
防
国
分
寺
亀
趺
碑
で
あ
る
が
、
諸

経
費
「
七
十
文
銭
三
〆
目
」
か
ら
み
て
遠
方
ま
で
視
察
に
行
っ
た
と
は
考
え
づ
ら

い
。「
國
分
寺
」
は
肥
後
国
分
寺
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
現
地
踏
査
し
た
と
こ

ろ
石
製
の
亀
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
「
亀
首
」
の
原
型
は
不
明
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
妙
見
宮
の
亀
蛇
を
見
た
こ
と
に
注
目
し

た
い
。
文
化
年
間
頃
の
作
と
み
ら
れ
る
「
八
代
妙
見
宮
祭
礼
絵
巻
」（
八
代
市

立
博
物
館
二
〇
一
一
）の
亀
蛇
を
見
る
と
、赤
く
大
き
な
尾
が
描
か
れ
て
い
る（
第

7
図
109
）。
実
際
の
祭
礼
で
は
こ
の
尾
が
上
下
に
振
ら
れ
、
よ
り
強
調
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
年
々
鏡
」（『
嶋
屋
日
記
』
収
録
、
花
岡

一
九
八
七
）
に
、
武
光
の
四
百
年
忌
翌
年
の
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）、
志
満
屋

市
兵
衛
が
妙
見
祭
に
参
詣
し
「
跡
お
さ
え
大
亀
通
ル
」
の
を
見
た
と
い
う
記
述

か
ら
、
菊
池
の
関
係
者
は
知
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
以
上
を
鑑
み
れ
ば
、
武

光
亀
趺
碑
の
尾
の
特
徴
的
な
形
状
は
、
妙
見
祭
亀
蛇
の
大
き
い
尾
が
跳
ね
上
が
っ

た
様
が
反
映
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
「
最
初
の
亀
首
短
く
、
恰
好
不
宜
」
の
理
由
は
、
楠
木
正
成
碑
の
亀
趺

の
形
状
に
倣
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
（
第
7
図
95
・
96
）。
正
成
碑
は
実
見
し

た
と
こ
ろ
、
亀
趺
が
短
く
も
た
げ
た
亀
首
（
耳
・
牙
無
し
）、
蛇
尾
、
碑
身
が

櫛
形
方
柱
形
（
奥
行
き
は
正
面
幅
に
比
べ
て
短
い
）
で
、
武
光
碑
と
の
共
通
点
は

碑
身
の
正
面
観
の
み
で
あ
る
（
武
光
碑
の
碑
身
は
ほ
ぼ
正
四
角
柱
形
）。『
菊
池
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風
土
記
』
に
あ
る
よ
う
に
、当
初
は
正
成
碑
の
「
寸
法
」
に
範
を
求
め
た
も
の
の
、

上
記
の
よ
う
な
試
行
錯
誤
の
結
果
、
異
な
っ
た
形
状
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

武
光
碑
造
立
に
際
し
て
の
、
関
係
者
達
の
こ
だ
わ
り
が
伺
わ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
項
に
て
補
記
す
る
。

武
光
碑
の
石
材

武
光
碑
の
石
材
は
、
肉
眼
観
察
に
よ
れ
ば
や
や
青
味
が
か
っ
た
砂
岩
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
「
宗�

伝
次
日
記
」（『
嶋
屋
日
記
』
収
録
、
花
岡
一
九
八
七
）、

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
記
事
を
参
照
す
る
。
伝
次
の
「
大
望
」
で
あ
っ
た

武
光
碑
が
よ
う
や
く
完
成
し
た
と
あ
り
、
そ
の
石
材
・
石
工
に
つ
い
て
の
記
述
が

見
ら
れ
る
。

「
石
出
所
、
観
音
嶽
也
、
右
石
出
方
之
節
ハ
、
正
く
わ
ん
し
村
よ
り
不
残
参
ル
、

石
工
玉
祥
寺
村
次
平
と
申
者
也
」

近
く
の
観
音
岳
の
石
材
を
正
観
寺
村
の
人
々
が
総
出
で
運
ん
だ
と
い
う
の
で
あ

る
。
菊
池
市
東
部
の
鉾
ノ
甲
～
兵
戸
峠
の
山
地
に
は
砂
岩
・
礫
岩
か
ら
な
る
観

音
岳
層
が
存
在
し
て
お
り
（
富
田
一
九
九
二
）、
武
光
碑
の
石
材
は
こ
の
砂
岩
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
疑
問
と
な
る
の
は
、
何
故
観
音
岳
砂
岩
を
使
用
し
た
か
、

で
あ
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、県
北
部
に
お
け
る
江
戸
時
代
の
一
般
層（
所
謂
庶
民
）

の
墓
石
は
、
豊
富
に
産
出
し
、
ま
た
比
較
的
軟
質
で
加
工
し
や
す
い
凝
灰
岩
が

殆
ど
で
、
観
音
岳
砂
岩
は
認
め
ら
れ
な
い
。
武
光
碑
が
あ
る
正
観
寺
近
く
の
渋

江
家
・
阿
部
家
墓
地
に
お
け
る
江
戸
～
明
治
時
代
（
一
七
世
紀
末
～
一
九
世
紀
）

の
墓
石
材
を
肉
眼
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
当
主
・
当
主
と
同
等
規
模
の
大
形
墓
石

は
凝
灰
岩
二
基
・
安
山
岩
八
基
、
中
小
規
模
の
墓
石
は
凝
灰
岩
三
一
基
・
安
山

岩
一
七
基
・
天
草
下
浦
砂
岩
一
基
で
あ
っ
た
。
通
常
と
は
異
な
り
安
山
岩
が
多

く
、
こ
れ
は
俗
名
を
記
し
た
墓
石
主
銘
に
名
字
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
判
る

よ
う
に
、
渋
江
家
・
安
部
家
が
士
席
で
あ
る
こ
と
か
ら
安
山
岩
使
用
に
高
階
層

性
を
顕
示
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
観
音
岳
砂
岩
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
以
上
か
ら
、
武
光
碑
の
石
材
選
択
に
は
明
ら
か
な
意
図
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
楠
木
正
成
碑
の
石
材
で
あ
る
。
碑
身
に
和
泉
青
石

と
い
わ
れ
る
和
泉
砂
岩
（
亀
趺
は
白
川
石
と
い
わ
れ
る
花
崗
岩
）
を
使
用
し
て

お
り
（
三
好
二
〇
一
一
）、
前
述
し
た
「
寸
法
」
だ
け
で
は
な
い
、
正
成
碑
に
関

す
る
様
々
な
情
報
が
「
石
工
次
平
」
等
に
あ
っ
て
、
武
光
碑
の
石
材
に
お
い
て
、

同
質
の
や
や
青
味
が
か
っ
た
砂
岩
が
選
択
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
武
光
碑
造
立
に
際
し
て
は
、
渋
江
公
豊
・
公
正
親
子
と
宗�

伝
次
が
発

意
→
碑
身
の
正
面
観
と
石
材
に
つ
い
て
は
、
楠
木
正
成
碑
の
情
報
が
採
用
さ
れ

た
→
八
代
妙
見
宮
の
亀
蛇
の
尾
の
形
状
が
取
り
込
ま
れ
、
本
亀
趺
の
特
徴
と
な
っ

た
→
「
亀
首
」
に
つ
い
て
は
肥
後
国
分
寺
の
石
製
の
亀
の
形
状
が
写
さ
れ
た
（
現

存
せ
ず
原
型
は
不
明
）
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
い
。

武
光
碑
の
碑
文
撰
者

碑
文
末
に
は
「
熊
府
府
學
祭
酒
藪
愨
士
厚
謹
撰
」、「
澁
江
公
豊
子
錫
謹
書
」、

「
宗�

英
盈
傳
次
謹
建
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
撰
者
が
藩
校
時
習
館
二
代
館
長

藪�

孤
山
で
あ
る
こ
と
に
注
目
す
る
。

孤
山
と
在
野
の
儒
者
公
豊
・
公
正
親
子
と
は
深
い
親
交
あ
り
、
孤
山
に
師
事

し
た
公
正
が
撰
文
を
依
頼
し
て
い
る
。
孤
山
は
、
昔
年
の
こ
と
と
は
い
え
幕
府

（
室
町
幕
府
）
に
叛
し
た
武
光
の
建
碑
に
関
わ
る
こ
と
は
憚
れ
る
も
の
の
、
三
人

（
公
豊
親
子
と
伝
次
）
の
熱
意
に
意
気
を
感
じ
、
こ
れ
を
請
け
た
と
い
う
（
山

口
一
九
四
八
）。
地
元
主
導
で
造
立
し
て
き
た
武
光
碑
の
撰
文
を
自
ら
で
は
な
く

孤
山
に
依
頼
し
た
こ
と
に
は
、
公
豊
親
子
の
意
図
が
あ
り
、
そ
れ
は
藩
校
時
習
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館
長
が
関
わ
る
こ
と
で
箔
を
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
武
光
の
顕
彰
を
藩
が
認
め

た
公
的
な
事
業
と
し
て
、
建
碑
の
意
義
を
高
ら
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

武
重
・
政
隆
・
武
朝
の
亀
趺
碑
類
への
継
承

　

造
立
年
順
は
、
武
重
墓
は
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）（
堤
二
〇
〇
七
）、
政

隆
墓
は
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
以
前
、武
朝
碑
は
昭
和
三
七
年
銘
（
一
九
六
二
）

で
あ
る
（
第
7
図
100
～
108
）。
政
隆
墓
に
つ
い
て
は
、
墓
前
の
奉
献
灯
籠
の
年
記

銘
か
ら
想
定
し
て
い
る
が
不
確
実
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

い
ず
れ
も
安
山
岩
製
で
あ
る
が
、
亀
趺
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に

武
光
碑
を
含
め
、
蓑
尾
が
大
き
く
高
く
跳
ね
上
が
る
、
下
面
に
花
弁
状
の
蓑
毛

表
現
が
あ
る
と
い
う
、
菊
池
氏
碑
類
の
独
自
性
が
共
通
し
て
い
る
。
亀
趺
に
つ
い

て
は
他
に
も
、
首
を
直
に
も
た
げ
る
獣
首
、
頭
部
が
短
頭
、
目
は
丸
く
眉
上
隆

起
が
前
方
に
張
り
出
す
、
口
を
閉
じ
牙
が
あ
る
、
耳
が
大
き
く
先
端
が
尖
る
、

甲
羅
の
周
縁
が
波
打
つ
と
い
っ
た
共
通
点
が
あ
り
、
特
に
、
目
と
眉
上
隆
起
の
形

状
は
菊
池
氏
の
特
徴
と
い
っ
て
良
い
。
碑
身
の
形
状
も
共
通
し
て
お
り
、
方
柱
形
、

頭
部
櫛
形
で
あ
る
。こ
れ
ら
多
く
の
共
通
点
は
、武
光
碑
の
形
状
が
祖
形
と
な
り
、

武
重
墓
以
降
の
造
立
に
継
承
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

三
．
ま
と
め

　

中
世
領
主
・
武
将
の
墓
石
類
は
、
特
に
中
世
期
に
没
落
し
た
氏
族
に
つ
い
て
は
、

そ
の
対
象
者
個
人
が
特
定
で
き
る
も
の
は
少
な
い
。
中
世
か
ら
近
世
（
江
戸
時

代
）
への
転
換
期
に
お
い
て
、
中
世
の
在
地
領
主
層
の
墓
・
墓
所
が
荒
廃
し
た
た

め
、
ま
た
、
近
代
以
降
に
お
け
る
神
仏
分
離
令
や
戦
災
復
興
に
伴
う
都
市
部
開

発
に
よ
り
、
多
く
が
散
逸
、
消
滅
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
中
世
期
に
没
落
し
、
か
つ
そ
の
後
胤
が
領
内
か
ら
離
れ

た
氏
族
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
菊
池
氏
関
連
の
墓
石
類
は
多
く
、
そ
れ
は
江

戸
時
代
後
期
以
降
、
現
代
に
い
た
る
ま
で
彼
ら
が
南
朝
の
忠
臣
と
し
て
顕
彰
さ

れ
て
き
た
た
め
と
い
え
る
。
特
に
、江
戸
時
代
、在
町
と
し
て
経
済
的
に
発
展
し
、

渋
江
氏
に
よ
る
儒
教
教
育
が
普
及
し
た
菊
池
市
域
に
お
い
て
は
、
墓
石
類
を
新

造
、
あ
る
い
は
灯
籠
・
石
柵
な
ど
の
付
帯
施
設
を
造
作
す
る
な
ど
地
元
主
導
に

よ
る
事
業
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

墓
石
類
を
新
造
し
た
事
例
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
一
五
代
武
光
碑
な
ど

四
基
の
亀
趺
碑
類
で
あ
る
。
佐
賀
・
長
崎
県
や
鹿
児
島
県
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

中
国
文
化
の
浸
透
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
菊
池
氏
を
顕
彰

す
る
意
図
で
形
態
が
選
択
、
造
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
五
代
武
光
碑
は
、

儒
者
渋
江
公
豊
親
子
と
町
衆
宗�

伝
次
に
よ
り
発
意
さ
れ
、
試
行
錯
誤
の
な
か
、

楠
木
正
成
碑
に
倣
っ
て
石
材
に
は
砂
岩
が
選
択
さ
れ
、
八
代
妙
見
宮
の
亀
蛇
の

形
状
が
亀
趺
の
尾
の
形
状
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
そ
の
特
徴
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
後
に
造
立
さ
れ
た
一
三
代
武
重
な
ど
三
基
の
亀
趺
碑
類
に
お
い
て
は

武
光
碑
の
形
状
が
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、

初
代
則
隆
塔
な
ど
に
、
造
立
当
時
、
肥
後
に
お
い
て
は
衰
退
し
て
い
た
有
角
五

輪
塔
を
あ
え
て
選
択
し
た
こ
と
は
、
よ
り
荘
厳
化
し
た
塔
形
態
を
用
い
て
菊
池

氏
を
顕
彰
し
よ
う
と
す
る
意
図
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
付
記
し
て
お
き
た
い
の
は
、
二
代
経
隆
に
つ
い
て
神
社
の
社
殿
が
そ
の

廟
と
さ
れ
、文
化
八
年（
一
八
一
一
）銘
の
渋
江
公
正
碑
石
に
あ
る
よ
う
に
、豊
作
・

病
気
平
癒
・
水
旱
防
止
の
験
が
あ
る
と
し
て
地
元
民
の
信
仰
対
象
と
な
っ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
二
三
代
政
隆
墓
に
も
見
ら
れ
、
本
文
で
は
触
れ
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な
か
っ
た
が
、
多
く
の
転
礫
が
供
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
政
隆
が
久
米
原
の
戦

い
の
な
か
で
自
刃
し
た
際
、
最
後
は
矢
尽
き
石
を
投
げ
て
戦
っ
た
と
の
伝
承
か

ら
、
石
を
供
え
る
と
歯
痛
が
治
る
と
い
う
信
仰
に
よ
る
も
の
と
い
う
。
菊
池
氏
へ

の
顕
彰
が
民
間
信
仰
へ
と
拡
が
っ
て
い
っ
た
様
を
示
す
事
例
と
し
て
注
目
し
て
お

き
た
い
。

本
稿
を
執
筆
す
る
に
際
し
て
は
、
下
記
の
方
々
よ
り
ご
教
示
・
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
。
文
末
に
記
し
、
深
甚
の
謝
意
を
申
し
上
げ
る
。

有
川
孝
行
・
永
井
孝
宏
・
高
橋�
学
・
永
見
秀
徳
・
橋
口
剛
士
・
早
瀬
輝
美
・

鷲
﨑
有
紀
・
見
学
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
各
寺
社
（
敬
称
略
）

註

(

１
）�

各
資
料
の
年
代
は
、
型
式
を
踏
ま
え
な
が
ら
記
銘
か
ら
判
断
し
、
石
材
・
形
態
も
現
地
観

察
に
基
づ
く
。
そ
の
他
、
経
緯
や
由
来
な
ど
の
情
報
は
、
多
く
は
自
治
体
等
が
現
地
に
設
置

し
た
案
内
板
を
参
照
し
た
。

(

２
）�

石
塔
と
は
呼
び
が
た
い
自
然
石
を
用
い
た
地
上
標
徴
に
つ
い
て
も
、
前
記
し
た
「
墓
石
類
」

と
称
す
る
こ
と
と
す
る
（
以
下
同
）。

(

３
）
渋
江
公
正
著
『
菊
池
風
土
記
』
に
つ
い
て
は
現
代
訳
本
（
今
坂
一
九
九
六
）
を
参
照
し
た
。

(

４
）�

九
州
に
お
け
る
最
多
は
福
岡
県
筑
後
地
方
で
あ
る
。
柳
川
藩
主
や
三
池
藩
主
の
立
花
家
が

黄
檗
宗
に
帰
依
し
た
こ
と
が
要
因
で
あ
ろ
う
が
、
藩
主
家
・
上
級
武
士
層
の
墓
石
類
（
黄

檗
形
式
）
を
除
い
て
、そ
の
文
化
総
体
が
広
く
浸
透
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）
鹿
児
島
黎
明
館
企
画
展
「
近
世
薩
摩
藩
の
対
外
交
流
」
に
よ
る
。

（
６
）
橋
口
尚
武
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
県
に
は
他
数
例
が
あ
る
と
い
う
（
橋
口
二
〇
二
一
）。

(

7
）�

湊
川
神
社
発
行
の
パン
フ
レ
ッ
ト
『
大
楠
公
墓
所�

嗚
呼
忠
臣
楠
子
之
墓
』
を
参
照
し
た
（
発

行
年
未
記
載
）。

(

8
）�

武
光
碑
の
碑
文
は
風
化
し
て
お
り
、辛
う
じ
て
文
字
が
刻
さ
れ
て
い
る
の
が
判
る
程
度
で
あ
る
。

碑
文
は
以
下
の
掲
載
を
参
照
し
た
（
後
藤
一
九
一
六
・
角
田
一
九
二
八
）。

(

9
）�

正
成
碑
現
地
に
は
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
銘
を
最
古
と
し
て
尼
崎
藩
主
等
が
奉
献
し
た

灯
籠
群
が
あ
る
。

参
考
文
献

石
田
茂
作　
一
九
六
九
『
日
本
仏
塔
』　

講
談
社

今
坂
正
哉
校
訂　
一
九
九
六
『
寛
政
六
年
渋
江
公
正
著�
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。
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介
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。
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墓石類からみた江戸時代における菊池氏の顕彰／野村�俊之・美濃口�雅朗�

第 1 表　中世墓石類一覧
凡例：アミかけは江戸時代以降に造立されたもの。

「江戸以降の付帯物」は供養・検証の形跡を明確に示すもので、以下のように略記している。
灯籠→灯，水盤→水，供養・顕彰碑→碑・石柵→柵，低い石塀→塀，覆屋→覆

※�女性は原則扱わないが、近世大名家の立藩に大きく関わった人物は例外として取上げている（佐賀藩の慶誾尼・日出藩の朝日局）。
被葬者･対象者 形態（形式） 石材 没年 型式差，造立年 江戸以降の付帯物 備考

宗像市 伝 平 信盛 笠付方柱形 砂岩 13cヵ 有，江戸前期 土塀・灯 伝落人，明治21年に補修・整備

宗像市 承福寺（臨済）近く 宗像氏貞 円頭方柱 砂岩 天正14（1586） 無 覆屋 周囲に家臣墓（占部氏）あり

宗像市 宗生寺（曹洞） 小早川隆景 宝篋印塔（関西型） 花崗岩 慶長2（1597） 無 供養塔，周辺に殉死者五輪塔

新宮町 梅岳寺（曹洞） 戸次（立花）道雪 宝篋印塔 安山岩 天正13（1585） 無 灯 相輪・塔身欠

福岡市 菊池神社 菊池12代武時 塚（基壇）＋自然石 緑泥片岩 元弘3（1333） 有，天保2年 神社 伝胴塚，城 武貞造立，基壇六角形

福岡市 菊池霊社 菊池12代武時 自然石（板状） 緑泥片岩 元弘3（1333） 有，昭和7年 神社 伝首塚

太宰府市 岩屋城跡 高橋紹雲 塚（基壇） 花崗岩 天正14（1586） 有，18ｃ末か 碑・灯 戦死地，基壇間知積み，
碑は三池藩6代立花種周（8世孫）建

筑紫野市 般若寺跡近く 高橋紹雲 塚（基壇） 花崗岩 天正14（1586） 有，18ｃ末～ 伝首塚，基壇切込接ぎ積み

久留米市 千光寺（曹洞） 懐良親王 宝篋印塔 安山岩 弘和3（133） 有，16c 柵・灯 千光寺は伝埋葬地（大保原の戦い）

久留米市 千光寺（曹洞） 懐良親王 塚(基壇）＋自然石積み 弘和3（133） 有，近代か 柵・灯 灯籠は久留米商工会奉納

柳川市 福厳寺（黄檗） 戸次道雪 寿塔形式 花崗岩 天正13（1585） 有，延宝2年か 覆 福厳寺は2代藩主忠茂が延宝2年中興

柳川市 天叟寺（臨済） 高橋紹雲 有角五輪塔 安山岩 天正14（1586） 有，江戸前期 碑

大牟田市 法輪寺跡（黄檗） 高橋紹雲 異形有角五輪塔 凝灰岩 天正14（1586） 有，寛政元年か 碑（寛政元年） 碑の撰文は藩儒者

みやま市 帝釈寺（黄檗） 蒲池鎮運 有角五輪塔 安山岩 天正20（1592） 無

みやま市 真弓神社 真弓廣有 尖頭方柱形 凝灰岩 正平24（1369） 有，明治元年 柵 南朝の忠臣，五百年遠忌造立

姫路市 御着城跡 小寺（黒田）重隆 有角五輪塔（筑前型）花崗岩 永禄7（1564） 有，享和2年 塀・柵・灯・覆 塔・柵・灯は福岡産

姫路市 功山城跡近く 小寺（黒田）職隆 五輪塔 豊島石 天正13（1585） 無 柵・灯・覆 二百年遠忌造，柵・灯は福岡産

佐賀市 高伝寺（曹洞） 龍造寺初代季慶 宝篋印塔 安山岩 13c 有，戦国期 鎌倉初期に佐嘉郡村中の地頭職補任

佐賀市 高伝寺（曹洞） 龍造寺11代家氏 有角五輪塔 安山岩 戦国期 有，16ｃ末 後家合せ

佐賀市 高伝寺（曹洞） 龍造寺12代康家 宝篋印塔 安山岩 永正7（1510） 無

佐賀市 高伝寺（曹洞） 龍造寺13代家和 有角五輪塔 安山岩 享禄元（1528） 有，江戸初期 後家合せ

佐賀市 高伝寺（曹洞） 龍造寺14代胤久 五輪塔 安山岩 天文8（1539） 無 後家合せ

佐賀市 高伝寺（曹洞） 龍造寺15代胤栄 五輪塔 安山岩 天文17（1548） 無

佐賀市 高伝寺（曹洞） 龍造寺16代隆信 有角五輪塔 安山岩 天正12（1584） 無

佐賀市 高伝寺（曹洞） 龍造寺胤明 有角五輪塔 安山岩 天文14（1545） 有，16c後

佐賀市 高伝寺（曹洞） 龍造寺家純 有角五輪塔 安山岩 天文14（1545） 有，江戸中後期 川上・祇園原で戦死

佐賀市 高伝寺（曹洞） 龍造寺周家 有角五輪塔 安山岩 天文14（1545） 川上・祇園原で戦死，後家合せ

佐賀市 高伝寺（曹洞） 龍造寺純家 有角五輪塔 安山岩 天文14（1545） 有，江戸初期 川上・祇園原で戦死，後家合せ

佐賀市 高伝寺（曹洞） 龍造寺頼順 有角五輪塔 安山岩 天文14（1545） 有，江戸初期 川上・祇園原で戦死

佐賀市 高伝寺（曹洞） 龍造寺家門 宝篋印塔 安山岩 天文14（1545） 無 川上・祇園原で戦死

佐賀市 高伝寺（曹洞） 龍造寺家泰 宝篋印塔 安山岩 天文14（1545） 無 川上・祇園原で戦死

佐賀市 高伝寺（曹洞） 龍造寺家兼 宝篋印塔 安山岩 天文15（1546） 無

佐賀市 高伝寺（曹洞） 波多 吉 有角五輪塔 安山岩 慶長3（1598） 無 隆信息・波多氏に養子

佐賀市 高伝寺（曹洞） 鍋島清久 笠塔婆（仏像半肉彫り）安山岩 天文21（1552） 有，江戸前期か 柵 江戸以降の墓域とは別区画

佐賀市 高伝寺（曹洞） 鍋島清房 有角五輪塔 安山岩 天正13（1585） 有，17ｃ中 柵 開基，江戸以降の墓域とは別区画

佐賀市 高伝寺（曹洞） 慶誾尼 笠塔婆 安山岩 慶長5（1600） 無 柵 龍造寺墓域とは別区画

佐賀市 慶誾寺（曹洞） 慶誾尼 石祠形 安山岩 慶長5（1600） 有，江戸前期か 柵・灯 龍造寺隆信実母・鍋島直茂継母

佐賀市 本行寺（日蓮） 龍造寺胤家 宝篋印塔 安山岩 享禄４（1531） 無 柵・灯 塔身記銘（俗名）は追刻

小城市 円通寺門前（臨済）千葉宗胤 自然石（無銘） 安山岩 永仁2（1294） 有，江戸期 隣りに自然石の墓碑再立（江戸後期）

多久市 専称寺（時） 小弐政資 重制無縫塔 安山岩 明応6（1496） 無

多久市 専称寺（時） 小弐資元 重制無縫塔 安山岩 天文5（1536） 無

白石町 陽興寺（曹洞） 平井経治 宝篋印塔 安山岩 天正2（1574） 無

武雄市 潮見神社 菊池5代経直 尖頭方柱形 安山岩 文治2（1186） 有，昭和39年銘 ブロック塀 潮見神社笠懸時に死去と伝わる

武雄市 円応寺（曹洞） 後藤純明 宝篋印塔 安山岩 天文22（1553） 無

武雄市 円応寺（曹洞） 後藤貴明 五輪塔 安山岩 天正11（1583） 無 逆修塔

武雄市 光明寺（曹洞） 後藤貴明 自然石（無銘） 砂岩 天正11（1583） 無 柵・灯

伊万里市 山ん寺廃寺 源（松浦）久 宝篋印塔 砂岩 弘安4（1148） 有，戦国期 遥拝墓

伊万里市 山ん寺廃寺 源（松浦）直 宝篋印塔 砂岩 承安2（1172） 有，戦国期 遥拝墓

伊万里市 山ん寺廃寺 源（松浦）清 宝篋印塔 砂岩 正治2（1200） 有，戦国期 遥拝墓，相輪欠

松浦市 旧苑陵寺（曹洞） 源（松浦）久 自然石 玄武岩 弘安4（1148） 有，江戸中期か 灯

松浦市 伝 松園休己 自然石板碑 玄武岩 天文11（1542） 無，逆修塔

長崎県

※高伝寺の龍造寺塔は、明治4年（1871）、鍋島藩主直大が領内各地にあったものをまとめたもの。

所在地

福岡県

佐賀県

有，戦国～江戸初期
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被葬者･対象者 形態（形式） 石材 没年 型式差，造立年 江戸以降の付帯物 備考

松浦市 志佐純高 有角五輪塔 安山岩 天正20（1592） 無

松浦市 松浦 定 有角五輪塔 玄武岩 文禄2（1593） 有，17世紀初頭 「文禄の役松浦家供養塔」にある

佐々町 東光寺（曹洞） 松浦豊久 宝篋印塔 玄武岩 文明11（1479） 無 門 門は礎石のみ残

長崎市 菩提寺（曹洞） 鍋島純賢 宝篋印塔 安山岩 16c 無，逆修塔 深堀鍋島家祖，天正14年造

対馬市 西山寺（臨済） 宗 義盛 笠付方柱形 砂岩 永正17（1521） 有，江戸中期 宝珠・露盤欠

対馬市 太平寺（曹洞） 宗 義調 宝篋印塔 砂岩 天正16（1589） 無 灯 天正17年造

平戸市 松浦 勝 宝篋印塔 玄武岩 応永6（1399） 無（塔身のみ） 後家合せ

平戸市 普門寺（臨済） 松浦 義 自然石 玄武岩 文明2（1470） 有，江戸後期か 水（安永8年銘）

平戸市 普門寺（臨済） 松浦 弘定 自然石 玄武岩 天正12（1515） 有，江戸後期か 灯（天保13年銘）

五島市 清浄寺（曹洞） 宇久純堯 五輪塔（関西型） 花崗岩 天正15（1587） 有，17c中後 灯 キリシタン

五島市 大円寺（曹洞） 五島（宇久）純玄 宝篋印塔（関西型） 砂岩 文禄3（1594） 有，寛永11年か 石祠（寛永11年銘）当初は朝鮮瓦葺き木造廟

日出町 松屋寺（曹洞） 朝日局 五輪塔 安山岩 慶長3（1598） 有，18c前 日出藩祖家定・秀吉室おねの母

大分市 長宗我部信親 摩尼輪塔 凝灰岩 天正14（1586） 無 塚・鳥居・碑 戦死地付近，碑は2基（明治・昭和）

津久見市 大友宗麟公園 大友宗麟 笠付方柱形 安山岩 天正15（1587） 有，寛政期 木柵・覆 遺臣後裔の臼杵城豊造

津久見市 大友宗麟公園 大友宗麟 キリスト教墓石 石灰岩 天正15（1587） 有，昭和52年銘 塀 顕彰会造

臼杵市 到明寺跡 大友義鑑 異形宝塔 凝灰岩 天文19（1550） 無 石祠（明和6年銘）15代親繁（明応元年没）塔の系譜

竹田市 西光寺（浄土） 中川清秀 宝塔 凝灰岩 天正11（1583） 有，17c前 遥拝墓

竹田市 西光寺（浄土） 中川秀政 宝塔 凝灰岩 天正20（1592） 有，17c前 遥拝墓

西都市 大安寺跡（曹洞） 伊東6代祐堯 伊東塔 凝灰岩 文明17（1485） 無

西都市 大安寺跡（曹洞） 伊東8代尹祐 異形五輪塔 凝灰岩 大永3（1523） 無

西都市 大安寺跡（曹洞） 伊東9代祐充 伊東塔 凝灰岩 天文2（1533） 無

西都市 大安寺跡（曹洞） 伊東12代義益 伊東塔 凝灰岩 永禄12（1569） 無

西都市 栄岸寺跡 米良初代重次 自然石 砂岩 天文20（1551） 有，嘉永4年 子孫米良（菊池）則忠造

西都市 栄岸寺跡 米良2代重種 自然石 砂岩 永禄2（1559） 有，江戸後期

西米良村 新立寺跡（真言） 米良4代重鑑 自然石 砂岩 天正2（1574） 有，江戸末期 子孫米良16代栄叙造，
現宇佐神社（昭和14年移転）

西米良村 新立寺跡（真言） 米良重為ほか 五輪塔 凝灰岩 永享7（1574） 有，慶安5年銘 子孫米良10代則隆造（戒名複数），
現宇佐神社（昭和14年移転）

小林市 伊東塚（昌寿寺跡）伊東祐安 五輪塔 凝灰岩 元亀3（1572） 有，慶安3年 碑（文化14年） 木崎原戦死，島津家臣（五代氏）造

宮崎市 清武城跡 伊東6代祐堯 伊東塔 凝灰岩 文明17（1485） 有，大永4年 柵，板碑（大永4年）

宮崎市 清武城跡 伝 伊東10代祐吉 伊東塔 凝灰岩 天文5（1536） 無 柵

宮崎市 清武城跡 伊東7代祐国 伊東塔 凝灰岩 文明17（1485） 有，江戸後～ 柵

宮崎市 清武城跡 伊東8代尹祐 伊東塔 凝灰岩 大永3（1523） 有，江戸後～ 柵

宮崎市 天昌寺跡 島津家久 伊東塔 凝灰岩 天正15（1587） 無

宮崎市 天昌寺跡 島津豊久 伊東塔 凝灰岩 慶長5（1600） 無 関ヶ原戦死，同戦死の家臣墓群近く

日南市 報恩寺跡（臨済） 伊東11代義祐 板碑形 凝灰岩 天正13（1585） 有，17ｃ 歴代藩主墓と同じ大形基壇上

日南市 長持寺跡（曹洞） 伊東義賢 伊東塔 凝灰岩 文禄2（1593） 無 キリシタン

日南市 長持寺跡（曹洞） 伊東祐勝 伊東塔 凝灰岩 文禄2（1593） 無 キリシタン

串間市 西林院（臨済） 秋月種実 宝篋印塔 凝灰岩 慶長元（1596） 無 灯（延享元年）・柵 柵は他2基との共有

出水市 感応寺（臨済） 島津初代忠久 宝篋印塔 凝灰岩 嘉禄3（1227） 有，14c 大形基壇・柵・水 分骨墓，基礎後補，神号追刻確認

出水市 感応寺（臨済） 島津2代忠時 宝塔 凝灰岩 文永9（1272） 有，戦国期 大形基壇・柵・水 分骨墓，神号追刻

出水市 感応寺（臨済） 島津3代久経 宝塔 凝灰岩 弘安7（1284） 有，戦国期 大形基壇・柵・水 神号追刻

出水市 感応寺（臨済） 島津4代忠宗 宝塔 凝灰岩 正中2（1325） 有，戦国期か 大形基壇・柵・水 相輪・笠は後補，神号追刻

出水市 感応寺（臨済） 島津5代貞久 宝塔 凝灰岩 貞治2（1363） 有，戦国期か 大形基壇・柵・水 塔身等後補，神号追刻

出水市 龍光寺跡（曹洞） 薩州島津初代用久 宝塔 凝灰岩 長禄3（1459） 無 柵

出水市 龍光寺跡（曹洞） 薩州島津2代国久 宝塔 凝灰岩 明応7（1498） 無 柵

出水市 龍光寺跡（曹洞） 薩州島津3代重久 異形宝篋印塔 凝灰岩 天文5（1536） 無 柵

出水市 龍光寺跡（曹洞） 薩州島津4代忠興 異形宝篋印塔 凝灰岩 大永5（1525） 無 柵

出水市 龍光寺跡（曹洞） 薩州島津5代実久 異形宝篋印塔 凝灰岩 天文22（1553） 無 柵

出水市 龍光寺跡（曹洞） 薩州島津6代義虎 宝塔 凝灰岩 天正13（1585） 無 柵

出水市 龍光寺跡（曹洞） 薩州島津7代忠辰 宝塔 凝灰岩 慶長2（1597）か 無 柵

出水市 龍光寺（曹洞） 薩州島津忠兼 異形宝篋印塔 凝灰岩 永禄8（1565） 無 塀・灯

日置市 梅天寺跡（曹洞） 島津家久 平頭方柱形 凝灰岩 天正15（1587） 有 灯？ 近くに永吉士相中・明和4年銘の灯籠
1対，水入れ銘「良温」は元文期の人

日置市 天昌寺跡 島津豊久 自然石 花崗岩 慶長5（1600） 有 碑･灯

姶良市 総禅寺跡（曹洞） 豊州島津初代季久 宝塔 山川石 文明9(1477) 無 柵・灯 相輪欠

姶良市 総禅寺跡（曹洞） 豊州島津6代朝久 宝篋印塔 凝灰岩 文禄2（1593） 無 柵・碑・覆 覆屋（石製）は寛永7年銘

同一区画（基壇上）に並立，
同区画に家臣墓（宮田氏）あり

鹿児島県

※感応寺の初代～5代墓「五廟社」は大形の共有基壇上に並立。水盤は2基とも享和4年銘（この時に整備か）。

初代用久～7代忠辰塔は同一区画内
（基壇）にあり，
領内から移転・整備（宝永5年），
5・7代塔は相輪欠

所在地

大分県

宮崎県

同一区画にあり，
近くに家臣墓群（木崎原戦死），
11代義益墓は僑墓
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被葬者･対象者 形態（形式） 石材 没年 型式差，造立年 江戸以降の付帯物 備考

鹿児島市 川田堂園供養塔群 比志島重賢 宝塔 凝灰岩 13c 有，14c 角塔婆（永仁2年）次代川田盛資以降の供養塔あり

鹿児島市 福昌寺跡（曹洞） 薩摩島津6代師久 宝篋印塔 凝灰岩 永和2（1376） 無 灯 神名追刻

鹿児島市 福昌寺跡（曹洞） 大隅島津6代氏久 宝塔 凝灰岩 嘉慶元（1387） 無 灯 神名追刻

鹿児島市 福昌寺跡（曹洞） 島津7代元久 宝篋印塔 山川石 応永18（1411） 無 大形基壇 後家合せ，神名追刻

鹿児島市 福昌寺跡（曹洞） 島津7代元久 方柱形 凝灰岩 応永18（1411） 有，文化10年 塀 大風倒壊により新造

鹿児島市 福昌寺跡（曹洞） 島津8代久豊 宝篋印塔 山川石 応永32（1425） 無 大形基壇 後家合せ（宝珠欠），神名追刻

鹿児島市 福昌寺跡（曹洞） 島津9代忠国 宝篋印塔 山川石 文明2（1470） 無 柵 後家合せ（相輪欠），神名追刻

鹿児島市 福昌寺跡（曹洞） 島津10代立久 宝篋印塔 山川石 文明6（1474） 無 灯 神名追刻

鹿児島市 福昌寺跡（曹洞） 島津11代忠昌 宝篋印塔 山川石 永正5（1508） 無 灯 後家合せ，神名追刻

鹿児島市 福昌寺跡（曹洞） 島津12代忠治 宝篋印塔 山川石 永正12（1515） 無 灯 神名追刻

鹿児島市 福昌寺跡（曹洞） 島津13代忠隆 宝篋印塔 山川石 永正16（1519） 無 灯 神名追刻

鹿児島市 福昌寺跡（曹洞） 島津14代勝久 宝篋印塔 凝灰岩 天正元（1573） 無 灯 宝珠欠，神名追刻

鹿児島市 福昌寺跡（曹洞） 島津15代貴久 宝篋印塔 山川石 元亀2（1571） 無 大形基壇 神名追刻

鹿児島市 福昌寺跡（曹洞） 島津久保 宝篋印塔 山川石 文禄2（1593） 無 大形基壇 神名追刻

鹿児島市 大川寺跡（曹洞） 川田義秀 宝篋印塔 凝灰岩 16c 無 川田義朗養父

鹿児島市 大川寺跡（曹洞） 川田義朗 宝篋印塔 凝灰岩 文禄4（1595） 無 灯（万治2年）

鎌倉市 頼朝法華堂近く 島津初代忠久 五輪塔 安山岩 嘉禄3（1227） 有，享保10年か 柵・灯・水・碑等 後家合せ，神号追刻，
8代藩主重豪の造成整備（安永8年）

荒尾市 浄業寺（浄土） 小代行平など3基 五輪塔 凝灰岩 13c 有，14ｃ 鎌倉初期3代の供養塔，伝源氏三代塔

荒尾市 浄業寺（浄土） 小代重政 五輪塔 凝灰岩 明徳2（1391） 不明 地輪のみ（後家合せ）

荒尾市 浄業寺（浄土） 小代弘行 五輪塔 凝灰岩 永享7（1435） 不明 地輪のみ（後家合せ）

荒尾市 浄業寺（浄土） 小代泰弘 五輪塔 凝灰岩 文亀元（1501） 無 空風輪欠

和水町 由布大炊助 自然石 凝灰岩 天正15（1587） 有，江戸後期 祠，灯（安政5年銘） 祠に安置，「耳の神様」として信仰対象

玉名市 宇佐公満 五輪塔 凝灰岩 承久元（1219） 有，文応元年 空風火輪は後家合せ,文応元年改葬

玉名市 願行寺（時） 龍造寺隆信 五輪塔 凝灰岩 天正12（1584） 無 後家合せ，高瀬川に首を遺棄（伝承）

玉東町 西安寺跡（天台） 山北相良頼平 五輪塔 凝灰岩 13c 無，正嘉元元年 逆修塔ヵ

山鹿市 日輪寺（曹洞） 菊池12代武時 五輪塔 凝灰岩 元弘3（1333） 有,19c 柵 地輪正面に俗名「肥後守武時入道」

山鹿市 雲閑寺跡（天台） 宇野親治 五輪塔 凝灰岩 文治2（1186） 有,14c 柵（近現代）

山鹿市 徳栄寺（浄土真） 城 親冬 方柱板碑 凝灰岩 16c後半 無

山鹿市 墓地公園 隈部親永ほか 五輪塔 花崗岩 天正16（1588） 有,現代 灯 肥後国衆一揆にて死没

山鹿市 内古閑鎮房 自然石 チャート 天正16（1588） 有，江戸中後期 肥後国衆一揆にて死没

山鹿市 小西行長 自然石（板状） 安山岩 慶長5（1600） 無，17c 記銘戒名・基礎アロエ文ヵ

南小国町 満願寺（真言） 北条時定 五輪塔 凝灰岩 正応3（1290） 無 緩やかな塚上に五輪塔

南小国町 満願寺（真言） 北条定宗 五輪塔 凝灰岩 永仁3（1295） 無 緩やかな塚上に五輪塔

南小国町 満願寺（真言） 北条随時 五輪塔 凝灰岩 元亨元（1321） 無 緩やかな塚上に五輪塔

高森町 含蔵寺（曹洞） 高森惟直 有角五輪塔 安山岩 天正14（1586） 有，18c 柵・灯 高森落城自刃，五輪塔は佐賀平野産

高森町 含蔵寺（曹洞） 三森能因 圭頭方柱形 安山岩 天正14（1586） 有，18c 高森氏家臣，高森落城自刃

熊本市 大慈寺（曹洞） 川尻泰明 櫛形 安山岩 鎌倉後期 有，江戸後 記銘俗名

熊本市 厳島神社近く 内古閑基貞 異形五輪塔 安山岩 永享4（1432） 有，18ｃ 灯，地蔵像 地蔵像は元文3年・三界万霊銘，
近くに家臣供養塔2基

熊本市 阿蘇惟益 自然石板碑 安山岩 16c 無，永禄12年銘 灯 17cに追刻（俗名・「神儀」）

熊本市 内田家墓所 内田頼勝 自然石板碑 安山岩 天文15（1546） 有，17c 同域に子孫の自然石板碑群

熊本市 寂心さんの樟 鹿子木親員（寂心）自然石（板状） 安山岩 天文18（1549） 有，弘化4年 没年銘誤記，子孫松浦親俊等造立

熊本市 岳麓寺跡（曹洞） 田尻惟家 五輪塔 凝灰岩 天文22（1553） 無

熊本市 石坂石見守 五輪塔 安山岩 16c前～中 無，天文15年銘

熊本市 東福寺跡 石坂武治 菊鹿型宝篋印塔 凝灰岩 元亀2（1571） 無 基礎記年銘は追刻

熊本市 空古閑神社 内古閑鎮資 宝篋印塔 凝灰岩 天正3（1573） 無 柵

熊本市 岳林寺（曹洞） 城 親賢 五輪塔 安山岩 天正9年（1581）有，江戸後期 灯

熊本市 佐々宗能 石祠形 凝灰岩 天正15（1587） 有，近代か 戦死地，地元吉松村石工造ヵ

熊本市 本妙寺（日蓮） 小西行長 笠塔婆形 安山岩 天正15（1587） 有，昭和28年銘 遺臣の子孫と伝わる家が造立

宇土市 宗福寺（曹洞） 名和行直 宝篋印塔 凝灰岩 元亀2（1571） 無

御船町 永寿寺（天台） 甲斐宗運 不明 凝灰岩 天正12（1584） 不明 柵 寄集め（相輪・宝篋印塔基礎など）

山都町 華蔵寺跡 阿蘇惟忠 圭頭方柱形 凝灰岩 文明17（1485） 有，近代

山都町 阿蘇惟豊 宝篋印塔 安山岩 永禄2（1559） 無 相輪・基台の他は平成2年の後補

山都町 阿蘇惟種 宝篋印塔 安山岩 天正12（1584） 無 柵・灯（明治4年）石柵の奉納者銘（4名）は姓無し

山都町 甲斐宣光 宝篋印塔 凝灰岩 大永3（1523） 無 後家合せ,緩やかな塚・板碑を伴う

八代市 懐良親王御陵 懐良親王 宝篋印塔 凝灰岩 弘和3（133） 無，天授7年銘 柵・鳥居 塚あり，柵は大規模な方形囲繞

八代市 正福寺（浄土真） 菊池14代武士 自然石 砂岩 応永8（1401） 有，江戸期 柵 背面俗名

所在地

※福昌寺跡の島津6代師久～島津久保塔は、江戸時代に領内各地にあったものをまとめたもの。

熊本県（菊池市除く）
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被葬者･対象者 形態（形式） 石材 没年 型式差，造立年 江戸以降の付帯物 備考

八代市 下相良18代義陽 標柱（頭部雲形） 凝灰岩 天正9（1581） 有，延宝7年 柵・灯・碑 戦死地，灯籠は明和5年・文政12年
銘，碑は四百年忌

八代市 泰勝院跡（臨済） 織田信長 五輪塔 凝灰岩 天正10（1582） 有，14c 細川忠興造・追刻（寛永18年銘）

人吉市 願成寺（真言） 下相良初代長頼 方柱形 安山岩 建長6（1254） 有，明治19年 大形基壇・柵・灯 西南戦争以前は廟（金堂）

人吉市 願成寺（真言） 下相良2代頼親 五輪塔 凝灰岩 文永元（1264） 有，14c 2～19代は共有基壇上

人吉市 願成寺（真言） 下相良3代頼俊 五輪塔 凝灰岩 延慶3（1310） 無 空輪欠

人吉市 願成寺（真言） 下相良4代長氏 五輪塔 凝灰岩 正平7（1352） 無

人吉市 願成寺（真言） 下相良5代頼広 五輪塔 凝灰岩 延文元（1356） 無

人吉市 願成寺（真言） 下相良6代定頼 五輪塔 凝灰岩 文中元（1372） 有，15c

人吉市 願成寺（真言） 下相良7代前頼 五輪塔 凝灰岩 明徳5（1394） 無

人吉市 願成寺（真言） 下相良8代実長 五輪塔 凝灰岩 応永24（1417） 無

人吉市 願成寺（真言） 下相良9代前続 五輪塔 凝灰岩 嘉吉3（1443） 無

人吉市 願成寺（真言） 下相良10代堯頼 五輪塔 凝灰岩 文安5（1448） 無

人吉市 願成寺（真言） 下相良11代長続 五輪塔 凝灰岩 応仁2（1468） 無 後家合せ

人吉市 願成寺（真言） 下相良12代為続 五輪塔 凝灰岩 明応9（1500） 無

人吉市 願成寺（真言） 下相良13代長毎 五輪塔 凝灰岩 永正15（1518） 無

人吉市 願成寺（真言） 下相良14代長祇 五輪塔 凝灰岩 大永5（1525） 無

人吉市 願成寺（真言） 下相良15代長定 五輪塔 凝灰岩 享禄4（1531） 無

人吉市 願成寺（真言） 下相良16代義滋 五輪塔 凝灰岩 天文15（1548） 無

人吉市 願成寺（真言） 下相良17代晴広 五輪塔 凝灰岩 弘治元（1555） 無

人吉市 願成寺（真言） 下相良18代義陽 五輪塔 凝灰岩 天正9（1581） 無

人吉市 願成寺（真言） 下相良19代忠房 五輪塔 凝灰岩 天正13（1585） 無

人吉市 願成寺（真言） 下相良14代長祇 方柱形 安山岩 大永5（1525） 有，明治25年

人吉市 願成寺（真言） 石田三成 五輪塔 凝灰岩 慶長5（1600） 有，16ｃ 後家合せ，見立て

多良木町 青蓮寺（真言） 上相良初代頼景 五輪塔 凝灰岩 13c前 有，13c末頃 戒名追刻（箱彫り・江戸後期）

多良木町 蓮華寺跡（真言） 上相良2代頼氏 五輪塔 凝灰岩 1290年代 有，応仁2年 追刻（俗名・「正□三…」）※□は応ヵ

多良木町 蓮華寺跡（真言） 上相良3代頼宗 五輪塔 凝灰岩 正安3（1301） 無 後家合せ，追刻（俗名・「建武三甲
戌（干支誤り）」）

多良木町 蓮華寺跡（真言） 上相良4代経頼 五輪塔 凝灰岩 延文3（1358）か 有，13c後 後家合せ，追刻（俗名・「延文三戌…」）

多良木町 蓮華寺跡（真言） 上相良5代頼仲 五輪塔 凝灰岩 応永7（1400）か 有，14c前 後家合せ，追刻（俗名・「應永七辰…」）

多良木町 蓮華寺跡（真言） 上相良6代頼忠 五輪塔 凝灰岩 正長元（1428）か 有，14c前 追刻（俗名・「正長元申…」）

天草市 本戸城跡 木山正親（弾正） 円首板形 砂岩 天正17（1589） 有，18・19c 塀 戦死地，記銘俗名

菊池市 伝居城跡「菊之城」菊池初代則隆 有角五輪塔 安山岩 永保元（1081）か 有，文化15年 柵・灯（文政8年銘）石柵は大規模な基壇を囲繞

菊池市 若宮神社 伝 菊池2代経隆 社殿（廟） 12cヵ 社殿は近代造 社殿脇に碑（文化8年，渋江公生誌）

菊池市 歓喜院跡（天台） 菊池13代武重 亀趺墓 安山岩 興国2（1341）か 有，文化13年 柵，碑2基 背面干支誤記「興国三年辛巳」，顕
彰碑は地元民造立（明治37年銘ほか）

菊池市 正観寺（臨済） 菊池15代武光 亀趺碑 砂岩ほか 文中2年（1373）天明2年 柵・灯 碑身は砂岩・亀趺は安山岩，背面碑文

菊池市 正観寺（臨済） 菊池16代武政 菊鹿型宝篋印塔 凝灰岩 文中3（1374） 有，塔身15・16c 塀 後家合せ，天明年間に俗名追刻

菊池市 正観寺（臨済） 菊池武澄 菊鹿型宝篋印塔 凝灰岩 正平12（1357） 有，塔身15・16c 塀 後家合せ，塔身に戒名追刻

菊池市 正観寺（臨済） 菊池武国 菊鹿型宝篋印塔 凝灰岩 14c後か 有，塔身16c 塀 後家合せ，天明年間に俗名追刻

菊池市 東福寺（天台） 菊池覚勝 五輪塔 凝灰岩 元弘3（1333） 有，16c 塀 後家合せ，地輪追刻「□弘三年癸酉
（1333）…三十六（歳）打死」

菊池市 東福寺（天台） 菊池武村 五輪塔 凝灰岩 建武3（1336） 有，14・15c 塀 後家合せ，地輪追刻「建武三年…足
利殿合戦大渡橋上討」

菊池市 稗方城跡 菊池17代武朝 方柱形（笠消失） 凝灰岩 応永14（1407） 有，大正7年 右側面に造立者銘「菊池郡大字稗方
…」，左側面に4行の事績碑文

菊池市 真徳寺跡（臨済） 菊池17代武朝 亀趺碑 安山岩 応永14（1407） 有，昭和37年 菊池文化顕彰会撰文

菊池市 正善寺 菊池18代兼朝 球心宝篋印塔 凝灰岩 文安元年（1444）無 塀・灯・水 後家合せか，灯籠・水盤は明治28年銘

菊池市 光善寺 菊池19代持朝 球心宝篋印塔 凝灰岩 文安3年（1446）無 塀・供台 供台は「皇紀二千五百九十五年」銘

菊池市 碧厳寺（曹洞） 菊池20代為邦 有角五輪塔 安山岩 長亨2年（1488）有，18ｃ中後 柵

菊池市 玉祥寺（曹洞） 菊池20代為邦 菊鹿型宝篋印塔 凝灰岩 長亨2年（1488）無 階段・塀・灯

菊池市 玉祥寺（曹洞） 菊池21代重朝 菊鹿型宝篋印塔 凝灰岩 明応2年（1493）無 階段・塀・灯

菊池市 実相院跡（臨済） 菊池22代能運 五輪塔 凝灰岩 永正元（1504） 無 塀・灯・碑（安政4) 後家合せ

菊池市 安国寺（天台） 菊池23代政隆 亀趺墓 安山岩 永正6年（1509）有，19c 柵・灯（嘉永4年） 自刃地

菊池市 安国寺（天台） 菊池23代政隆 笠塔婆形 安山岩 永正6年（1509）有，18ｃ前 柵・灯（嘉永4年銘) 亀趺墓脇にあり，記銘戒名のみ

菊池市 西福寺（臨済） 赤星有隆 球心宝篋印塔 凝灰岩 嘉暦2（1327） 有，15cか 塀

菊池市 西福寺（臨済） 城 武岑 球心宝篋印塔 凝灰岩 正和3（1314） 有，15cか 塀

菊池市 城 武東 菊鹿型宝篋印塔 凝灰岩 16c後 無，弘治4年 逆修塔

後に浄土宗，同一の石塀（文政7年
銘）区画内にあり

※菊池7代隆定墓（1185年没，菊池市，相輪・宝篋印塔など部材の寄集め）と菊池武敏墓（1341年没，大分県宇佐市，明治24年造の亀趺墓）は民地にあるため未実見。

所在地

※願成寺の下相良2～19代五輪塔は長方形の同一基壇上に並立。明らかに領内より移転したものあり（地輪の記銘方位まちまち）。元禄頃、3代藩主頼喬の整備と考えられる。

※蓮華寺跡の上相良氏五輪塔は、恐らくは頼氏の造墓を契機として築造された大形の石積基壇上に並立する（現在の基壇は移築復元）。

熊本県菊池市

ともに相輪欠，同一基壇内，石塀は
天明7年銘，灯籠記銘「宗氏・岡山氏」
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凡例 ��①場所　②概要／対象者の没年　③造立者　④造立年　⑤題字（篆額銘・碑文頭銘など）　⑥碑文の有無　⑦碑文の撰
書者等　⑧亀趺等の形態　⑨碑身・塔身等の形態　⑩石材　⑪備考
※碑身・搭身の左右は向かって見たもの。原則、亀趺のみで碑身・搭身が無いものは扱っていない。

佐賀県
唐津藩大久保初代忠職碑　①場所：唐津市，大久保緑地（小丘陵上），丘陵中腹には忠職藩主期の日蓮宗の大形墓石群あり（明
暦～寛文期銘）　②概要：唐津藩大久保初代忠職の事績碑／寛文 10 年（1670）没　③造立者：2 代忠朝「孝子唐津城主從五
位下出羽守大久保忠朝立」　④造立年：碑文は寛文 12 年（1672）「寛文十二年壬子四年十九日」　⑤篆額：「從四品唐津城主
大久保倧君碑銘」　⑥碑文：2 面（正・背），背面は林家が忠朝の建碑を賞賛する碑文（追刻）　⑦撰文：正面は忠朝ヵ，背面
は林�鳳岡「弘文院學士整宇林戇誌」　⑧亀趺：立方形の基礎正面に贔屓（正面向き）・他 3面に波濤を線刻　獣首…首は直に
もたげる，耳有り，口開け，牙有り／蓑尾…意匠的に拡がる／甲羅…如意頭形，亀甲文（3本一単位沈線，区画内に簡略化し
た十字花文）　⑨碑身：方柱形，頭部弧状の笠，正面は碑面（額内）周囲に瑞雲線刻，笠（正面妻）に双龍線刻（赤彩）　⑩
石材：花崗岩　⑪備考：本墓は京都府本禅寺（法華宗）の五輪塔／忠朝は後に老中首座，「土芥寇讎記」（各藩の藩主・政治
状況を儒教道徳に基づき辛辣に評価した書）で良将と評される
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

「大宝聖林碑」　①場所：多久市現西渓公園（孔子廟近く，当初は武富氏邸）　②概要：城下武富咸亮私邸にあった聖堂「大宝聖林」
を記念　③造立者：武富咸亮　④造立年：碑文は正徳 3年（1713）「大日本正德三歳在癸巳秋八月朔旦」　⑤篆額：正面「大
寶聖林碑」，背面「萬古長春石」　⑥碑文：3 面（正・背・左は部分的）　⑦撰文：武富咸亮「後學一郎衞門武富咸亮稽首百拜」　
⑧亀趺：9 個のパーツを組み合わせる　獣首…首は直にもたげる，耳有り，口開け，牙有り／蓑尾／甲羅…自然石の縁部を一部
打ち欠いて整形，無文／その他…右前足甲に四角の小さいホゾ穴（木製標柱を立てたか）　⑨碑身：自然石板状，碑文は額内　
⑩石材：凝灰岩　⑪備考：側面に佐賀 3代藩主綱茂が「有寄附」とある／武富咸亮は佐賀藩一代侍格儒臣
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
石長寺の中興記念碑　①場所：佐賀市石長寺（曹洞宗）　②概要：石長寺の中興記念，豪商柿久氏良悦居士「本姓豊富養於
柿久氏」が私財を投じ再興（堂宇・山門等を新築，本尊を補修）　③造立者：石長寺大龍「大龍和尚以求予之幣文故作此中興
記云」　④造立年：碑文は享保 14 年（1729）「享保十四龍集己酉孟夏穀旦」　⑤題字：正面「石長寺」，背面「中興記」（とも
に楷書）　⑥碑文：2 面（正・背）　⑦撰書：「甘露菴主傳法沙門天淳性敬撰并書」　⑧亀趺：首…欠失（破面の形状から首を
高くもたげてはいない）／蓑尾／甲羅…亀甲文（単沈線），甲羅後方に骨状帯（単沈線）／基台…平面八角形　⑨碑身：自然
石板状（略光背形，側面を粗く整形）　⑩石材：安山岩
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
佐賀鹿島支藩 2 代直條碑　①場所：鹿島市，普明寺（黄檗宗）鹿島支藩主家墓所（直條の兄断橋開山），直條夫婦墓（儒教
形式墓石）の前　②概要：2 代藩主（父直朝を初代とする）直條の事績碑／宝永 2年没（1705）　③造立者：再造は孫 4代直郷，
当初は子 3代直堅「孝子從五位下和泉守藤原朝臣直堅立」（碑身背面）　④造立年：宝暦 4年（1754）再造，碑文は正徳元年
（1711）「正徳元年辛卯五月�日」　⑤篆額：「故朝散大夫傔前刺史藤公墓碑銘」　⑥碑文：1 面（正）　⑦撰文：林�鳳岡「前侍
讀學士朝散大夫國子監祭酒藤原朝臣信篤誌」　⑧亀趺：立方形の基礎正面に波濤と贔屓（左下向き）を浮彫り　獣首…首は右
下方に伸ばす，耳有り，口閉じ，牙無し／蓑尾…長い／甲羅…亀甲（3本一単位沈線）・骨状帯（2本一単位沈線）　⑨碑身：
方柱形，頭部弧状の笠，笠妻に懸魚，笠下位に・双龍・瑞雲浮彫り　⑩石材：安山岩　⑪備考：直條は黄檗に帰依・儒者と
親交（江戸在勤時に林家の詩会に参加し人見竹洞とも昵懇），直郷は前橋藩儒河口静海に師事／当初の碑は火災により焼失（木
製か），篆額の地はビシャン仕上げ（18 世紀中頃以降の技法）
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
佐賀小城支藩 6 代室塔　①場所：小城市，玉毫寺（黄檗宗）小城支藩主家墓所　②概要：6 代直員正室松の墓石，石柵・石
門あり／文化 2年（1805）没　③造立者：不明（没年時の藩主は孫の 9代直堯）　④造立年：一周忌の灯籠（文化 3年銘）
奉献以前，塔身背面「文化二年乙丑五月廿二日」　⑤主銘：正面「靜明院殿清質悠然大姉塔」　⑥碑文：無し　⑧亀趺：獣首
…首は斜め上方にもたげる，耳有り，口少し開く，唇有り（口角付近に沈線），牙有り，眉上隆起が前方に張り出す／蓑尾…や
や跳ね上がる／甲羅…亀甲文（2本一単位沈線）　⑨塔身：方柱形，頭部平坦隅切　⑩石材：安山岩　⑪備考：9 代直堯は藩
校興譲館を改革、京都萬福寺 7世悦山揮毫の扁額を玉毫寺に奉納するなど人材育成・文化振興に尽力。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
焼山の墾田碑　①場所：武雄市，武雄から塩田へ抜ける山道沿い　②概要：享和年間に相賀照宗が行なった永野村南荒原（武
雄市）の開田・造池事業を記念　③造立者：不明（藩が関与，背面石工名「塩田馬場下村／石工／筒井幸右エ門」）　④造立年：
碑文は天保 10 年（1839）「天保己亥複月」　⑤篆額：「墾田碑」，男谷�孝揮毫（思孝，幕府の表祐筆・能筆家・儒者）　⑥碑文：
1 面（正）　⑦撰書：撰は草葉�韓（佩川，多久鍋島家儒臣官・漢詩家，後に藩校弘道館教授），書は川上�由（書家，古賀穀
堂碑の書など）　⑧亀趺：碑身の左側面（墾田地の武雄平野部）を向く，写実的　獣首…首は斜め上方にもたげる，耳有り，口
閉じ，牙有り／蓑尾…やや跳ね上がる，下面にも蓑毛表現（線刻）あり／甲羅…亀甲文（横断面弧状の突帯）　⑨碑身：板状，
頭部は正面側に頭部弧状の庇を設ける，正面上位に水面と単龍の浮彫り　⑩石材：安山岩　⑪備考：幕臣男谷思孝の篆額から
藩の仲介と深い関与が想定される／亀趺の造形は白石町厳島神社放生碑（追加資料）に近似
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第 2 表　九州の亀趺碑類一覧
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長崎県
大円寺毘盧蔵閣碑　①場所：五島市，大円寺（曹洞宗）福江藩主家北墓所（元は毘盧蔵閣があった）　②概要：毘盧蔵閣を
記念し藩主（5代盛暢・6代盛佳）の仏功を称えた碑　③造立者：不明　④造立年：碑文は元禄 8年（1695）「元禄乙亥八年
夏四月中浣吉旦」　⑤碑文頭：「廣嶽山毘盧藏閣銘」　⑥碑文：4 面　⑦撰文：高泉性敦「支那國�傳臨濟三十四世現住黄檗山
萬福禪寺／賜紫�沙門敦高泉撰」　⑧亀趺：碑身の側面側を向く　獣首…顔は獅子頭様，首は斜め上方にもたげる，耳有り，口
開け，牙有り／蓑尾／甲羅…板状（小さめ，ほぼ平坦），無文／基台…平面八角形　⑨碑身：方柱形，笠（宝形）・露盤・宝
珠あり，碑身下に請花あり　⑩石材：安山岩　⑪備考：高泉性敦は福建省出身の黄檗僧（萬福寺 5世，紫衣，京都仏国寺に
性敦の亀趺碑あり）／大円寺墓所 6代盛佳墓前の灯籠に亀趺が見られるが、後家合せで本来灯籠に用いられたかは不明。獣首・
箕尾。安山岩製。形状は毘盧蔵閣碑の亀趺と近似し、その小形品といえる。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
邑主諫早鍋島家経塔（右）「読誦大乗妙典壱万部之塔」　①場所：諫早市，高城跡主郭（亀城とも，中世西郷氏の山城），現高
城神社，経塔（左）と並立　②概要：大乗妙典（法華経）一万部の読誦成就記念，読誦は正徳 3～ 5年の 2年に及ぶ　③造立者：
7 代鍋島茂晴　④造立年：碑文は正徳 5年（1715）「正德五年十一月十二日」　⑤主銘：正面「読誦大乗妙典壱万部之塔」（赤
彩）　⑥碑文：1 面（左）　⑦撰文：7 代茂晴「諌早豊前藤原茂晴誌焉」　⑧亀趺：獣首…首は直にもたげる，耳有り，口閉じ，
牙有り／蓑尾／甲羅…側縁に抉りを入れ花弁形，亀甲文（突帯）　⑨塔身：方柱形（縦側縁は丸く仕上げる），宝形笠あり（本
来は異形相輪が乗る）　⑩石材：安山岩　⑪備考：近くに菩提寺（曹洞宗天祐寺）／高城跡の下には大亀がいるとの伝説
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
邑主諫早鍋島家経塔（左）「読誦法華経一萬部塔」　①場所：邑主諫早鍋島家経塔（右）と並立　②概要：法華経一万部の読
誦成就記念と諫早家の事績碑　③造立者：8 代鍋島茂行　④造立年：寛保元年（1741）（案内板記載）　⑤主銘：正面「讀誦
法華經一萬部塔」（赤彩）　⑥碑文：3 面（左→背→右）　⑦撰文：8 代茂行「邑主諫早石見藤原茂行謹誌」　⑧亀趺～⑪備考：
経塔（右）「読誦大乗妙典壱万部之塔」に同じ　
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
大音寺伝誉上人碑　①場所：長崎市，大音寺（浄土宗）僧侶墓域　②概要：開山僧伝誉関徹の事績碑／慶安 4年（1651）
没　③造立者：不明　④造立年：安永 5年（1776）「大清乾隆四十一年十月」　⑤題字：篆額「開山報德之碑」，碑文頭「崎
陽大音寺開山傳譽上人之碑」　⑥碑文：1 面（正）　⑦撰文：荻生徂徠，享保 5年（1720）撰「享保庚子歳冬十月�東都物茂
卿撰」　⑧亀趺：首と胴は別石　獣首…首は直にもたげる，耳有り，口閉じ，唇有り（沈線），牙有り／蓑尾…下面にも蓑毛表現（線
刻）／甲羅…側縁に抉りを入れ花弁形，亀甲文（3本一単位沈線）　⑨碑身：板状，平頭平坦隅丸，左右に縦方向の龍（左右
で双龍）・瑞雲を浮彫り　⑩石材：ピンク花崗岩（瀬戸内系花崗岩の可能性大）　⑪備考：大音寺は歴代長崎奉行が帰依／撰者
荻生徂徠は儒者，林家に師事し柳沢吉保に仕える，徂徠派開祖
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

〔亀趺を持つ水盤〕市杵島神社水盤　場所：諫早市市杵島神社拝殿前　願主：武富戸味三（肥前砥川石工，制作も本人か）　
造立年：銘は文政 7年（1824）「文政七年申八月吉良日」　形態：肥前地方に通有する竿・基礎を持つ形態，盤は荷葉形・竿
は円柱形　亀趺：獣首…首は直にもたげる，耳有り，口少し開け，牙無し，顎髭有り（中国からの情報を反映）／蓑尾…甲羅
側面にも蓑毛あり／甲羅…亀甲文（横断面弧状の突帯）　石材：安山岩　備考：盤の内縁に蛙を作出するなど石工の創意が見
られる，水盤近くに文政 7年銘灯籠あり（2基一対），武富戸味三作の水盤は佐賀県太良町留岡八幡宮にもあり（天保 3年銘）

大分県
井上並古碑　①場所：豊後大野市，井上並古隠居後の野宅近くの丘陵地，並立する並古・並増親子の儒式墓の間　②概要：
井上並古の事績碑／寛政 10 年（1798）没　③造立者：子並増「孝子源並増建之／石工／渡邉方發」（右側面）　④造立年：
文政 8年（1825）「文政八年乙酉夏五月…建之」（右側面）　⑤篆額：「井上並古有淵君碑」　⑥碑文：2 面（正・背），背面は
草書　⑦撰文：唐橋君山「唐世済謹識」　⑧亀趺：獣首…首は短く直にもたげる，耳有り，口閉じ・下唇有り（沈線），牙無し
／蓑尾…短く跳ね上がる，下面にも箕毛表現（線刻）／甲羅…無文（手斧痕を意識的に残す）　⑨碑身：板状，頭部平坦隅丸，
正面単龍・背面瑞雲浮彫り　⑩石材：凝灰岩　⑪備考：井上並古は一代家老，8代藩主中川久貞の儒式墓（小富士山墓所）
を造営／唐橋君山は藩儒（藩校博済館で医学・漢学・詩文を教授），『豊後国志』編纂
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
文殊仙寺一字一石法華経塔　①場所：国東市，文殊仙寺（天台宗）　②概要：一字一石法華経塔（地上標徴）　③造立者：末
廣光善・同光長「功徳主／末廣甚助一尉光善／末廣忠二郎光長」（背面），武士・名主階層　④造立年：年記銘無し，背面の
名前・正面主銘の箱彫りから19 世紀前～中頃？　⑤主銘：「ソ（種子）一字一石灋華經塔」（ソは弁財天・妙見菩薩），右側面「収
峩眉山文殊僊寺」　⑥碑文：無し　⑧亀趺：獣首…首は直にもたげる，耳有り，口閉じ，牙有り／箕尾／甲羅…亀甲文（3本一
単位沈線，区画内ビシャン仕上げ）　⑨碑身：方柱形，頭部櫛形　⑩石材：安山岩　⑪備考：弁財天神使は亀，妙見菩薩神使
は玄武でこれを台座とする作例多い／同寺には亀趺を乗騎とする小形の水天像あり、獣首・箕尾、安山岩製。

鹿児島県
宮之城島津 4 代久通碑　①場所：さつま町，宗功寺跡（臨済宗）宮之城島津家墓所，4代久通墓（石祠形）の前　②概要：
宮之城島津 4代久通と宮之城家の事績碑／延宝 2年（1674）没　③造立者：子 5代久竹（久胤）「島津久胤立之」　④造立年：
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碑文は延宝 6年（1678）「延寶戊午之春」　⑤碑文頭：「島津久通祖先世功碑并銘」　⑥碑文：3 面（右→正→左）　⑦撰文：
林�鵞峰「弘文院學士林叟撰」　⑧亀趺：写実的・丁寧　亀首…首は斜め上方にもたげる，耳有り，口閉じ，牙有り／蓑尾／甲
羅…亀甲文（2条一単位突帯），甲羅後方に骨状帯（楕円形を連続させた帯状突帯）／その他…足は水かきの表現あり，基台
は亀趺と一石で四隅を切り込み平面雲形　⑨碑身：方柱形，頭部櫛形，正面上位に双龍浮彫り　⑩石材：安山岩　⑪備考：久
通は本藩家老，藩主光久の命で家譜「島津世禄記」編纂
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
江夏友賢墓石　①場所：姶良市，実窓寺跡付近（島津義弘室菩提寺）　②概要：江夏友賢墓石／慶長 15 年（1610）没「慶
長十五庚戌第七月廿三日」（碑身右面）　③造立者：不明　④造立年：元禄頃（桐原正左衛門墓石など周辺資料との類似から）　
⑤主銘：「□翁環渓先生�江夏氏墓」（□は「黄」，上 6文字は敲かれる）　⑥碑文：無し　⑧亀趺：獣首…首は斜め上方に短く
もたげる，耳有り，口角僅かに開く，牙有り／尾無し（甲羅の後端が尖る）／甲羅…無文　⑨碑身：板状，頭部櫛形，主銘（額
内）周囲に瑞雲浮彫り（雑）／碑首…碑身上部を正面側に張り出す，方孔あり，瑞雲・双龍を浮彫り　⑩石材：凝灰岩　⑪備考：
友賢は福建省江夏郡の人，易に精通，島津義弘・家久に重用される（朝鮮出兵従軍，鹿児島城築城時の占いや縄張り），薩南
学派（朱子学）の高僧と親交，「環渓」号は聖護院門跡より贈与／形態は桐原正左衛門墓と類似
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
桐原正左衛門墓石　①場所：姶良市楠原（蟄居地）　②概要：桐原正左衛門墓石（2代藩主島津光久側近，軍学・兵道・剣
術に優れ門弟多し）／没年不明　③造立者：門弟「…為師孝立」（左側面），子「…孝子□白」（背面）　④造立年：元禄 2年
（1689）「元禄二己巳天二月七日為師孝立」（左側面）　⑤主銘：「且ヵ空ヵ了心居士桐原正左…」（文字は敲かれる）　⑥碑文：
無し　⑧亀趺：首…欠失（破面形状から首を高くもたげていない）／蓑尾／甲羅…無文　⑨碑身：板状，頭部櫛形，主銘（額内）
周囲に瑞雲浮彫り（雑）／碑首…碑身とは突帯で画す，方孔あり，双龍浮彫りか　⑩石材：凝灰岩
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
伊集院源次郎忠眞墓　①場所：姶良市，実窓寺跡付近（島津義弘室菩提寺）　②概要：伊集院源次郎忠眞墓（庄内の乱首謀，
島津家に降るが後に誅戮される）／慶長 7年（1602）没　③造立者：木田杉森門名頭の新右衛門「…造立／新右衛門敬白」（右
側面）　④造立年：元禄 8年（1695）「元禄八乙亥六月廿九日此石塔造立…」（右側面）　⑤主銘：「心香良安庵主伊集院源次
郎殿墓」（赤彩，下 6文字は敲かれる）　⑥碑文：無し　⑧亀趺：獣首…首は斜め上方に短くもたげる，耳有り，口閉じ（口角
は開く），牙有り／蓑尾／甲羅…無文　⑨碑身：板状，頭部櫛形，主銘（額内）周囲に宝相華唐草文線刻／碑首…碑身上部を
正面側に張り出す，方孔あり，瑞雲線刻　⑩石材：凝灰岩　
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
法印覚祐墓石　①場所：薩摩川内市，栄源寺跡墓所（真言宗）　②概要：法印覚祐墓石　③造立者：不明　④造立年：記銘
は宝永 3年（1706）「寶永三丙戌十一月八日寂」（塔身側面）　⑤主銘：「法印覚祐」（篆書，赤彩）　⑥碑文：無し　⑧亀趺：
簡易な作り，基台と一石　亀首…首は斜め上方にもたげる，耳有り（長い），口閉じ（沈線），牙無し／蓑尾…太い／甲羅…無
文　⑨塔身：円柱形，荷葉形笠あり　⑩石材：凝灰岩　⑪備考：同墓所内に寛文 7年・覚祐銘の板碑あり
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
法印覚祐墓石供養塔結衆碑　①場所：薩摩川内市，瑠璃光寺跡墓所（真言宗）　②概要：法印覚祐の供養塔造立の結衆記銘
碑　③造立者：「権律師快珠」等 26 名　④造立年：宝永 3年（1706，覚祐没年）以降　⑤題字等：無し，碑正面 3段に26
名の戒名連記，碑身右側面に墨書「覚祐□□」　　⑥碑文：無し　⑧亀趺：簡易な作り，基台と一石　獣首…首は短く直にもた
げる，耳有り（長い），口閉じ（沈線），牙無し／蓑尾…太い，先端尖らない，無文（蓑毛表現無し）／甲羅…無文　⑨碑身：
板状，笠・露盤・宝珠は後家合せ／　⑩石材：凝灰岩　⑪備考：同墓所内に大形の覚祐供養塔あり、塔身方柱形で塔身正面
に種子カンマン（不動明王）・「法印／覺裕／靈位」（年記銘無し）。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
森山亨庵碑　①場所：姶良市，本誓寺跡（島津義弘創建）　②概要：森山亨庵事績碑（名医，薬種業を営み資産家）／享保
7年（1722）没　③造立者：不明，碑文に孫の漢詩あり　④造立年：碑文は享保 7年（1722）「維時享保七年玄黙□□格小
春廿五蓂」　⑤主銘：正面額内「…賢法橋」（赤彩，碑文に戒名「元哲親賢法橋」），額外左右「享保…／七月二十五…」（赤
彩），「…」は敲かれ不明　⑥碑文：3 面（左→右）　⑦撰書：「洞雲院廓龍作銘書」　⑧亀趺：首…欠失（首は斜め上方にもた
げる，破面形状から細い）／蓑尾／甲羅…亀甲文（単沈線，後方は各亀甲の形・大きさを変える）　⑨碑身：方柱形，頭部櫛形，
上位に円孔あり　⑩石材：凝灰岩　⑪備考：碑文中の嫡孫漢詩に亨庵を「儒道盡精誠…歌堪聴上卿」と評する
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
鹿児島藩 5 代島津継豊実母「愛染経百万遍唱誦成就」碑　①場所：鹿児島市，福昌寺跡（曹洞宗）鹿児島藩主家墓所，5代
藩主継豊母須磨墓（宝篋印塔）の前　②概要：須磨の愛染経百万遍唱誦成就を記念，子孫繁栄・国家安全を祈願　③造立者：
須磨か　④造立年：碑文は享保 10 年（1725）「享保萬年第十乙巳八月吉祥日」　⑤主銘：「奉唱満愛染明王咒一百萬遍成就所」　
⑥碑文：1 面（背，赤彩）　⑦撰文：福昌寺僧侶「沙門師一謹志」　⑧亀趺：獣首…首は直にもたげる，耳有り，顔の先端が欠
失し口の開閉・牙の有無不明，口角は唇有り（沈線）／蛇尾／甲羅…亀甲文（2本一単位突帯文）／基台…亀趺と一石で四隅
を切り込み平面雲形　⑨碑身：方柱形（側縁は丸く仕上げる），頭部平頭雲形，正面上位に月輪・「ウーン」（愛染明王，赤彩）・
月輪下に蓮華座浮彫り　⑩石材：凝灰岩
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
鹿児島藩 8 代島津重豪実母都美碑　①場所：姶良市，長年寺跡（曹洞宗，本藩菩提寺福昌寺の末寺），都美墓（五輪塔）の
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隣，石柵あり　②概要：島津都美（7代藩主重年室・8代藩主重豪実母）の 33 回忌供養碑「嗚呼惟我�先太夫人既葬之三十
有三年其子懋昭（重豪）表於其阡…」／延享 2年（1745）没　③造立者：8 代藩主重豪　④造立年：碑文は安永 6年（1777）　
⑤篆額：「太夫人嶋津氏墓雟ヵ」（赤彩）　⑥碑文：2 面（正・背，正は赤彩）　⑦撰書：正面撰は懋昭（重豪）「薩隅日三州守
兼領琉球國源懋昭記」，書は近臣山田明遠「近侍掌務臣山田明遠薫沐拜書」，背面撰書は山本正誼「知學事臣山本正誼書其隂
謹按」　⑧亀趺：写実的　獣首…首は斜め上方に短くもたげる，眼球は彩色（白目は赤・黒目は黒），耳有り，口開け，唇有り（隆
起），牙有り／蛇尾／甲羅…側縁に抉りを入れ花弁形，亀甲文（3本一単位沈線），後方に縦の稜線（骨状帯）　⑨碑身：方柱形（側
縁は丸く仕上げる），頭部平坦隅丸，正面碑面（額内）周囲に瑞雲浮彫り／碑首…碑身部とは突帯で画す，方孔あり，双龍・瑞
雲浮彫り　⑩石材：凝灰岩　⑪備考：山本正誼は藩儒，造士館初代館長／碑前の水盤銘も山本正誼（安永 6年）
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
鳳山軒（明釣）碑　①場所：姶良市，椿窓寺跡（現加治木郷土館に移設）　②概要：椿窓寺中興僧明釣の事績・顕彰碑（朝
鮮出兵時祐筆，椿窓寺中興，隠居後の寛永 4年頃に鳳山軒創建）　③造立者：椿窓寺 19 世元徹　④造立年：記銘は天明 5年
（1785）「天明五乙巳正月八日」（背面）　⑤題字等：無し　⑥碑文：1 面（正）　⑦撰文：「開山十九代前椿窓大巖元徹誌焉」（背
面）　⑧亀趺：亀首…顔は亀様，首は斜め上方に短くもたげる，耳無し, 口閉じ，牙無し／蛇尾／甲羅…側縁に抉りを入れ花弁形，
亀甲文（3本一単位）　⑨碑身：板状，頭部平坦隅丸　⑩石材：凝灰岩
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
鹿児島藩 8 代島津重豪碑　①場所：鹿児島市，福昌寺跡（曹洞宗）鹿児島藩主家墓所，重豪墓（宝篋印塔）の前，石柵あり　
②概要：8 代藩主重豪の事績碑／天保 4年（1833）没　③造立者：10 代斉興か　④造立年：天保 10 年（1839）「天保十年
歳次己亥秋八月廿日建」　⑤題字：碑首篆額「故従三位／大信公碑」，碑身文頭「皇祖考故従三位行左近衞中将薩隅日三州國
主兼領琉球国源大信公神道碑銘并序」　⑥碑文：碑身 4面，基台は 2面（背→右）　⑦撰文：碑身は 10 代斉興「孫参議正四
位下行左近衛中将薩隅日三州國主兼領琉球国齊興謹撰」，基台碑文は五代秀堯「本府知國史館／事臣五代秀堯薫／沐拜手謹撰」　
⑧亀趺：獣首…大人しい顔つき，首は斜め上方に高くもたげる，耳有り，口閉じ，牙無し／蛇尾／甲羅…側縁に抉りを入れ花弁
形，亀甲文は隅丸の台形・五角形（縁線のある突帯により区画）　⑨碑身：方柱形（縦側縁は丸く仕上げる），4面とも碑面（額
内）周囲に瑞雲浮彫り／碑首…別石，碑身より幅広，頭部平坦隅丸，正面は篆額周囲に双龍・瑞雲を浮彫り，他 3面は瑞雲浮
彫り　⑩石材：凝灰岩　⑪備考：基台「大信公碑隂記」の撰者五代秀堯は藩儒，碑造立に際し中国から亀趺に関する位階制度・
形態を学んだとある
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

〔亀趺を持つ灯籠〕磯菅原神社亀趺灯籠　場所：鹿児島市，磯菅原神社　寄進者：「愛甲次右衞門」等 9名（赤彩）　造立年：
記銘は安永 9年（1780）「安永九庚子十二月廿二日」（赤彩）　主銘：「奉寄進」（赤彩）　亀趺：獣首…首は斜め上方にもたげる，
耳有り（現状欠），口開け，唇有り（隆起），牙の有無不明（顔の先端欠失）／蛇尾／甲羅…側縁に抉りを入れ花弁形，亀甲文（2
条一単位突帯），基台…亀趺と一石で四隅を切り込み平面雲形　竿：六角柱，記銘あり　中台：六角形，荷葉形　石材：凝灰
岩　備考：火袋より上部は失欠（中台上面に浅い刳り込みあり）　
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
金剛寺跡の西南戦争慰霊亀趺灯籠　場所：霧島市，金剛寺跡，西南戦争慰霊碑「丁丑戰兦之冢」の碑前　寄進者：「石塚七十郎」
以下 95名（赤彩，西南戦争戦没者氏名に一致無し）　造立年：記銘は明治 14年（1881）　主銘：「干城四番」･「慰霊燈（行書）」　
亀趺：獣首…首は斜め上方にもたげる，耳有り，口閉じ，牙無し／箕尾／甲羅…亀甲文（2本一単位突帯），基台…平面六角形，
記銘あり　竿：龍柱形，龍・瑞雲・波濤（下位）を浮彫り，上位に宝珠（一石，円孔あり）　石材：凝灰岩

熊本県
※菊池武敏亀趺墓（1341 年没，大分県宇佐市，明治 24 年銘）は民地内にあって未実見のため扱っていない。
菊池 15 代武光碑　①場所：菊池市，正観寺（臨済宗，武光開基），墓標と伝わるクスノキの前　②概要：武光事績碑（懐良親
王を奉じ九州における南朝の最盛期を築く，九州都督将軍・百戦百勝の名将と称される，菊池五山を定めるなど文化振興に尽くす）
／文中 2年（1373）没　③造立者：宗�伝次「菊池�宗英盈字傳次謹建」（隈府の豪商，慈善事業・文化振興・菊池氏顕彰に努める，
菊池氏家臣の後裔）　④造立年：安永 9年（1780）　⑤題字：主銘「菊池正觀公之碑銘」，碑文頭「菊池正觀公神道碑」　⑥碑文：
1 面（背，風化）　⑦撰書：撰は藪�孤山「熊府府學祭酒藪愨士厚謹撰」（名愨・字士厚），書は渋江公豊「澁江公豊子錫謹書」（字
子錫・号紫陽）　⑧亀趺：獣首…首は直にもたげる，耳有り，眉上隆起が前方に張り出す，口閉じ，唇有り（沈線），牙有り／箕
尾…別石，大きく高く跳ね上がる，下面は花弁状文（立体的）／甲羅…亀甲文（単沈線）　⑨碑身：方柱形，頭部櫛形　⑩石材：
砂岩（観音岳産）　⑪備考：藪�孤山は藩儒・藩校時習館学長／渋江公豊は天地元水神社神職・儒者，菊池文教の祖といわれ
私塾「集玄亭」で多くの門弟を教導，菊池氏の顕彰に努める
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
菊池 13 代武重墓　①場所：菊池市，東福寺歓喜院跡（天台宗，菊池五山一位，武重は隠居後に剃髪して歓喜院と号す，本院
で死去）　②概要：武重墓，石柵あり（武時嫡男，父の功により後醍醐天皇より肥後守護に任じられる，菊池家憲を定め内政安
定を図る）／興国 3年（1342）没　③造立者：一説には藩郡代中村庄右衛門正彜　④造立年：文化 13 年（1816）年 , 年記
銘は無し　⑤主銘：「菊池肥後守武重朝臣之墓」　⑥碑文：無し　⑧亀趺：獣首…首は直にもたげる，耳有り，眉上隆起が前方
に張り出す，口閉じ，唇有り（隆起），牙有り／箕尾…別石，大きく高く跳ね上がる，下面は花弁状の線刻／甲羅…亀甲文（単沈線）　
⑨碑身：方柱形，頭部櫛形　⑩石材：安山岩　⑪備考：背面「興国三年辛巳八月三日卒去」（興国 3年は壬午）



年代 名称 場所 形態 造立者 撰者

寛文12年（1672）銘 唐津藩大久保初代忠職碑 唐津市大久保緑地 亀趺碑 子2代忠朝 林 鳳岡（背面追刻）：幕府弘文院学士

延宝6年（1678）銘 宮之城島津4代久通碑 さつま町宗功寺跡 亀趺碑 子5代久竹 林 鵞峰：幕府弘文院学士

元禄年間撰
寛政元年（1789）再造

立花家祖高橋紹雲碑
大牟田市法輪寺跡
（三池藩主家墓所）

方柱形
平頭隅丸

3代種明
6代種周再造

元禄期撰は安東省菴：柳川藩儒，「海西の巨儒」
寛政期再撰は芳賀 貞：三池藩儒

正徳元年（1711）銘
宝暦4年（1754）再造

佐賀鹿島支藩2代直條碑 鹿島市普明寺 亀趺碑
子3代直堅
孫4代直郷再造

林 鳳岡：幕府弘文院学士

正徳3年（1713）銘 聖堂「大宝聖林」記念碑 多久市西渓公園 亀趺碑 武富咸亮 武富咸亮：佐賀藩儒，聖堂「大宝聖林」建設

享保5年（1720） 大音寺開山伝誉上人碑 長崎市大音寺 亀趺碑 不明 荻生徂徠：儒者，徂徠派開祖

明和8年（1771）銘 熊本藩家老初代松井康之碑 八代市春光寺 櫛形方柱形 6代豊之 藪 孤山：熊本藩儒，藩校時習館長

延享2年（1744）没 唐津藩土井3代利延墓石 唐津市来迎寺 尖頭方柱形 弟４代利里 稲葉迂斎：唐津藩儒，藩主家伴読

安永6年（1777）銘 鹿児島藩島津都美碑 姶良市長年寺跡 亀趺碑 子8代重豪 山本正誼（背面）：鹿児島藩儒，藩校造士館長

安永8年（1779）銘 菊池15代武光碑 菊池市正観寺 亀趺碑 宗 伝次
藪　孤山：熊本藩儒，藩校長
渋江公豊書：儒者，菊池文教の祖

寛政元年（1789）銘 三池藩祖立花直次碑 大牟田市法輪寺跡
方柱形
平頭隅丸

6代種周 芳賀 貞：三池藩儒

寛政6年（1794）銘 立花家祖高橋紹雲碑 太宰府市岩屋城跡 櫛形方柱形 三池藩6代種周 藪 孤山：熊本藩儒，藩校時習館長

文政8年（1825）銘 岡藩家老井上並古碑 豊後大野市井上墓所 亀趺碑 子並増 唐橋君山：岡藩儒，『豊後国志』編纂

天保10年（1839）銘 焼山の墾田碑 武雄市 亀趺碑 不明
草葉佩川：本藩・多久鍋島家儒臣
篆額揮毫は男谷思孝：幕府表祐筆，儒者

天保10年（1839）銘 鹿児島藩8代島津重豪碑 鹿児島市福昌寺跡 亀趺碑 孫10代斉興 五代秀堯：鹿児島藩儒，記録奉行
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菊池 23 代政隆墓　①場所：菊池市，安国寺（現天台宗，自刃地）　②概要：政隆墓，石柵あり（本家最後の当主，肥後守護、
再起をかけた久米原の戦いに敗れ陣所安銷銷国寺で自刃）／永正 6年（1509）没「永正六年閏八月十七日卒」（背面）　③造立者：
不明　④造立年：奉献灯籠銘は嘉永 4年（1851，それ以前の可能性）　⑤主銘：「菊池公政隆之墓」　⑥碑文：無し　⑧亀趺：
獣首…首は直にもたげる，耳有り，眉上隆起が前方に張り出す，口閉じ，牙有り／箕尾…高く跳ね上がる，下面は花弁状の線刻
／甲羅…亀甲は鋸歯状文（簡略化，単沈線）　⑨碑身：方柱形，頭部櫛形　⑩石材：安山岩　⑪備考：同石柵内に政隆の笠
塔婆墓石あり，主銘「巖銷院殿天仙源祐大居士」，18 世紀前半の型式／同石柵内に転礫集中，最後は矢尽き石を投げて戦った
との伝承から石を供えると歯痛が治るとの信仰による
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
菊池 17 代武朝碑　①場所：菊池市，真徳寺跡（臨済宗，正観寺末寺，武朝の菩提寺），丘陵斜面の造成地に位置　②概要：
武朝事績碑（南朝退勢期の当主，託麻原の戦いに勝利，南北朝合一後に肥後守護）／応永 14 年（1407）没　③造立者：小
林種次郎「前市會議員小林種次郎氏ノ特志ニ依リ此ノ碑ヲ建テ」　④造立年：碑文は昭和 37 年（1962）「昭和三十七年十月
十八日」　⑤主銘：「菊池武朝公之碑」　⑥碑文：1 面（背）　⑦撰文：菊池文化顕彰会　⑧亀趺：獣首…首は直にもたげる，
耳有り，眉上隆起が前方に張り出す，口閉じ，唇有り（沈線），牙有り／箕尾…高く跳ね上がる，下面は花弁状の線刻／甲羅…
亀甲文（単沈線）　⑨碑身：方柱形，側縁は小さく面取り，頭部櫛形　⑩石材：安山岩

追加資料（略記）

矢嶋家墓 4 基（1～ 4）　場所：福岡県みやま市　概要：旧金仙寺（黄檗宗）より移転／矢嶋家は柳川藩士
1　陽泰院（行恒）墓　没年 : 元禄 4年（1691）　造立年 : 元禄 5年　碑文 :２面，「孝次子」行周撰文　亀趺 : 獣首，蛇尾（小）
塔身：花灯方柱形　石材：安山岩
2　弧月軒（行周）墓　没年：享保 9年（1724）　碑文：無し　亀跌：獣首，蛇尾（小）　塔身：花灯方柱形　石材：安山岩
3　怡德院殿大居士墓　没年：明和 2年（1765）　碑文：無し　亀跌：亀首，蓑尾　塔身：花灯方柱形　石材：凝灰岩
4　覺玄院殿大居士墓　碑文：無し　亀跌：獣首，尾部欠（現況から2・3と同様の小さい蛇尾と判断される）　塔身：花灯方柱
形　石材：安山岩　備考：年記銘無し，18 世紀前半頃の型式　
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
放生池碑　場所：佐賀県白石町厳島神社　造立年：文化 10 年（1813）　碑文：有，東遠良愚撰　亀跌：獣首，蓑尾　碑身：
経巻形　石材：安山岩　備考：亀趺の造形は武雄市焼山の墾田碑に近似（同じ石工あるいは同系譜の石工による制作）
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
祖霊社碑　場所：佐賀県鹿島市鹿島城跡　碑文：無し　亀跌：獣首，蓑尾　碑身：自然石　石材：亀跌は安山岩，碑身は緑
泥片岩　備考：年記銘無し，19 世紀後半造？（「衆楽碑」など周辺石造物の造立年や主銘箱彫りから）
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
大乗寺跡亀跌　場所 :鹿児島県日置市大乗寺跡（曹洞宗，日置薩摩家菩提寺・墓所）　概要 :碑身欠，現状は石祠が乗る（後家合せ）
亀跌：亀首，蛇尾　石材：凝灰岩　備考：亀跌上面のホゾ穴から碑身は方柱形であったと考えられる

第 3 表　儒者による撰文事例一覧　※アミかけは方柱形
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石
造
物
か
ら
み
た
菊
池
一
族
に
つ
い
て
―
菊
池
市
亘
輪
足
山
松
林
院
東
福
寺
を
中
心
と
し
て
―　

     

髙
橋　

学

は
じ
め
に

　

近
年
、
菊
池
一
族
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
昨
今
の
南
北
朝
人
気
の
高
ま

り
も
あ
る
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
菊
地
市
に
よ
る
継
続
的
な
取
り
組
み
も
一
つ
の

要
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
菊
池
市
に
よ
る
菊
池
一
族
研
究
の
テ
ー
マ
を
見
て
み

る
と
、
文
献
史
学
、
民
俗
学
、
考
古
学
と
幅
広
い
テ
ー
マ
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
考
古
学
の
分
野
の
1
つ
に
石
造
物
研
究
が
あ
る
。
従
前
、
石
造
物
の
研
究
は
石

造
美
術
に
代
表
さ
れ
る
美
術
史
の
一
分
野
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
（
一
）。
し
か
し

な
が
ら
、近
年
、石
造
物
を
考
古
学
的
な
研
究
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
が
増
加
し
て
い
る
。

過
去
二
回
の
菊
池
一
族
の
研
究
課
題
を
見
て
も
、
石
造
物
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
な
い
。

今
回
、
石
造
物
を
切
り
口
と
し
て
、
菊
池
一
族
に
つ
い
て
迫
る
の
が
論
旨
で
あ
る
。
具

体
的
な
手
法
と
し
て
、
菊
池
一
族
に
関
係
す
る
と
推
測
さ
れ
る
主
に
中
世
期
の
石
造

物
を
対
象
と
し
、
他
の
石
造
物
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
石
造
物
か
ら
み
た
菊
池
一
族

の
特
徴
や
背
景
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一
．
対
象
に
つ
い
て

　

菊
池
市
内
の
石
造
物
に
関
し
て
は
『
菊
池
市
史
』
な
ど
に
記
述
が
あ
る
が
、
残
念

な
が
ら
総
体
の
把
握
ま
で
は
至
っ
て
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
来
、
市
内
の
悉
皆
調

査
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
資
料
化
を
進
め
る
こ
と
が
本
義
と
は
思
わ
れ
る
が
、
今
回
は

時
間
的
な
制
約
も
あ
り
検
討
資
料
を
限
定
す
る
こ
と
で
す
す
め
た
い
。

　

ま
ず
、
主
に
対
象
と
す
る
石
造
物
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
菊
池
市
亘
に
所
在
す
る
輪

足
山
松
林
院
東
福
寺
（
二
）（
以
下
、東
福
寺
と
略
す
）
境
内
の
石
塔
、石
碑
等
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
化
を
計
り
、
歴
史
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
．
東
福
寺
石
塔
群
の
調
査

●
東
福
寺
に
つ
い
て

　

東
福
寺
は
、
天
台
宗
延
暦
寺
正
覚
院
の
末
寺
で
、『
肥
後
国
誌
』
に
よ
る
と
天
慶

元
年
（
九
三
八
）
證
慶
法
印
の
開
基
と
さ
れ
、
か
つ
て
は
寺
領
二
十
五
町
歩
、
末
寺

も
十
五
ヵ
寺
以
上
を
数
え
た
。
寺
の
前
面
に
広
が
る
亘
集
落
付
近
は
寺
に
関
係
す
る

屋
敷
地
が
広
が
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
、
現
在
の
寺
の
門
前
あ
た
り
は
墓
地
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る
（
三
）。
菊
池
武
光
の
代
、
京
都
・
鎌
倉
の
五
山
に
な
ら
っ
て
菊
池
に
お
か
れ
た

菊
池
五
山
の
1
つ
で
あ
る
（
四
）。
寺
の
立
地
は
菊
池
市
の
中
央
西
部
に
あ
る
阿
蘇
溶
結

凝
灰
岩
で
形
成
さ
れ
た
城
山
台
地
の
東
斜
面
に
位
置
す
る
（
第
1
図
参
照
）。
現
在
の

寺
の
門
前
を
加
藤
清
正
に
よ
り
作
ら
れ
た
と
伝
わ
る
築
地
井
手
に
よ
り
導
水
さ
れ
た

水
が
流
れ
て
い
る
。
境
内
は
北
西
か
ら
南
東
へ
開
け
た
城
山
の
谷
部
に
展
開
し
て
お
り
、

現
在
の
本
堂
は
、
標
高
86
m
の
平
場
に
建
て
ら
れ
て
い
る
（
第
2
図
参
照
）。
熊
本
県

の
遺
跡
地
図
に
よ
れ
ば
、
東
福
寺
遺
跡
と
し
て
本
堂
裏
か
ら
平
安~

中
世
期
の
青
磁
・

白
磁
、
骨
蔵
器
の
壷
な
ど
の
発
見
が
記
録
に
残
る
が
、
詳
細
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
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第 1 図　城山台地と東福寺（北東から　ドローン撮影）

第２図　東福寺境内オルソー図
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ま
た
周
辺
に
は
古
墳
時
代
の
築
地
横
穴
群
が
あ
り
、
築
地
井
手
に
面
し
て
露
頭
す
る
岩

壁
を
掘
削
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　

東
福
寺
の
本
尊
は
平
安
時
代
末
期
の
作
と
さ
れ
る
千
手
観
音
菩
薩
立
像
。
他
に
、

室
町
時
代
作
の
不
動
明
王
立
像
、
同
毘
沙
門
天
立
像
や
絹
本
著
色
不
動
明
王
画
像
も

あ
り
、
併
せ
て
熊
本
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
。

●
石
塔
群
に
つ
い
て

　

境
内
の
石
造
物
の
主
立
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
個
別
に
番
号
を
付
与
し
調
査
を
行
っ
た

（
第
3
図
参
照
）。
寺
伝
に
よ
る
と
先
述
の
築
地
井
手
の
構
築
の
際
に
、
墓
地
が
整
理

さ
れ
、
墓
石
関
係
は
境
内
内
（
現
在
の
場
所
）
に
移
築
さ
れ
た
。
石
造
物
は
本
堂
の

北
側
に
上
下
段
の
二
段
の
平
場
に
分
か
れ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
上
段
の
石
造
物
は
東

か
ら
1
番~

28
号
、
東
端
の
標
柱
を
29
号
と
し
た
。
下
段
の
石
造
物
は
五
輪
塔
が
並

ぶ
30
号~

43
号
、
そ
れ
以
外
の
も
の
を
49
号
と
し
た
。
上
段
の
石
造
物
の
帯
磁
率
と

石
材
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
表
2
を
参
考
に
し
て
頂
き
た
い
（
五
）。

　
第
1
号（
図
4
、図
15
）

　

境
内
か
ら
園
路
沿
い
に
低
い
階
段
を
一
段
上
が
っ
た
平
坦
面
の
東
に
位
置
す
る
。

外
柵
に
囲
ま
れ
た
中
心
に
後
家
合
わ
せ
の
五
輪
塔
が
所
在
す
る
。
高
さ
1.15
m
。
幅

0.46
m
（
幅
は
石
塔
を
構
成
す
る
部
材
の
最
大
幅
と
す
る
。
以
下
同
じ
）。
地
輪
が
2

つ
重
ね
て
あ
り
、
一
番
下
の
地
輪
に
は
元
弘
三
年
（
1
3
3
3
）
の
紀
年
銘
が
あ
る

と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
石
塔
は
菊
池
覚
勝
（
第
十
二
代
武
時
の
弟
、
菊
池
三
郎
覚
勝
）

の
墓
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
銘
文
に
関
し
て
は
『
菊
池
市
史
』
を
参
考
に
し
た
。
現
状
が

明
ら
か
に
市
史
作
成
調
査
時
よ
り
も
石
造
物
の
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
た
め
、
す
で

に
判
読
不
能
な
字
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
地
輪
上
部
に
近
い
所
が
雨
水
に
よ
る
侵

食
・
剥
離
に
よ
り
毀
損
が
進
ん
で
お
り
、一
行
目
の
弘
の
字
は
下
部
し
か
残
っ
て
い
な
い
。

第
1
図
　
城
山
台
地
と
東
福
寺
（
北
東
か
ら
　
ド
ロ
ー
ン
撮
影
）

第
３
図
　
東
福
寺
石
塔
　
配
置
図
　（

南
か
ら
）

第３図　東福寺石塔　配置図　（南から）
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同
行
三
月
以
下
の
「
十
三
日
」
は
読
む
こ
と
が
厳
し
い
。
ま
た
、
三
行
目
の
三
十
六

の
「
三
」
は
現
状
で
は
二
に
し
か
読
め
な
い
。
下
か
ら
2
つ
の
地
輪
に
つ
い
て
、
本
来

は
同
墓
所
の
他
の
石
塔
と
同
様
に
石
材
保
護
の
た
め
に
下
に
敷
い
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
が
、
現
在
は
上
下
逆
転
し
て
い
る
。
石
造
物
の
保
全
を
考
え
る
と
現
在
の
地

輪
の
上
下
を
逆
転
し
て
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
。
読
め
な
い
箇
所
を
補
填
し
て
も
、
遠

「
基
入
道
寂
正
」
と
い
う
銘
文
が
あ
っ
た
の
か
は
現
状
で
は
不
明
で
あ
る
。
さ
て
水
輪

だ
が
、
こ
れ
は
上
下
逆
転
し
て
据
え
ら
れ
て
い
る
。
後
世
に
手
を
入
れ
た
際
に
見
た

目
の
安
定
感
か
ら
往
々
に
し
て
こ
の
よ
う
な
逆
転
現
状
が
認
め
ら
れ
る
。
水
輪
四
面
に

金
剛
界
四
仏
の
種
子
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
種
子
は
薬
研
彫
り
で
な
く
、
ま
た
彫
り
が

浅
く
字
体
に
丸
み
が
あ
る
た
め
、
中
世
後
期
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。
種
子
構
成
か

ら
金
剛
界
四
仏
を
表
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
が
、
本
来a ḥ

ア
ク
（
不
空
成
就
如

来
）
で
あ
る
は
ず
が
、種
子
の
右
側
に
涅
槃
点
が
無
い
た
めa

ア
（
胎
蔵
界
大
日
如
来
）

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
な
お
水
輪
の
現
在
の
正
面
は
本
来
、
西
に
あ
た

る
阿
弥
陀
と
な
っ
て
い
る
。
火
輪
は
軒
反
り
が
比
較
的
薄
く
軒
も
厚
く
な
く
、
屋
根

の
勾
配
も
緩
や
か
。
同
塔
内
で
は
下
か
ら
2
つ
目
の
地
輪
が
凝
灰
岩
の
他
は
、
阿
蘇

溶
結
凝
灰
岩
の
黒
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
火
輪
に
は
赤
み
を
帯
び
た
も
の
が
使
用

さ
れ
て
い
る
（
六
）。
空
風
輪
は
風
輪
部
に
蓮
華
文
を
彫
り
出
し
て
い
る
。
空
風
輪
と
水

輪
は
表
面
を
細
か
く
削
っ
て
平
滑
に
仕
上
げ
て
お
り
、
中
世
後
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
地
輪
に
銘
文
を
刻
字
す
る
行
為
は
鎌
倉
時
代
段
階
で
は
一
般
的
で
な
い
た

め
、
こ
の
地
輪
の
銘
文
は
年
号
そ
の
も
の
の
時
期
で
は
な
く
、
後
世
に
刻
ま
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
地
輪
の
み
か
ら
年
代
を
考
察
す
る
の
は
難
し
い
が
、
十
六
世
紀
代

と
の
意
見
も
あ
る
（
七
）。
よ
っ
て
こ
の
五
輪
塔
は
時
代
が
下
っ
て
か
ら
作
ら
れ
た
い
わ

ゆ
る
顕
彰
碑
に
類
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
ま
た
五
輪
塔
の
周
辺
に
は
石
で

柵
囲
い
が
さ
れ
て
い
る
が
、
石
材
の
加
工
技
術
か
ら
近
代
以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
（
池
田
氏
ご
教
示
）。

　
第
2
号（
図
5
、図
15
）

　

第
1
号
の
背
後
に
あ
る
無
縫
塔
。
高
さ
1.38
m
。
基
礎
石
の
幅
1.04
m
。
明
和
八
年

（
1
7
7
1
）
の
銘
が
入
っ
て
い
る
。
種
子
はa

ア
で
胎
蔵
界
大
日
如
来
と
思
わ
れ
る
。

慈
光
院
大
竪
者
法
印
光
尹
霊
塔
と
あ
り
、
光
尹
と
い
う
名
の
僧
の
墓
で
あ
る
。

　
第
3
号（
図
15
）

　

第
2
号
の
奥
で
、平
坦
面
の
奥
に
あ
る
位
牌
塔
形
近
世
墓
。
高
さ
2.41
m
。
幅
0.79
m
。

正
面
に
、
火
灯
窓
状
の
彫
り
込
み
が
あ
り
、
そ
こ
に
種
子
はa

ア
法
眼
妙
光
秀
㺱
和

尚
と
彫
る
。
右
側
に
は
、圭
頭
状
の
彫
り
込
み
が
あ
り
、そ
こ
に
文
化
四
（
丁
）
卯
李
。

文
化
四
年
は
1
8
0
7
年
。
左
側
に
同
様
の
彫
り
込
み
が
あ
り
、
そ
こ
に
十
一
月
初

十
日
寂
。裏
面
は
何
も
彫
ら
れ
て
い
な
い
。秀
㺱
と
い
う
名
の
僧
侶
墓
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
4
号（
図
15
）

　

第
2
号
の
西
側
に
あ
る
櫛
形
近
世
墓
。
高
さ
0.82
m
。
幅
0.58
m
。
正
面
に
火
灯
窓

状
の
彫
り
込
み
が
あ
り
、
そ
こ
に
二
列
戒
名
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
向
か
っ
て
右
に
、
種

子a

ア
捨
□
院
日
顕
信
士
。
左
は
、
種
子a

ア
妙
教
院
㳒
山
信
士
。
右
面
に
は
櫛
形

の
彫
り
込
み
は
あ
る
が
刻
字
は
な
い
。
背
面
は
手
を
加
え
て
い
な
い
。
左
面
に
は
「
天

明
六
丙
午
年　

八
月
十
日　

俗
名
近
藤
平
八
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
天
明
六
年
は
、

1
7
8
6
年
で
あ
る
。

　
第
5
号（
図
5
、図
15
）

　

石
碑
。
高
さ
1.11
m
。
幅
1.24
m
。
自
然
石
の
荒
積
み
の
上
に
薄
い
平
石
を
据

え
、
そ
の
上
に
石
碑
を
差
し
込
み
安
定
さ
せ
て
い
る
。
碑
は
安
山
岩
製
。
享
保
八
年

（
1
7
2
3
）
の
銘
あ
り
。
第
35
代
東
福
寺
住
職
大
阿
闍
梨
焉
立
大
和
尚
の
供
養
碑

か
。
焉
立
大
和
尚
は
東
福
寺
中
興
の
祖
で
、
享
保
元
年
（
1
7
1
6
）
に
本
堂
南
側

に
あ
る
乙
護
法
堂
を
建
立
し
た
と
伝
わ
る
（
八
）。

　
第
6
号（
図
6
、図
15
）

　

五
輪
塔
の
後
家
合
せ
。
高
さ
0.98
m
。
幅
0.42
m
。
地
輪
の
銘
文
に
よ
る
と
第
二
十
二
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石造物からみた菊池一族について―菊池市亘輪足山松林院東福寺を中心としてー／髙橋�学�

代
住
職
權
大
僧
都
澄
性
法
印
の
墓
。
在
世
七
十
歳
。
享
徳
三
年
（
1
4
5
4
）
甲
戌

七
月
十
二
日
に
逝
去
。
地
輪
中
央
の
種
子
は
、a

ア
に
空
点
と
荘
厳
点
が
つ
い
て
い
る

a ṃ

ア
ン
で
胎
蔵
界
大
日
如
来
を
表
す
。
水
輪
に
は
種
子vā

バ
ー
が
一
字
の
み
薬
研
彫

り
で
刻
ま
れ
て
い
る
。
火
輪
は
や
や
軒
反
り
し
、
軒
裏
も
丸
み
を
持
つ
。
火
輪
の
み

赤
い
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
製
で
、
他
は
同
種
の
黒
い
石
材
を
使
用
し
て
い
る
。

　
第
7
号（
図
6
、図
15
）

　

五
輪
塔
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
が
、
後
家
合
せ
。
高
さ
0.98
m
。
幅
0.44
m
。
一
番
下

に
敷
か
れ
て
い
る
地
輪
は
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
で
阿
蘇
2
か
3
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は

地
面
か
ら
の
水
の
吸
い
上
げ
を
止
め
る
た
め
に
あ
え
て
設
置
さ
れ
て
も
の
で
、
石
材
の

物
理
風
化
を
防
ぐ
効
果
を
期
待
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
の

地
輪
に
は
有
名
な
建
武
三
年
（
1
3
3
6
）
の
銘
文
が
あ
る
。
銘
文
の
内
容
か
ら
菊

池
武
村（
別
名
、重
富
与
一
、十
代
菊
池
武
房
の
末
子
）の
供
養
塔
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

石
塔
造
立
者
と
推
定
さ
れ
る
沙
弥
空
寂
は
、
名
前
こ
そ
出
し
て
い
な
い
が
（
配
慮
し

て
か
）、
京
都
の
大
渡
橋
で
足
利
尊
氏
と
の
戦
い
で
亡
く
な
っ
た
武
村
を
悼
ん
で
彫
っ

た
銘
文
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
第
1
号
石
塔
と
同
じ
く
銘
文
の
年
号
と
同

時
期
の
も
の
で
は
な
く
、
後
の
時
代
に
追
刻
が
行
わ
れ
た
物
と
考
え
て
い
る
。
水
輪

は
赤
い
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
で
、
四
面
にa

ア
（
胎
蔵
界
大
日
如
来
か
）
の
種
子
を
薬

研
彫
り
で
勇
壮
に
彫
っ
て
い
る
。
水
輪
は
上
部
を
乱
雑
に
割
ら
れ
て
お
り
、
完
形
で
は

な
い
。
火
輪
は
軒
が
厚
く
、
端
で
反
り
、
軒
裏
も
厚
く
反
る
。
東
福
寺
五
輪
塔
の
中

で
は
古
相
を
示
し
鎌
倉
期
の
も
の
と
考
え
て
い
る
。
空
風
輪
は
中
世
後
期
の
新
し
い
も

の
が
乗
っ
て
い
る
。

　
第
8
号（
図
7
、図
15
）

　

宝
篋
印
塔
で
後
家
合
せ
。
高
さ
2.02
m
。
幅
0.50
m
。
最
下
部
は
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔

の
基
壇
。
六
段
基
礎
で
は
な
く
五
段
の
階
段
状
基
礎
で
一
石
彫
成
。
最
下
段
は
基
礎

を
意
識
し
て
か
他
よ
り
高
い
。
そ
の
上
の
銘
文
が
彫
ら
れ
て
い
る
の
は
菊
鹿
型
で
は
な

い
普
通
の
宝
篋
印
塔
の
基
礎
部
で
、
上
部
に
二
段
の
上
部
段
形
が
確
認
で
き
る
。
銘

文
か
ら
順
善
と
い
う
僧
の
逆
修
の
た
め
の
も
の
で
、
天
文
三
年
（
1
5
4
3
）
に
作

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
部
に
、
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
の
笠
部
が
あ
る
。
馬
耳
状
隅
飾
り

は
縦
三
連
で
や
や
外
反
し
て
い
る
。
露
盤
は
三
段
で
、
上
部
に
深
い
枘
穴
が
穿
た
れ
て

い
る
。
最
上
部
に
は
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
の
相
輪
が
乗
る
。
し
か
し
、
枘
が
上
手
く
合

わ
な
い
の
で
本
来
の
組
み
合
わ
せ
で
は
な
い
。
こ
の
東
福
寺
石
塔
群
で
は
珍
し
い
宝
篋

印
塔
の
相
輪
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　
第
9
号（
図
7
、図
15
）

　

縦
長
の
塔
身
が
自
然
石
の
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
高
さ
0.47
m
。
幅
0.26
m
。
笠
塔

婆
の
塔
身
か
。
最
上
部
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
最
上
部
の
一
部
に
円
形
の
盛
り
上
が
り

が
確
認
で
き
る
た
め
、
凸
枘
の
跡
か
と
思
わ
れ
る
。
中
央
上
部
に
月
輪
が
あ
り
、
そ

の
中
心
に
種
子hrī ḥ�

キ
リ
ー
ク
（
阿
弥
陀
如
来
）
が
あ
る
。
僧
侶
の
逆
修
墓
と
考
え

る
。
紀
年
銘
は
不
明
。
大
の
字
は
確
認
で
き
る
の
で
、
石
造
物
の
特
徴
か
ら
、
大
永

年
間
（
1
5
2
1~

1
5
2
7
）
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。

　
第
10
号（
図
8
、図
15
）

　

五
輪
塔
の
後
家
合
せ
。
高
さ
0.84
m
。
幅
0.37
m
。
地
輪
部
に
銘
文
あ
り
。
永
享
七

年
（
１
４
３
５
）。
種
子
はa

ア
（
胎
蔵
界
大
日
如
来
か
）。
種
子
の
周
辺
は
文
字
が

わ
ず
か
に
残
存
し
て
い
る
が
、
意
図
的
に
削
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
判
然
と
し
な
い
。

水
輪
は
赤
い
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
だ
が
、
そ
の
他
は
黒
い
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
で
あ
る
。

　
第
11
号（
図
8
、図
16
）

　

五
輪
塔
の
後
家
合
せ
。
高
さ
0.91
m
。
幅
0.54
m
。
敷
か
れ
た
地
輪
の
上
に
、
銘
文
入

り
の
地
輪
（
蓮
華
座
付
き
）
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
部
に
は
水
輪
、
火
輪
と

な
る
。
上
下
逆
転
し
て
据
え
ら
れ
た
水
輪
に
は
四
面
に
、a

ア（
胎
蔵
界
大
日
如
来
か
）

の
種
子
を
薬
研
彫
り
で
彫
っ
て
い
る
。
ま
た
火
輪
の
上
部
に
は
露
盤
の
よ
う
な
段
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
水
輪
だ
け
が
赤
い
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
で
あ
る
。
應
永
（
応
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永
））
八
年
は
、
1
4
0
1
年
。
木
庭
城
主
越
前
守
為
重
（
号
元
仙
）
の
墓
と
さ
れ

て
い
る
（
九
）。

　
第
12
号（
図
8
、図
16
）

　

後
家
合
せ
。
高
さ
0.78
m
。
幅
0.29
m
。
下
に
2
つ
地
輪
を
転
用
し
て
地
な
ら
し
用

に
敷
い
て
い
る
。
そ
の
上
に
薄
い
地
輪
を
置
き
、
そ
の
上
部
に
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
の

笠
部
を
据
え
る
。
一
番
上
に
は
、
五
輪
塔
の
空
風
輪
を
据
え
る
。
風
輪
に
は
蓮
華

文
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
中
世
後
期
か
。
低
い
地
輪
の
み
赤
い
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
を
使

用
し
て
い
る
。

　
第
13
号（
図
8
、図
16
）

　

後
家
合
せ
。
高
さ
1.16
m
。
幅
0.45
m
。
下
段
に
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
の
基
礎
（
6
段

一
石
彫
成
）
を
据
え
て
、
そ
の
上
に
笠
塔
婆
の
塔
身
を
逆
転
さ
せ
て
据
え
て
い
る
。

そ
の
塔
身
の
上
に
五
輪
塔
の
火
輪
と
空
風
輪
を
据
え
て
い
る
。
風
輪
は
蓮
華
文
が
彫

ら
れ
て
い
る
も
の
で
中
世
後
期
か
。
笠
塔
婆
の
塔
身
に
は
、
第
9
号
と
同
じ
中
央
上

部
に
月
輪
が
あ
り
、
そ
の
中
心
に
種
子hrī ḥ�

キ
リ
ー
ク
（
阿
弥
陀
如
来
）
が
彫
ら
れ

て
い
る
。
僧
妙
能
に
よ
る
第
二
〇
代
東
福
寺
住
職
長
能
阿
闍
梨
の
供
養
墓
か
（
十
）。
紀

年
銘
の
判
読
は
難
し
い
が
、
残
さ
れ
た
文
字
か
ら
永
禄
九
年
（
1
5
6
6
）
の
可
能

性
を
指
摘
し
て
お
く
。

　
第
14
号（
図
9
、図
16
）

　

銘
入
り
の
地
輪
の
上
に
、
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
の
基
礎
（
5
段
一
石
彫
成
）
が
乗
せ

ら
れ
て
い
る
。
高
さ
0.54
m
。
幅
0.47
m
。
地
輪
は
、
中
央
上
部
に
種
子a

ア
（
胎
蔵
界

大
日
如
来
か
）
が
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
後
に
意
図
的
に
削
ら
れ
て
い
る
。
応
永
三
十
年

（
1
4
2
3
）
の
年
号
は
元
号
部
分
が
削
除
さ
れ
て
無
い
た
め
、
三
〇
年
と
長
く
続

い
て
る
元
号
に
干
支
を
組
み
合
わ
せ
て
整
合
す
る
も
の
を
提
示
し
た
。
隆
盛
大
僧
都

の
供
養
塔
か
（
十
一
）。

　
第
15
号（
図
10
、図
16
）

　

下
部
に
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
の
基
礎
。
高
さ
0.49
m
。
幅
0.42
m
。
四
段
一
石
彫
成
。

上
部
に
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
の
笠
部
が
乗
る
。
笠
部
の
上
端
部
は
破
砕
し
て
い
る
が
、

方
形
の
枘
穴
が
残
存
し
て
い
る
。
馬
耳
風
隅
飾
は
中
央
よ
り
の
下
部
が
省
略
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
新
し
い
段
階
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
16
号（
図
9
、図
17
）

　

菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
の
塔
身
。
高
さ
0.20
m
。
幅
0.30
m
。
こ
こ
で
は
唯
一
と
な
る
貴

重
な
も
の
。
上
部
が
破
損
し
て
い
る
が
、
下
段
段
形
が
現
状
で
一
段
、
痕
跡
か
ら
判

断
し
て
二
段
つ
い
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
銘
文
か
ら
、
文
明
十
三
年
（
1
4
8
1
）

八
月
に
逝
去
し
た
佛
乗
院
の
住
持
大
阿
闍
梨
雄
絃
の
供
養
塔
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
17
号（
図
17
）

　

第
17
号
は
五
輪
塔
の
空
風
輪
の
み
。
高
さ
0.20
m
。
幅
0.17
m
。

　

第
18
・
19
号
は
基
礎
の
敷
石
の
み
の
た
め
除
外
す
る
。

　

第
20
号（
図
9
、図
17
）

　

銘
文
入
り
の
五
輪
塔
地
輪
と
、
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
の
笠
部
を
重
ね
て
い
る
。
高
さ

0.52
m
。
幅
0.32
m
。
地
輪
は
中
央
部
に
種
子kha ṃ

�

キ
ヤ
ン
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
文
明

五
年
（
1
4
7
3
）
五
月
に
70
歳
で
逝
去
し
た
僧
侶
の
供
養
塔
か
。

　
第
21
号（
図
9
、図
17
）

　

地
輪
の
よ
う
な
も
の
を
2
つ
並
べ
て
敷
い
て
い
る
。
高
さ
0.62
m
。
幅
0.60
m
。
そ
の

上
に
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
の
基
礎
を
乗
せ
て
お
り
、
こ
の
基
礎
は
5
段
一
石
彫
成
で
あ

る
。
最
下
段
の
軒
に
銘
文
が
彫
ら
れ
て
お
り
珍
し
い
。
宝
徳
二
年
（
1
4
5
0
）
に

七
十
七
歳
で
入
滅
し
た
僧
侶
の
供
養
塔
。
中
央
に
「
×
」
マ
ー
ク
あ
り
。

　
第
22
号（
図
10
、図
17
）

　

後
家
合
せ
。
高
さ
0.789
m
。
幅
0.35
mm
。
基
礎
の
敷
き
石
の
上
に
、
宝
篋
印
塔
の
基
礎

が
乗
る
。
基
礎
に
は
銘
文
あ
り
。
右
に
、天
真
長
尊
法
□（
印
か
）。
中
央
に「
×
」マ
ー

ク
あ
り
、
左
に
大
永
八
年
戌
子
と
あ
り
干
支
は
合
っ
て
い
る
。
大
永
八
年
は
西
暦
で
は
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1
5
2
8
年
。
銘
文
の
最
後
を
敬
白
と
す
る
の
は
新
し
い
要
素
で
、
東
福
寺
石
造
物

で
は
こ
れ
の
み
。
僧
侶
の
供
養
塔
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
23
号（
図
10
、図
17
）

　

後
家
合
せ
。
0.73
m
。幅
0.33
m
。地
輪
に
水
輪
が
2
つ
乗
せ
ら
れ
最
後
は
火
輪
が
乗
る
。

　
第
24
号（
図
10
、図
17
）

　

後
家
合
せ
。
高
さ
1.12
m
。
幅
0.48
m
。
基
礎
部
に
風
化
が
進
ん
で
破
損
が
ひ
ど
い

が
、菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
の
笠
部
が
あ
る
。
そ
の
上
に
水
輪
が
2
つ
重
ね
て
あ
り
、火
輪
、

空
風
輪
が
乗
る
。

　
第
25
号（
図
10
、図
17
）

　

後
家
合
せ
。
高
さ
0.87
m
、
幅
0.36
m
。
下
の
地
輪
の
上
部
に
蓮
華
座
が
つ
く
。
そ
の

上
に
水
輪
、
火
輪
、
空
風
輪
と
乗
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
26
号（
図
10
、図
18
）

　

後
家
合
せ
。
高
さ
0.78
m
。
幅
0.41
m
。
下
か
ら
地
輪
、
火
輪
、
空
風
輪
。

　
第
27
号（
図
11
、図
18
）

　

石
碑
。
高
さ
0.95
m
。
幅
0.37
m
。
二
面
に
種
子
に
よ
る
真
言
が
刻
ま
れ
、
両
側
は

銘
文
が
彫
り
込
ま
れ
る
。
右
側
面
に
は
空
海
撰
『
即
身
成
仏
義
』
の
「
二
頌
八
句
」

の
前
四
句
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
正
面
に
は
種
子
で
、
五
輪
塔
四
方
五
大
の
四
字
か
。

背
面
は
、
大
日
如
来
応
身
真
言
の
一
部
か
。
左
側
に
は
「
本
覚
讃
」
の
4
行
目
ま
で

が
刻
字
さ
れ
て
い
る
。
本
覚
讃
は
天
台
宗
の
勤
行
で
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
来

は
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
た
碑
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。『
即
身
成
仏
義
』
は
真
言

宗
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
天
台
宗
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
後

の
検
討
課
題
で
あ
る
。

　
第
28
号（
図
12
、図
18
）

　

石
碑
の
一
部
か
。
高
さ
0.44
m
。
幅
0.36
m
。
上
部
に
種
子kha

キ
ャ
が
確
認
で
き
る
。

可
能
性
と
し
て
は
、上
部
に
あ
と
4
文
字
あ
り
大
日
如
来
真
言
の
一
種
と
し
て
、・ア
バ・

ラ
・
カ
・
キ
ャ
と
続
く
も
の
と
推
測
す
る
。
ま
た
、
下
部
に
は
僧
の
供
養
墓
を
思
わ

せ
る
文
字
が
確
認
で
き
る
。
寛
正
年
間
（
1
4
6
0~

1
4
6
6
）
の
銘
が
入
る
。

　
第
29
号（
図
18
）

　

第
1
号
の
東
に
位
置
す
る
。
角
石
柱
。
高
さ
0.99
m
。
幅
0.19
m
。
内
容
か
ら
東
福

寺
菊
池
一
族
の
顕
彰
碑
で
あ
る
。
明
治
30
年
（
1
8
9
7
）。
島
崎
石
製
。

　
第
30
号~

第
43
号（
図
12
、図
13
、図
14
、図
18
）

　

石
造
物
群
下
段
の
五
輪
塔
群
。
本
来
の
組
み
合
わ
せ
か
ど
う
か
は
不
明
。
帯
磁
率

的
に
は
一
般
的
な
範
囲
に
収
ま
る
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
で
阿
蘇
4
と
推
定
で
き
る
。
目

視
レ
ベル
で
は
石
材
が
柔
ら
か
い
印
象
で
あ
り
、
手
に
取
る
と
粉
が
つ
く
よ
う
な
レ
ベル

で
あ
る
。
地
輪
が
低
い
も
の
と
高
い
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
第
33
号
の
水
輪
に
は
種
子

a

ア
（
胎
蔵
界
大
日
如
来
か
）
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
第
38
号
の
水
輪
に
も
四
面
に
種
子

a

ア
（
胎
蔵
界
大
日
如
来
か
）
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
同
38
号
の
火
輪
は
他
の
も
の
と
は

違
い
、
阿
蘇
4
で
も
硬
質
な
石
材
を
使
っ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
種
子
の
途
中
で
上
端

分
が
割
れ
て
欠
損
し
て
い
る
が
、
残
さ
れ
て
い
る
種
子
がra ḥ

ラ
ク
（
涅
槃
門
（
北
））

を
示
し
て
お
り
、
残
り
種
子
か
ら
も
五
輪
塔
の
三
角
「
火
」
の
四
門
種
子
で
あ
る
こ

と
が
理
解
で
き
る
。
通
常
の
五
輪
塔
に
四
門
の
種
子
を
刻
字
す
る
例
は
多
い
が
こ
こ
で

は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
第
40
号
の
地
輪
中
央
部
に
は
「
永
憲
」
と
二
字
刻
字
さ
れ
て

い
る
が
人
名
か
。

　
第
44
号（
図
18
）

　

五
輪
塔
の
部
材
の
集
積
で
あ
る
。
東
西
長
2.78
m
。
南
北
長
2.14
m
。
高
さ
1.67
m
。

多
く
は
水
輪
だ
が
、
一
部
空
風
輪
、
火
輪
、
地
輪
が
混
じ
る
。
表
に
見
え
る
個
数
だ

け
で
も
50
基
以
上
は
あ
る
。
地
元
の
方
の
話
で
は
こ
の
辺
り
は
元
々
竹
林
で
鬱
蒼
と
し

て
い
た
が
、
近
年
、
寺
の
整
備
を
地
元
で
積
極
的
に
進
め
て
、
い
ま
の
よ
う
に
明
る
い

景
観
と
な
っ
た
。
し
か
し
平
成
二
十
八
年
（
2
0
1
6
）
の
熊
本
地
震
で
多
く
の
石

造
物
が
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ら
は
出
来
る
だ
け
元
に
戻
し
た
が
、
分
か
ら
な
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い
も
の
や
転
が
っ
て
い
た
石
塔
は
集
積
し
て
ま
と
め
て
お
い
た
。
そ
れ
が
44
号
の
集
積

で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
第
45
号（
図
19
）

　

後
家
合
せ
の
五
輪
塔
が
2
基
と
石
製
銘
板
あ
り
。
銘
板
に
よ
る
と
、
左
の
五
輪
塔

が
東
福
寺
十
七
坊
歡
清
坊
管
守
の
元
能
大
阿
闍
が
寛
正
七
年
（
1
4
5
6
）
三
月
歿

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
部
材
は
地
輪
に
見
え
る
が
上
部
に
方
形
の
窪
み
が
あ

り
方
形
に
塔
身
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
十
五
世
紀
中
頃
に
こ

の
よ
う
な
刻
字
を
す
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

　
第
46
号（
図
19
）

　

圭
頭
状
近
世
墓
。

　
第
47
号（
図
14
、図
19
）

　

石
碑
。高
さ
1.98
m
。幅
0.85
m
。中
央
上
部
に
月
輪
に
囲
ま
れ
た
中
心
に
種
子a

ア（
胎

蔵
界
大
日
如
来
か
）
を
刻
み
、
そ
の
下
部
に
蓮
華
座
を
彫
る
。
ま
た
中
央
銘
文
の
下

部
に
も
同
様
に
蓮
華
座
を
彫
っ
て
い
る
。
銘
文
に
よ
る
と
、
元
禄
三
年
（
1
6
9
0
）

庚
午
八
月
吉
祥
日
に
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
内
容
と
し
て
は
東
福
寺
中
興
に

係
わ
っ
た
大
阿
闍
梨
の
顕
彰
碑
と
推
定
で
き
る
。
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
だ
が
、
阿
蘇
4

で
は
な
く
非
常
な
堅
緻
な
阿
蘇
2
・
3
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
表
面
し
か

文
字
を
刻
み
込
め
ず
文
字
の
彫
り
が
浅
い
。
寺
の
住
職
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
平

成
二
十
八
年
（
2
0
1
6
）
の
熊
本
地
震
で
倒
壊
し
て
お
り
そ
の
際
に
折
れ
て
し
ま
っ

た
と
の
こ
と
。
現
在
、
補
修
を
施
し
て
立
て
直
さ
れ
て
い
る
。

　
第
48
号（
図
19
）

　

笠
塔
婆
形
石
塔
。
高
さ
2.26
m
。
1.29
m
。
正
面
に
、大
乗
妙
典
一
石
一
字
一
部
之
塔
。

向
か
っ
て
右
側
に
安
ノ
永
二
癸
巳
年
春
三
月
。安
永
三
年
は
1
7
7
3
年
。背
面
に
は
、

施
主
中
嶋
屋
勝
九
郎
。
左
手
に
は
、
為
両
親
菩
提
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
江
戸
時
代
後

期
に
建
て
ら
れ
た
両
親
の
供
養
塔
で
あ
る
。

　
第
49
号（
図
20
）

　

巨
大
な
石
塔
。
高
さ
4
m
以
上
。
幅
2.22
m
。
正
面
に
應
感
塔
と
刻
字
さ
れ
て
い
る
。

應
感
と
感
応
と
意
味
は
同
じ
で
、
仏
が
人
に
応
じ
た
は
た
ら
き
か
け
（
応
）
と
、
人

が
そ
れ
を
感
じ
と
る
心
の
は
た
ら
き
（
感
）
を
示
し
て
お
り
、
仏
ま
た
は
仏
と
関
わ

り
を
も
つ
も
の
を
示
す
。
塔
身
右
側
に
安
政
三
年
（
1
8
5
6
）
丙
辰
と
あ
と
塔
身

左
側
に
は
四
月
十
八
日
と
造
立
日
が
分
か
る
。
背
面
に
は
願
主
と
し
て
、
隈
府
東
本

町　

益
田
又
七
長
廣　

壽
六
十
有
六　

益
田
彌
三
衛
門　

齢
二
十
三
と
あ
り
、
益
田

一
族
に
よ
り
発
願
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
基
礎
石
に
奉
納
と
し
て
多
く
の
名

前
が
刻
ま
れ
て
い
る
た
め
地
域
の
人
々
も
結
縁
し
て
協
力
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
．
東
福
寺
石
塔
群
の
分
析

　

前
項
で
石
塔
群
の
個
別
資
料
調
査
に
つ
い
て
記
述
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら

総
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
抽
出
で
き
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
紀

年
銘
と
し
て
、
古
い
方
か
ら
元
弘
3
年
（
1
3
3
3
）、
建
武
3
年
（
1
3
3
6
）、

応
永
8
年
（
1
4
0
1
）
永
享
7
年
（
1
4
3
5
）、
宝
徳
2
年
（
1
4
5
0
）、

宝
徳
3
年
（
1
4
5
1
）、
文
明
5
年
（
1
4
7
3
）、
文
明
13
年
（
1
4
8
1
）、

寛
正
年
間
（
1
4
6
0~

1
4
6
6
）、
大
永
8
年
（
1
5
2
8
）、
元
禄
3
年

（
1
6
9
0
）、
安
永
3
年
（
1
7
7
3
）、
享
保
8
年
（
1
8
8
6
）、
天
明
6
年

（
1
7
8
6
）、
文
化
2
年
（
1
8
0
5
）、
安
政
3
年
（
1
8
5
6
）、
明
治
20
年

（
1
8
8
7
）
と
な
る
。
こ
れ
を
表
に
纏
め
た
の
が
表
1
と
な
る
。

　

表
1
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
五
輪
塔
の
紀
年
銘
は
十
四
世
紀
代
と
十
五
世
紀
代

に
集
中
し
て
お
り
、
と
く
に
十
五
世
紀
は
継
続
し
て
確
認
が
出
来
る
。
逆
に
十
四
世

紀
代
の
2
例
は
時
代
が
下
っ
て
か
ら
の
追
刻
の
可
能
性
が
高
い
。
宝
篋
印
塔
は
菊
鹿
型
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宝
篋
印
塔
が
主
で
わ
ず
か
に
通
常
の
宝
篋
印
塔
が
混
じ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
五
輪
塔
と

同
様
に
十
五
世
紀
に
分
布
の
中
心
が
あ
る
。
こ
の
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
。
十
六
世
紀
は
資
料
が
少
な
い
が
笠
塔
婆
が
主
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
十
六

世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
中
頃
ま
で
紀
年
銘
資
料
が
確
認
で
き
な
い
の
は
、
寺
伝
と

よ
く
整
合
し
て
お
り
中
世
か
ら
継
続
し
て
き
た
寺
の
活
動
が
、
近
世
大
名
と
な
っ
た

加
藤
清
正
に
よ
る
所
領
没
収
や
井
手
開
発
行
為
に
伴
う
境
内
地
の
改
変
な
ど
で
寺
の

存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
（
十
二
）。
そ
の
停
滞
し
た
時
期
に
は
、
石
造
物
の

築
造
が
み
と
め
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
反
動
と
も
言
え
る
が
、
十
七
世
紀

後
半~

十
八
世
紀
前
半
に
東
福
寺
中
興
に
係
わ
る
顕
彰
石
碑
が
建
て
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
数
は
少
な
い
が
、
近
世
墓
、
無
縫
塔
、
近
世
塔
な
ど
が
十
八
世
紀
後
半~

十
九
世
紀
中
頃
ま
で
境
内
に
建
て
ら
れ
、
寺
の
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ

せ
る
。
ま
た
明
治
期
に
は
菊
池
一
族
の
顕
彰
を
表
す
標
柱
な
ど
も
建
て
ら
れ
て
い
る
。

以
上
は
紀
年
銘
資
料
の
分
布
か
ら
考
え
ら
れ
る
流
れ
で
あ
る
。
紀
年
銘
が
な
い
五
輪

塔
な
ど
は
そ
の
形
や
大
き
さ
、
種
子
の
入
れ
方
か
ら
判
断
し
て
、
東
福
寺
や
菊
池
氏

に
係
わ
る
人
々
の
墓
で
あ
り
、
そ
の
年
代
は
十
四
世
紀~

十
六
世
紀
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

四
．
菊
池
一
族
と
石
造
物　

東
福
寺
の
事
例
よ
り

　

東
福
寺
の
石
造
物
を
調
査
・
分
析
し
た
結
果
、
何
点
か
の
成
果
と
課
題
が
抽
出
で

き
た
。
以
下
、
箇
条
書
き
で
表
し
た
い
。

『
成
果
』

①�

東
福
寺
石
塔
群
の
資
料
化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
の
石

造
物
は
原
位
置
を
保
っ
て
お
ら
ず
、
当
初
の
石
材
の
組
み
合
わ
せ
で
も
な
い
な
ど
、

表1 東福寺石塔群の消長

形態 14世紀 15世紀 16世紀 17世紀 18世紀 19世紀 備考

五輪塔

宝篋印塔 　　通常のもの

笠塔婆

近世墓

近世塔

石碑

標柱

凡例　 紀年銘のあるものが存在
　 紀年銘はあるが幅をもつもの



－ 76－

直
接
的
な
資
料
価
値
は
低
い
と
考
え
ら
れ
放
置
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら

部
材
ご
と
に
考
古
学
的
調
査
手
法
で
調
査
研
究
す
る
こ
と
で
、
歴
史
資
料
と
し
て

新
た
な
光
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
漠
然
と
菊
池
氏
関
係
と
考
え
ら
れ
て
い
た

こ
れ
ら
石
造
物
群
に
つ
い
て
、
菊
池
氏
に
明
確
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
資
料
は
、

石
塔
第
1
号
、
第
7
号
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
時
代
は
下
る
も
の
の
強
い

供
養
や
顕
彰
の
意
図
が
現
れ
て
い
る
と
考
え
た
。

②�

銘
が
入
る
石
造
物
の
多
く
は
東
福
寺
の
僧
侶
関
係
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ

れ
ら
は
十
五
世
紀
の
も
の
で
東
福
寺
が
そ
の
時
代
に
栄
え
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

③�

菊
池
一
族
へ
の
顕
彰
活
動
が
何
度
か
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
古
く
は

十
五
世
紀
段
階
、
そ
の
後
お
そ
ら
く
江
戸
時
代
に
何
度
か
、
ま
た
明
治
か
ら
昭

和
の
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
て
い
く
軍
国
教
育
に
伴
い
忠
臣
菊
池
一
族
の
顕
彰
が

進
め
ら
れ
た
。
十
五
世
紀
段
階
の
顕
彰
は
供
養
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
も
の
。
石
塔

第
1
号
、
第
7
号
が
代
表
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
菊
池
一
族
の
顕
彰
活
動
で
特

に
東
福
寺
に
関
係
し
て
い
る
の
は
、
東
福
寺
の
正
面
石
段
と
石
垣
を
、
正
徳
二
年

（
1
7
1
2
）
第
35
代
住
職
焉
立
大
阿
闍
梨
の
時
に
、
渋
江
公
実
氏
が
隈
府
中
か

ら
寄
付
を
集
め
て
造
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
十
三
）。
こ
の
時
期
か
は
不
明
だ

が
、
江
戸
時
代
に
石
塔
な
ど
も
下
に
敷
き
な
ら
し
用
の
石
材
を
お
い
て
主
立
っ
た

も
の
（
銘
文
が
あ
る
も
の
）
を
列
状
に
並
べ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
近

代
に
至
り
、
石
塔
第
1
号
、
第
7
号
を
と
り
か
こ
む
外
柵
が
整
備
さ
れ
た
。
上
の

段
に
銘
文
入
り
と
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
を
並
べ
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
入
り
、
寺
の

経
営
が
安
定
し
た
頃
（
十
七
世
紀
後
半
ぐ
ら
い
か
）
に
墓
の
整
備
を
し
、
そ
の
段

階
に
菊
池
一
族
に
関
係
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
準
じ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
の
要
素
が
な
い
五
輪
塔
は
、
下
段
に
揃
え
た

の
だ
ろ
う
。

【
課
題
】

　

①
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
の
位
置
づ
け
、
分
布
と
型
式
編
年
（
覚
書
）

　

今
回
の
調
査
で
同
一
地
点
か
ら
部
材
と
は
い
え
、
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
が
13
点
確
認

で
き
た
。
こ
れ
は
近
隣
で
も
別
格
の
正
観
寺
を
除
く
と
群
を
抜
い
て
多
い
（
十
四
）。
菊

池
氏
と
石
造
物
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
も
こ
の
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
が
大
き
な
鍵
に

な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
た
め
五
章
で
個
別
に
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

五
．
菊
池
一
族
と
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
に
つ
い
て

　

菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
に
つ
い
て
は
多
田
隈
豊
秋
氏
に
よ
り
、「
六
段
式
宝
篋
印
塔
」
と

定
義
さ
れ
た
。
定
義
で
は
「
基
壇
が
六
段
。
二
石
又
は
三
石
よ
り
成
り
、
再
下
段
よ

り
最
上
段
ま
で
そ
の
高
さ
は
わ
ず
か
な
差
で
漸
次
し
な
が
ら
も
、（
略
）
ほ
ぼ
同
じ

高
さ
の
も
の
を
積
み
上
げ
て
い
る
。
蓋
石
の
四
隅
に
刻
出
さ
れ
た
馬
耳
形
隅
飾
は
三

弧
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
弧
と
弧
の
間
に
稜
角
を
降
だ
し
、
そ
の
間
を
匙
形
に
し
ゃ

く
っ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
（
多
田
隈
1
9
7
5
）。
そ
の
後
、
前
川
清
一
氏
に
よ

る
研
究
が
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
（
前
川
1
9
9
5
）。
熊
本
県
山

鹿
市
・
菊
池
市
を
中
心
に
43
例
を
報
告
し
、
分
布
の
北
限
は
福
岡
県
八
女
郡
の
3

例
、
南
限
は
熊
本
市
の
1
例
を
上
げ
て
い
る
。
紀
年
銘
資
料
は
、
23
例
で
正
平
十
六

年
（
1
3
6
1
）
か
ら
天
正
十
二
年
（
1
5
8
4
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
お
お
よ

そ
、
十
五
世
紀
中
頃~

十
六
世
紀
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
前
川
氏
は
菊
鹿
型
宝
篋
印

塔
と
い
う
定
義
で
は
な
く
、
特
徴
的
な
塔
身
を
菊
鹿
型
塔
身
と
定
義
し
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
た
い
。
塔
身
に
二
段
の
段
形
が
つ
く
の
だ
が
、
そ
れ
が
上
部
付
く
と
Ⅰ
型
、

下
部
に
つ
く
と
Ⅱ
型
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
Ⅰ
型
は
39
例
、
Ⅱ
型
は
4
例
と

の
こ
と
。
そ
の
後
、
積
極
的
な
研
究
は
な
か
っ
た
が
、
美
濃
口
雅
朗
氏
に
よ
り
熊
本

城
飯
田
丸
石
垣
出
土
石
造
物
の
菊
鹿
型
塔
身
の
分
析
を
進
め
る
な
か
で
触
れ
ら
れ
て
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い
る（
美
濃
口
2
0
1
7
）。
興
味
深
い
の
は
そ
の
出
土
資
料
は
紀
年
銘「
至
徳
元
年
」

（
1
3
8
4
）
と
東
福
寺
資
料
よ
り
も
古
い
こ
と
や
、
塔
身
上
部
に
つ
く
段
形
も
三

段
と
特
異
な
姿
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
塔
身
に
つ
く
三
段
の
段
形
は
他
の
資
料
に

は
な
い
。
古
い
型
式
が
2
段
を
遵
守
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
資
料
自
体
は
新
し
く
、
古

い
年
号
が
追
刻
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
美
濃

口
氏
に
よ
り
前
川
氏
の
事
例
に
新
規
に
三
基
の
事
例
を
追
加
さ
れ
て
い
る
。最
近
で
は
、

九
州
古
文
化
研
究
会
の
例
会
で
原
田
昭
一
氏
か
ら
「
九
州
に
お
け
る
宝
篋
印
塔
の
出

現
と
展
開
」
と
い
う
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
発
表
資
料
の
な
か
で
、
九
州
の
宝
篋

印
塔
の
展
開
期
に
、
い
わ
ゆ
る
六
段
式
基
礎
を
持
つ
宝
篋
印
塔
は
、
熊
本
県
山
鹿
市

川
西
宝
篋
印
塔
（
正
和
三
年
（
1
3
1
4
）
銘
）
か
ら
菊
池
市
寺
尾
野
宝
篋
印
塔
（
天

授
四
年
（
1
3
7
8
）
に
繋
が
り
、
戦
国
期
に
至
る
ま
で
熊
本
県
北
部
で
流
行
し
た

と
す
る
。
ま
た
、
原
田
氏
は
こ
の
特
徴
的
な
宝
篋
印
塔
を
菊
池
氏
に
関
係
す
る
と
位

置
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
は
大
智
と
い
う
僧
が
、
鎌
倉
時
代
末~

南
北
朝
時
代
初
期
に

菊
池
氏
の
要
請
に
よ
り
、
菊
池
市
の
山
深
い
聖
護
寺
に
入
山
し
、
後
に
玉
名
の
広
福
寺

に
移
り
、
曹
洞
禅
を
広
め
た
地
域
が
ち
ょ
う
ど
こ
の
宝
篋
印
塔
が
展
開
し
て
い
る
と
原

田
氏
は
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
智
の
庇
護
者
で
あ
る
菊
池
氏
の
勢
力
圏
で
、
禅

宗
の
教
線
拡
大
が
行
わ
れ
た
地
域
と
鎌
倉
時
代
末~

南
北
朝
時
代
の
宝
篋
印
塔
の
分

布
域
が
重
な
る
こ
と
が
そ
の
証
左
と
す
る
。

　

さ
て
、
用
語
の
定
義
を
行
い
た
い
。
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
と
は
、
ま
ず
①
基
礎
が
六

段
階
段
式
で
あ
る
（
た
だ
し
、
そ
の
構
成
は
一
段
一
石
六
段
、
二
石
三
段
六
段
、
三

石
二
段
六
段
、
一
石
六
段
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
の
が
興
味
深
い
）。
時
代
が
下
る
こ

と
に
省
略
傾
向
が
明
確
に
認
め
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
時
代
が
下
る
と
こ

の
六
段
の
規
制
が
緩
み
、
五
段
、
四
段
と
段
数
が
減
る
も
の
確
認
で
き
る
。
次
に
②

笠
部
の
下
段
二
段
が
別
石
作
り
で
あ
る
（
こ
れ
も
時
代
が
下
る
と
省
略
さ
れ
塔
身
側

に
段
形
が
付
き
い
わ
ゆ
る
菊
鹿
型
塔
身
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
に
な
る
）。
③
笠
部
の

隅
飾
り
は
馬
耳
形
（
羽
状
）
で
基
本
三
弧
式
（
二
弧
も
少
数
あ
り
）
を
呈
し
、
そ
れ

ぞ
れ
稜
線
を
つ
け
て
中
を
抉
っ
て
い
る
（
こ
れ
も
型
式
変
遷
で
退
化
し
て
行
く
要
素
）。

ま
た
石
材
は
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
を
使
用
す
る
。

　

菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
の
型
式
変
遷
に
つ
い
て
は
第
21
・
22
図
に
型
式
変
遷
案
を
ま
と

め
た
（
十
五
）。
現
在
の
山
鹿
市
域
で
誕
生
し
た
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
は
全
国
で
見
ら
れ
る

定
型
化
し
た
宝
篋
印
塔
で
は
な
か
っ
た
。
非
常
に
特
徴
が
あ
り
、
な
ぜ
そ
の
形
に
な
っ

た
か
が
大
変
興
味
深
い
。
現
時
点
で
は
明
確
な
論
拠
は
な
い
が
、
笠
部
か
ら
露
盤
に

至
る
六
段
の
段
形
が
、
伏
鉢
を
仏
塔
本
体
と
見
立
て
た
と
き
の
基
礎
に
あ
た
る
階
段

と
考
え
た
ら
、
基
礎
部
も
同
様
に
塔
身
に
至
る
階
段
と
し
て
六
段
の
階
段
と
見
立
て

た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
14
世
紀
初
め
に
建
立
さ
れ
た
川
西
宝

篋
印
塔
を
基
点
と
し
て
以
後
、
戦
国
時
代
末
ま
で
造
ら
れ
た
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
は
、

銘
文
に
よ
る
と
当
初
は
真
言
宗
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
十
六
）。
そ
の
後
も
塔

身
の
銘
文
な
ど
を
確
認
す
る
と
、
明
確
に
武
士
と
言
え
る
も
の
は
な
く
、
僧
侶
の
墓

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
か
、
五
輪
塔
ほ
ど
多
数
残
存
し
て
お
ら
ず
、
割
合

的
に
は
少
数
の
部
類
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
の
分
布
が
、
菊
池
氏
の
支
配
領
域
と
重
な
る
範
囲
で
多
く
見
ら

れ
る
こ
と
を
菊
池
氏
の
禅
宗
帰
依
と
直
接
結
び
付
け
る
の
は
現
段
階
で
は
慎
重
で
あ

り
た
い
（
十
七
）。
菊
池
氏
が
支
配
し
た
領
域
の
中
の
寺
院
で
、
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
を
積

極
的
に
採
用
し
た
理
由
に
関
し
て
は
、
今
後
も
検
討
を
加
え
考
察
を
進
め
た
い
。
菊

池
一
族
の
顕
彰
活
動
と
し
て
重
要
な
動
き
に
、
正
観
寺
で
見
ら
れ
る
菊
池
一
族
の
墓

も
、
天
明
年
間
（
1
7
8
1~

1
7
8
9
）
に
「
再
発
見
」
さ
れ
て
お
り
、
戒
名
の

追
刻
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
を
利
用
し
た
後
世
の
顕
彰
活
動
と
考

え
ら
れ
る
。
菊
池
一
族
の
顕
彰
は
長
い
間
に
何
度
も
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
菊
鹿

型
宝
篋
印
塔
を
利
用
し
て
菊
池
一
族
の
墓
と
し
て
再
構
築
し
た
可
能
性
を
指
摘
で
き

た
こ
と
が
、
今
回
の
調
査
成
果
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
、
石
造
物
か
ら
見
た
菊
池
一
族
と
の
関
わ
り
を
、
東
福
寺
石
塔
群
の
調
査
と

そ
れ
に
付
随
す
る
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
の
検
討
を
通
し
て
検
討
し
て
み
た
。
ま
た
今
ま

で
完
形
優
品
で
な
い
た
め
石
造
美
術
の
対
象
に
な
ら
ず
、
ま
た
銘
文
が
あ
る
も
の
だ

け
が
文
献
史
学
か
ら
注
目
さ
れ
た
き
た
石
造
物
を
考
古
学
の
手
法
に
よ
り
、
再
評
価

で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
地
域
の
特
徴
あ
る
石
造
物
で
あ
る
菊
鹿

型
宝
篋
印
塔
を
新
た
に
検
討
し
て
一
応
の
型
式
変
遷
の
方
向
性
を
提
示
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
現
地
に
赴
き
、
詳
細
な
分
布
調
査
や
個
別
石

塔
図
面
の
作
図
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
特
に
菊
池
五

山
の
他
の
寺
院
例
の
検
討
は
必
須
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
を
き
っ
か
け
に
菊
池
一
族
に
係
わ
る
石
造
物
か
ら
み
た
研
究
が
進
み
、
学
問

的
な
見
地
か
ら
菊
池
一
族
の
歴
史
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
ま
た
こ
の

よ
う
な
縁
を
頂
き
研
究
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
を
感
謝
し
、
今
後
も
研
究
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

資
料
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、池
田
朋
生
氏
（
熊
本
県
）
を
主
に
、木
島
幸
太
郎
氏
（
熊

本
大
学
生
）、
原
田
信
敬
氏
（
熊
本
県
）、
西
田
京
平
氏
（
上
天
草
市
）
に
石
塔
の
作

図
助
力
や
現
地
で
の
類
例
確
認
な
ど
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
き
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

特
に
池
田
氏
に
は
、
石
材
の
見
方
、
帯
磁
率
測
定
を
始
め
と
し
て
協
力
し
て
頂
く
こ

と
の
み
な
ら
ず
デ
ィ
ス
カ
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し
て
石
造
物
を
考
え
る
機
会
を
造
っ
て
頂

き
、
そ
の
度
に
多
く
の
示
唆
を
得
た
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
永
見
秀
徳
氏
（
九
州
文
化

財
計
測
支
援
集
団
）
に
は
三
次
元
計
測
の
指
導
助
言
、
今
回
の
ド
ロ
ー
ン
撮
影
の
協

力
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
助
け
て
い
た
だ
き
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
現
地
で
の
石
塔
調

査
で
は
東
福
寺
住
職
で
あ
る
白
石
浄
光
氏
に
格
段
の
配
慮
を
頂
き
、
感
謝
し
て
い
る
。

地
元
亘
地
区
の
自
治
会
の
方
、
東
福
寺
を
清
掃
さ
れ
て
い
る
方
々
に
も
昔
の
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

末
筆
に
な
る
が
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
上
床
真
氏
、
狭
川
真
一
氏
、
末
武

希
代
子
氏
、
関
森
憩
氏
、
竹
田
宏
司
氏
、
西
住
欣
一
郎
氏
、
美
濃
口
雅
朗
氏
、
宮
崎

歩
氏
、
山
田
元
樹
氏
か
ら
ご
助
言
・
資
料
提
供
な
ど
格
別
の
ご
配
慮
を
頂
い
た
。
末

筆
な
が
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

追
記

校
正
中
に
、
藤
島
志
考
二
〇
二
〇
「
熊
本
に
お
け
る
中
世
宝
篋
印
塔
の
様
相
―
宇
土

半
島
以
北
を
中
心
と
し
て
―
」『
福
岡
大
学
考
古
学
論
集
3
―
武
末
純
一
先
生
退
職

記
念
―
』
武
末
純
一
先
生
退
職
記
念
事
業
会
の
存
在
を
見
落
と
し
て
い
た
こ
と
に
気

付
い
た
。
藤
島
氏
の
論
文
は
、熊
本
県
内
の
中
世
宝
篋
印
塔
を
網
羅
し
タ
イ
プ
分
け
し
、

編
年
案
を
提
示
さ
れ
た
意
欲
作
で
あ
る
。
当
然
、
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
評
価
す
べ
き
だ
が
、
今
回
は
気
付
く
の
が
遅
く
、
取
り

上
げ
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
次
回
、
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
の
再
検
討
が
行
う
機
会

が
与
え
ら
れ
た
際
に
は
、
是
非
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
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石造物からみた菊池一族について―菊池市亘輪足山松林院東福寺を中心としてー／髙橋�学�

註（
一
）�
川
勝
政
太
郎
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
昭
和
七
年（
1
9
3
2
）頃
に
提
唱
し
た「
石
造
美
術
」

と
い
う
用
語
だ
が
、
そ
も
そ
も
は
石
造
物
や
石
造
遺
物
と
い
う
言
葉
が
固
す
ぎ
て
、
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
難
し
い
と
い
う
判
断
で
新
た
に
提
唱
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
（
山
路
裕

樹
氏
ご
教
示
）。
そ
の
後
、
こ
の
用
語
は
川
勝
氏
ら
の
活
躍
に
よ
り
地
方
史
・
郷
土
史
の
研

究
が
進
む
な
か
、
美
術
史
の
一
分
野
と
し
て
広
く
隆
盛
し
、
用
語
と
し
て
も
定
着
し
た
（
高

嶋
2
0
2
1
）。
た
だ
美
術
史
の
一
環
と
し
て
石
造
物
の
調
査
が
行
わ
れ
る
と
、
写
真
や
メ

モ
か
ら
推
定
が
行
わ
れ
が
ち
で
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
で
あ
る
実
測
図
な
ど
が
提
示
さ
れ
な
い

こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
川
勝
（
1
9
8
2
）
で
は
「
遺
品
そ
れ
自
体
の
様
式
・

手
法
な
ど
の
歴
史
考
古
学
的
研
究
に
よ
っ
て
、
全
国
的
に
、
ま
た
は
地
方
的
に
文
化
相
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
考
古
学
的
な
手
法

で
の
分
析
が
石
造
物
に
と
っ
て
有
効
的
手
法
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
近
年
の
研
究
史

を
振
り
返
る
に
、
考
古
学
手
法
に
よ
る
石
造
物
の
研
究
は
、
考
古
学
研
究
者
が
主
導
的
に
編

集
を
行
っ
た
『
日
本
石
造
物
辞
典
』（
2
0
1
2
）
の
刊
行
が
1
つ
の
大
き
な
転
換
期
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。

（
二
）�

東
福
寺
に
つ
い
て
は
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
お
よ
び
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
を
参
考

に
し
た
。

（
三
）�

寺
伝
は
、
菊
池
市
教
育
委
員
会
に
よ
り
昭
和
六
十
三
年
三
月
に
設
置
さ
れ
た
輪
足
山
東
福

寺
の
文
化
財
解
説
板
に
よ
る
。
ま
た
東
福
寺
の
石
造
物
の
由
来
は
、
境
内
の
「
東
福
寺
の
墓

石
群
の
ご
案
内
」
と
い
う
解
説
板
を
参
照
に
し
た
。

（
四
）�

菊
池
五
山
は
、京
都
・
鎌
倉
の
五
山
の
制
に
な
ら
い
、菊
池
武
光
に
よ
り
東
福
寺
、西
福
寺
、

南
福
寺
、
北
福
寺
、
大
琳
寺
と
さ
れ
、
そ
の
五
山
の
上
に
、
正
観
寺
を
置
き
、
格
付
け

を
行
っ
た
。

（
五
）�

表
2
の
作
成
は
池
田
朋
生
氏
の
調
査
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

石
造
物
の
帯
磁
率
調
査
は
近
年
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
調
査
方
法
の
限
界
等

あ
り
、
ま
た
そ
の
適
用
に
つ
い
て
も
考
古
学
側
が
無
作
為
に
使
う
こ
と
は
危
険
が
伴
う
。
そ

れ
ら
を
留
意
し
な
が
ら
今
後
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
調
査
方
法
だ
と
考
え
て
い
る
。
な

お
今
回
の
調
査
デ
ー
タ
に
も
し
不
具
合
が
あ
れ
ば
、
そ
の
責
は
筆
者
に
あ
る
。

（
六
）�

今
回
の
調
査
成
果
の
1
つ
に
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
の
な
か
で
黒
系
統
と
赤
系
統
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
般
的
な
色
調
は
黒
系
統
を
示
す
の
だ
が
、
あ
る
程
度
の
赤
い
阿
蘇

溶
結
凝
灰
岩
が
認
め
ら
れ
る
。
調
査
地
点
の
近
隣
で
は
、
熊
本
県
県
指
定
重
要
文
化
財
で

あ
る
立
門
橋
付
近
に
こ
の
赤
い
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
の
川
原
石
が
確
認
で
き
る
ほ
か
、
立
門
橋

を
後
世
す
る
石
材
に
黒
い
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
と
赤
い
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
の
両
方
が
確
認
で
き

る
。
現
地
で
の
視
認
で
は
お
お
よ
そ
3
割
程
度
が
赤
い
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
で
あ
る
。
以
上
、

池
田
朋
生
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
七
）
美
濃
口
雅
朗
・
野
村
俊
之
両
氏
か
ら
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
八
）�

乙
護
法
堂
に
は
乙
護
大
明
神
が
祀
っ
て
あ
り
、
耳
の
神
様
、
ボ
ケ
知
ら
ず
と
し
て
信
仰
さ
れ

て
い
る
。
乙
護
大
明
神
は
一
般
的
に
は
乙
護
童
子
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
乙
、
和

の
2
体
の
組
み
合
わ
せ
で
仏
教
や
特
に
修
験
道
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
吉
田
扶
希
子

氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
九
）
境
内
の
解
説
板
「
東
福
寺
の
墓
石
群
の
ご
案
内
」
を
参
照
し
た
。

（
十
）
境
内
の
解
説
板
「
東
福
寺
の
墓
石
群
の
ご
案
内
」
を
参
照
し
た
。

（
十
一
）
境
内
の
解
説
板
「
東
福
寺
の
墓
石
群
の
ご
案
内
」
を
参
照
し
た
。

（
十
二
）�

た
だ
し
熊
本
で
は
近
世
期
の
大
き
な
改
変
を
他
の
多
く
の
偉
大
な
業
績
ゆ
え
、
す
べ
か
ら
く

加
藤
清
正
が
や
っ
た
こ
と
と
す
る
傾
向
（
池
田
氏
教
示
）
が
あ
る
の
で
、厳
密
に
清
正
が
行
っ

た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
伝
承
が
あ
り
、
清
正
で
は
な
く
と
も

同
じ
よ
う
に
大
き
な
権
力
の
変
換
期
が
あ
り
、
東
福
寺
が
存
亡
の
危
機
に
あ
っ
た
こ
と
が
想

定
で
き
る
と
す
る
。

（
十
三
）�

石
段
入
口
右
手
に
あ
る
碑
文
を
参
照
し
た
。
同
碑
文
で
は
、
渋
江
家
は
代
々
菊
池
一
族
の
顕

彰
に
は
特
に
熱
心
だ
っ
た
た
め
、
菊
池
一
族
の
菩
提
寺
の
1
つ
で
あ
る
東
福
寺
の
為
に
力
添
え
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し
た
の
で
は
な
い
か
と
説
明
し
て
い
る
。
な
お
渋
江
氏
の
墓
は
、
東
福
寺
の
南
西
側
の
丘
陵

上
に
あ
る
。

（
十
四
）�
正
観
寺
で
は
二
十
基
以
上
の
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
を
確
認
し
て
い
る
。
今
後
、
調
査
の
必
要
を

痛
感
し
て
い
る
。

（
十
五
）�

簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
巨
大
な
も
の
か
ら
小
さ
い
も
の
へ
。
複
雑
な
構
造
を
造
り
や
す
く
す

る
た
め
に
簡
略
化
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
但
し
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
に
か
け
て

再
度
巨
大
化
し
て
い
く
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
大
名
や
そ
の
家
臣
が
先
祖
顕
彰
の

た
め
、
新
し
い
時
代
に
古
い
様
式
の
石
塔
を
造
る
た
め
だ
と
推
定
し
て
い
る
。

（
十
六
）�

川
西
宝
篋
印
塔
と
元
吾
平
神
社
宝
篋
印
塔
の
ど
ち
ら
も
銘
文
に
、「
遍
照
金
剛
」
と
あ
り
、

真
言
宗
に
帰
依
し
た
も
の
に
よ
る
建
立
で
あ
る
。

（
十
七
）�

例
え
ば
、
菊
池
五
山
の
な
か
で
も
東
福
寺
は
天
台
宗
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
東
福
寺
が
元
々

天
台
宗
で
あ
っ
た
と
し
て
も
十
四
世
紀
中
頃
の
菊
池
五
山
の
段
階
で
衰
微
し
て
お
り
、
臨
済

宗
の
寺
と
し
て
復
興
し
た
と
い
う
理
解
も
成
り
立
た
な
い
こ
と
も
な
い
。
た
だ
、寺
伝
に
ま
っ

た
く
そ
の
よ
う
な
話
が
出
て
こ
な
い
の
と
、江
戸
時
代
の
地
誌
に
も
東
福
寺
は
祈
祷
所
で
あ
っ

た
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
天
台
宗
の
密
教
系
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
宗

派
を
越
え
て
僧
侶
の
墓
と
し
て
菊
鹿
型
宝
篋
印
塔
が
採
用
さ
れ
た
要
因
を
今
後
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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石造物からみた菊池一族について―菊池市亘輪足山松林院東福寺を中心としてー／髙橋�学�

番号 場所 名称 帯磁率10-3SI 紀年銘 石材判定 備考
地輪 18.4 元弘3年（1333） 阿蘇４（帯磁率高）黒 「元弘」欠損
地輪 6.74 凝灰岩 岩相は阿蘇４に似る。再度確認必要。
水輪 21.9 阿蘇４（帯磁率高）黒 梵字有り
火輪 19.3 阿蘇４（帯磁率高）赤 赤みを帯びた阿蘇４
空風輪 15.4 阿蘇４（帯磁率高）黒

2 無縫塔 19.2 未確認 島崎石 紀年銘のある石材のみ測定
3 位牌塔形近世墓 19.2 文化2年（1805） 島崎石 紀年銘のある石材のみ測定
4 櫛形近世墓 天明6年（1786） 未測定
5 石碑 27.9 享保８年（1723） 安山岩 反球面レンズ状剥離により取出した石材、島崎石ではない。

地輪 17.2 宝徳3年（1451） 阿蘇４（帯磁率高）黒 有り
水輪 26.5 阿蘇４（帯磁率高）黒
火輪 25.1 阿蘇４（帯磁率高）赤
空風輪 21.7 阿蘇４（帯磁率高）黒

保存対策部材か 32.7 阿蘇2～3
下部からの水の吸い上げによる物理風化を防ぐ効果を期待したもの
か。

地輪 8.16 建武3年（1336） 阿蘇４（帯磁率高）黒 要確認
水輪 25.1 阿蘇４（帯磁率高）赤
火輪 8.44 阿蘇４（帯磁率高）黒 要確認
空風輪 7.47 阿蘇４（帯磁率高）黒 要確認
基礎 16.4 阿蘇４（帯磁率高）黒 菊鹿型宝篋印塔
基礎 14.9 阿蘇４（帯磁率高）黒 宝篋印塔
笠部 14.4 阿蘇４（帯磁率高）黒 菊鹿型宝篋印塔
相輪 9.74 阿蘇４（帯磁率高）黒 菊鹿型宝篋印塔
地輪？ 9.66 阿蘇４（帯磁率高）黒
笠塔婆塔身か 9.57 阿蘇４（帯磁率高）黒
地輪 22.0 永享7年（1435） 阿蘇４（帯磁率高）黒
水輪 25.2 阿蘇４（帯磁率高）赤
火輪 18.4 阿蘇４（帯磁率高）黒
空風輪 13.6 阿蘇４（帯磁率高）黒
地輪 7.74 阿蘇４（帯磁率高）黒
地輪 8.64 応永8年（1401） 阿蘇４（帯磁率高）黒 蓮華座付き
水輪 14.9 阿蘇４（帯磁率高）赤
火輪 14.0 阿蘇４（帯磁率高）黒
地輪の転用材？ 12.4 阿蘇4 地ならし用？
地輪の転用材？ 11.1 阿蘇4 地ならし用？
地輪 25.4 阿蘇４（帯磁率高）赤
笠部 29.6 阿蘇４（帯磁率高）黒 菊鹿型宝篋印塔
空風輪 17.1 阿蘇４（帯磁率高）黒
基礎 14.0 阿蘇４（帯磁率高）黒 菊鹿型宝篋印塔
塔婆？ 20.0 阿蘇４（帯磁率高）黒
火輪 20.8 阿蘇４（帯磁率高）黒
空風輪 14.6 阿蘇４（帯磁率高）黒
地輪 23.4 銘入り 阿蘇４（帯磁率高）黒
基礎 15.7 阿蘇４（帯磁率高）黒 菊鹿型宝篋印塔
基礎 13.6 阿蘇４（帯磁率高）黒 菊鹿型宝篋印塔
笠部 18.9 阿蘇４（帯磁率高）黒 菊鹿型宝篋印塔

16 塔身 17.1 文明13年（1481） 阿蘇４（帯磁率高）黒 菊鹿型宝篋印塔
17 残欠？
18 残欠？
19 残欠？

基礎 16.8 文明５年（1473） 阿蘇４（帯磁率高）黒 五輪塔
笠部 12.1 阿蘇４（帯磁率高）赤 菊鹿型宝篋印塔
地輪？ 15.9 阿蘇４（帯磁率高）黒
地輪？ 23.2 阿蘇４（帯磁率高）黒
基礎 14.9 宝徳２年（1450） 阿蘇４（帯磁率高）黒 菊鹿型宝篋印塔
笠部 阿蘇４（帯磁率高）黒 菊鹿型宝篋印塔
空風輪 凝灰岩
保存対策部材か 6.46 阿蘇4 20番目？
基礎 27.0 大永八年（1528） 阿蘇４（帯磁率高）黒 宝篋印塔
火輪 4.94 阿蘇４（帯磁率高）黒
空風輪 16.0 阿蘇４（帯磁率高）黒
地輪 22.8 阿蘇４（帯磁率高）黒
水輪 21.2 阿蘇４（帯磁率高）黒
水輪 27.8 阿蘇４（帯磁率高）赤
火輪 28.8 阿蘇４（帯磁率高）赤
基礎 13.4 阿蘇４（帯磁率高）黒 菊鹿型宝篋印塔
水輪 5.99 阿蘇４（帯磁率高）黒
水輪 13.7 阿蘇４（帯磁率高）黒
火輪 21.0 阿蘇４（帯磁率高）黒
空風輪 18.96 阿蘇４（帯磁率高）黒
地輪 3.65 阿蘇4 蓮華座付き
水輪 43.1 阿蘇４（帯磁率高）黒
火輪 18.6 阿蘇４（帯磁率高）黒
空風輪 14.1 阿蘇４（帯磁率高）黒
地輪 8.15 阿蘇４（帯磁率高）黒
火輪 17.3 阿蘇４（帯磁率高）黒
空風輪 8.32 阿蘇４（帯磁率高）黒

27 石碑 16.6 阿蘇４（帯磁率高）黒
28 石碑 20.4 寛正（1460～1466） 阿蘇４（帯磁率高）黒
29 石柱（顕彰碑） 37.1 明治20年（1887） 島崎石

20

21

22

23

24

15

1

上段

6

7

8

9

10

11

12

13

14

25

26

残欠

表 2　東福寺石塔の帯磁率及び石材判定表
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第 4 図　東福寺石塔　第１号実測図（S ＝ 1/10）（拓本は縮尺任意）

第 4 図　東福寺石塔　第１号実測図（S＝1/10）（拓本は縮尺任意）
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石造物からみた菊池一族について―菊池市亘輪足山松林院東福寺を中心としてー／髙橋�学�

第 5図　東福寺石塔　第 2・5号（拓本 S=1/10）
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第 5 図　東福寺石塔　第 2・5 号（拓本 S=1/10）
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第 6図　東福寺石塔　第６号・７号実測図（S＝1/10）
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第 6 図　東福寺石塔　第６号・７号実測図（S ＝ 1/10）
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石造物からみた菊池一族について―菊池市亘輪足山松林院東福寺を中心としてー／髙橋�学�

第 7 図　東福寺石塔第８号・９号実測図（S=1/10）
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第 7 図　東福寺石塔第８号・９号実測図（S=1/10）
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第 8図　東福寺石塔第 10・11・12・13 号実測図
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第 8 図　東福寺石塔第 10・11・12・13 号実測図
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石造物からみた菊池一族について―菊池市亘輪足山松林院東福寺を中心としてー／髙橋�学�
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第 9図　東福寺石塔第 14・16・20・21 号実測図（S=1/10)
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第 10 図　東福寺石塔　第 15・22・23・24・25・26 号実測図（S＝1/10）
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石造物からみた菊池一族について―菊池市亘輪足山松林院東福寺を中心としてー／髙橋�学�

第 10 図　東福寺石塔第 27 号　実測図
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第 11 図　東福寺石塔第 27 号　実測図
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第 12 図　東福寺石塔　第 28・30・31・32・33・34 号　実測図（S=1/10)

第 28 号石塔　銘文

第 28 号　実測図
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第 30 号実測図

第 31 号実測図

第 32 号実測図

第 33 号実測図

第 34 号実測図

第 33 号火輪拓本

第 12 図　東福寺石塔　第 28・30・31・32・33・34 号　実測図（S=1/10)
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石造物からみた菊池一族について―菊池市亘輪足山松林院東福寺を中心としてー／髙橋�学�

第 13 図　東福寺石塔　第 35・36・37・38 号 実測図
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第 14 図　東福寺石塔　第 39・40・41・42 号実測図　第 47 号石碑
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石造物からみた菊池一族について―菊池市亘輪足山松林院東福寺を中心としてー／髙橋�学�

第 1号石塔（南から）

第 15 図　東福寺石塔第１・2・3・4・5・6・7・８・9・10 号　写真

第 2・3・４号石塔（南から）
向かって右手から 2号、３号、４号

第５号石碑（南から）

第 7号石塔銘文部（南から）

第８号石塔銘文部（南から）

第 6号石碑（南から） 第 7号石碑（南から）

第８号石塔（南から）

第 9号石塔銘文部（南から）

第 10 号石塔（南から）

第 15 図　東福寺石塔第１・2・3・4・5・6・7・８・9・10 号　写真
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第 13 号石塔全景（南から）

第 16 図　東福寺石塔　第 11・12・13・14・15 号　写真

第 12号石塔（南から）第 11 号石塔（南から）

第 13 号石塔塔身部
上下反転（南から）

第 14 号石塔（南から）

第 11 号石塔地輪（南から）

第 15 号石塔（南から）

第 16 図　東福寺石塔　第 11・12・13・14・15 号　写真
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石造物からみた菊池一族について―菊池市亘輪足山松林院東福寺を中心としてー／髙橋�学�

第 17 図　東福寺石塔　第 16・17・21・22・23・24・25 号　写真

第 16号石塔（南から） 第 17 号石塔（南から）

第 20 号石塔（南から）

第 21 号石塔（南から）

石塔第 22 号基礎（南から）石塔第 22 号（南から）

第 23 号石塔（南から）
第 24 号石塔（南から） 第 25 号石塔（南から）

第 17 図　東福寺石塔　第 16・17・21・22・23・24・25 号　写真
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第 18 図　東福寺石塔　第 26・27・28・29・38・40・44 号

第 29 号石塔
（南西から）

第 38 号石塔（南から）

第 44 号石塔（南から）

第 28 号石塔（北から）

第 26 号石塔（南から）

第 27 号石塔正面（東から） 第 27 号石塔側面（東から）

第 40 号石塔（南から）

第 18 図　東福寺石塔　第 26・27・28・29・38・40・44 号　写真
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石造物からみた菊池一族について―菊池市亘輪足山松林院東福寺を中心としてー／髙橋�学�

第 19 図　東福寺石塔　第 45・46・47・48 号　写真

第 47号石碑（南から）

第 45 号石塔　全景（南から）

第 46 号石塔（南から） 第 48 号石塔（南から）

第 45号左塔（南から） 第 45 号右塔（南から）

第 45 号　左塔地輪銘文（南から）

第 19 図　東福寺石塔　第 45・46・47・48 号　写真
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第 20 図　東福寺石塔　第 49 号、全景

第 49号石塔（南東から） 第 49 号右側面
（東から）

第 49 号正面（南から）

東福寺石塔　全景（東から）

第 49号背面（北から）

第 49 号左側面
（西から）

第 20 図　東福寺石塔　第 49 号、全景
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石造物からみた菊池一族について―菊池市亘輪足山松林院東福寺を中心としてー／髙橋�学�

第 21 図　菊鹿型宝篋印塔の型式変遷案 1

川西宝篋印塔
（1314 年）

六段基礎（一段一石）
笠部下段形一石二段
隅飾り別石　
馬耳状三弧

⇒

元吾平神社宝篋印塔
（1319 年）

六段基礎（一段一石）
隅飾り別石　
馬耳状三弧

⇒

相良寺元泉水宝篋印塔
（紀年銘なし）

六段基礎（二段三石）
隅飾り笠部と一体　
馬耳状三弧

⇒

平重盛供養塔（紀年銘なし）　型式的には（古）左塔 ⇒ 中央塔 ⇒ 右塔（新）
　　　左塔　　　　　　　　　　　　　中央塔　　　　　　　　　　　　　右塔
六段基礎（二石三段）　  六段基礎（上二段、中央三段、下一段）　  ①基礎四段
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ②基礎六段一石彫成（画期）

笠部下段形一石二段　　笠部下段形一石二段か　　　　　　　　　笠部下段形一石二段か
塔身方形　　　　　　　塔身方形　　　　　　　　　　　　　　　塔身上部二段付き（Ⅰ型）　
隅飾り笠部と一体型　　隅飾り笠部と一体型　　　　　　　　　　隅飾り笠部と一体型　
馬耳状三弧隅飾り　　　馬耳状三弧隅飾り　　　　　　　　　　　馬耳状三弧隅飾り

第 21 図　菊鹿型宝篋印塔の型式変遷案 1
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第 22 図　菊鹿型宝篋印塔の型式変遷案 2

寺尾野宝篋印塔
（1378 年）
基礎六段一石彫成
塔身上二段段形
馬耳状三弧隅飾り
定型化

⇒ ⇒

東福寺石塔第 16 号
宝篋印塔
（1481 年）
塔身上二段段形
塔身のみ。小型化。

亘宝篋印塔
（無銘）
基礎六段一石彫成
塔身上二段段形
馬耳状三弧隅飾りの
痕跡がわずかに残る。
小型化

東福寺石塔第 21 号
宝篋印塔
基礎五段一石彫成

西福寺宝篋印塔
（1327 年紀年銘　追刻か）
基礎五段一石彫成
笠部の隅飾りの巨大化。
菊池兼朝墓などを菊池一族
の墓であるという「モデル」
として当初より混成塔を製
作した可能性が考えられる。
16ｃ～ 17ｃ

菊池兼朝墓
菊鹿型宝篋印塔の笠部と塔身に五輪塔の空風輪と水輪を組み
合わせる形。近くに兼朝が建立した正善寺がある。元々、古
墳があった場所を菊池一族の墓所として整備したものか。
菊池兼朝は文安元年（1444）に 63 歳で死去している。
菊鹿型宝篋印塔の笠部と六段基壇の特徴から判断して、
この石塔群の年代観は 15c ～ 16ｃであってもおかしくな
いが、武将の墓ではなく正善寺の僧侶の墓を、後世に菊池一
族の墓として再整備したものと考えている。

⇒

第 22 図　菊鹿型宝篋印塔の型式変遷案 2






